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「リーシア、この書類を持っていってくれ」

「……うん。わかったわ」

　近頃、ソーマの様子がおかしい。

　ソーマから書類の束を受け取りながら、私はそんなことを思った。

　最近のソーマは、以前よりも熱心に書類仕事をしている。まるで父上から王位を押し付けられたばかりの頃に戻ったかのようだ。いまはあのときほど仕事も忙しくはないはずなのに、無理に仕事を探して詰め込んでいるような、そんな気がした。

　かと思えば、不意にポッカリと空いた暇な時間には、なにをするでもなく、ただボンヤリと窓越しに空を見上げたりしている。以前なら、暇なときは私の部屋に来て、人形やトモエに着せたい可愛かわいらしい衣服などを製作していたのに、最近はそれもご無沙汰だ。

　私は黙々と書類仕事をしているソーマを見つめた。

　変化はごくわずかなもので、王城にいるほとんどの者は気付いていないだろう。

「………」

「……ん？　どうかした？」

　私の視線に気付いたソーマが顔を上げた。私は、

「……ううん。なんでもない」

　そうとだけ言うと、踵きびすを返して早足に政務室を出た。

「あっ、おい、リーシア」

　背中からソーマの声が聞こえてきたけど、振り返ることができなかった。

　どういうわけだか、いまのソーマを〝見ていられなかった〟のだ。




「それで姫様、陛下の様子が変……ということでしたが？」

　夜、私の部屋へと訪れたジュナ・ドーマさんが、そう言って首を傾かしげた。

　玉音放送の放送番組の準備をしているときに声を掛け、放送後に私の部屋へと来てもらったのだ。ジュナさんはソーマの様子が変だということを伝えると、こんな時間にもかかわらず来てくれたことには感謝しかない。

「座って、ジュナさん」

　私はベッドへと腰掛け、ジュナさんに隣に座るようお願いした。ジュナさんが「失礼します」と言って、隣に座ったのを見てから、私は話し始めた。

「なんと言うか……心ここにあらずって感じなの。いつも以上に仕事に打ち込んでるかと思ったら、ボンヤリと外を眺めてたりするし」

「……なるほど。少しですが、わかる気もします」

　ジュナさんにも思い当たることがあったのか、神妙な面持ちで頷うなずいていた。

「私も、陛下との放送番組の打ち合わせのとき、気も漫そぞろのように感じましたから。ですが、いつからそのような状態になったのかまではわかりません」

「それは多分、『神護の森』から帰ってきてからだと思うの」

　ソーマの護衛をしてくれているアイーシャ・ウドガルドの故郷であり、ダークエルフ族が住まう『神護の森』が、長雨による地滑りに襲われ、ソーマが手近にいた部隊を率いて救援に赴いたのが二週間程前の話だ。

　災害の一報が届けられたとき、私はソーマに頼まれて王都へ救援部隊を要請しに戻ったので、救助活動自体には参加していない。だけどソーマは、ハルバートやカエデといった禁軍兵士たちと一緒になって、地獄のような災害現場で救助活動を行っていたそうだ。

　ソーマの様子がおかしくなったのは、それからのような気がした。

「やっぱりおかしくなったのは、あの救助活動からなのかな……」

「ですが、陛下は現場でも大活躍だったと聞いておりますよ？」

「ええ。私も、ソーマは十分に頑張ったと思うわ」

　自身の能力、【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で木彫りのネズミを操り、土砂の下を探索させ、多くの生き埋めになった者たちを発見したと聞いている。だけど……。

「でも、ソーマ自身はそう思っていないみたい。多くの死体を見ちゃったせいもあるんだろうけど、どうしても『もっと上う手まくやれたんじゃないか』って考えちゃうみたい」

「そのお考え自体は悪いとは思いませんが……」

　ジュナさんも複雑そうな顔をしていた。反省するのは大事なことだ。だけど反省のしすぎで自己嫌悪に陥り、心を病んでしまっては元も子もない。すると、

「だからこそ、ジュナさんにソーマのことを励ましてあげて欲しいの」

　私はジュナさんの手をとり、自分の手を重ねて言った。ジュナさんは目を瞠みはった。

「わ、私が……ですか？」

「こんなことを頼めるのはジュナさんしかいないの。アイーシャはまだ『神護の森』だし、トモエはまだ小さいわ。かと言って、母上やセリィナとかだと関係が薄すぎる」

「ですが、それならば、姫様がもっとも適任なのではありませんか？　陛下の婚約者ですし、このように、陛下をもっとも心配なさっているではありませんか」

「私じゃ……ダメなの」

　私は静かに目を伏せた。

「私はソーマより年下だから、『男として、弱いところを見せたくない』とでも思ってるんでしょうね。私の前では、ソーマはきっと虚勢を張るわ」

「……私も、陛下とは同い年なのですが？」

「年齢はそうでも、ジュナさんは立ち居振る舞いが大人びているもの。虚勢を張る男の子を、上手く甘えさせてあげられるんじゃないかと思うの」

　私は居住まいを正すと、ジュナさんに頭を下げた。

「だからジュナさん。ソーマのことをお願いします」
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「姫様……わかりました。微力ではありますが、協力させていただきます」

　ジュナさんは胸元に手を当てながら頷いてくれた。




　◇　◇　◇




　リーシアの部屋をあとにし、ジュナは、ソーマが私室としても使っている政務室の前へとやってきた。昼間は文官たちが頻繁に出入りしていて賑にぎやかなのだが、すでに夜も深まり始めた時間でもあるため、昼間の喧けん噪そうが噓うそのように静かだった。

　扉の両脇には二名の衛え士じが中のソーマを守るように立っている。

（アイーシャさんはいないのでしたね。当たり前ですけど……）

　ジュナはアイーシャのいない政務室の扉の前の光景を見て、そんなことを思った。アイーシャだって四六時中、ソーマの傍そばにいるわけではないのだが、いないことに不自然さを感じるくらいに、四六時中、護衛しているいるイメージがあった。

　ジュナは衛士たちに軽く会釈をしながら、扉の前に立った。

　リーシアから話が行っていたのか、衛士たちはジュナを制止しようともしない。

（いまさらですが、婚約者であるソーマ陛下の部屋に、夜分に一人の女性を向かわせるだなんて、姫様も思い切ったことをなさいますね……）

　夜分に男女を二人きりにし、〝なに〟かあったらどうする気なのだろう。〝なに〟も起きないと信じているのだろうか？　それとも、〝なにか〟あったとしても、それでソーマが元気になってくれるなら構わない、とでも思っているのだろうか？

（……なんとなくですが、後者のように思えますね）

　ジュナは感嘆の溜ため息いきを漏らした。最近のリーシアを見ていると、未来の王妃としての貫かん禄ろくが見え隠れするときがある。ソーマとの婚約を急に決められた当初は、婚約者としてはぎこちなさもあったが、いまはもうその事実を受け止めているように見えた。

（本当に、素敵な御お方かたです）

　ソーマと日々を重ねていくうちに、女性としてどんどん魅力的になってきている。将来は立派な王妃、そして良妻賢母となるだろう。同じ女性として尊敬してしまう。

（そんな姫様から直々に頂いたお願いです。私も、役目を果たさなくては）

　ジュナは一段と気を引き締めて、政務室の扉を軽くノックした。そして、

「陛下。ジュナ・ドーマです。まだお休みになってはおられませんか？」

　すでに寝ていたときには睡眠を妨げないような大きさで声を掛けた。すると、

『ジュナさん？　どうぞ』

　部屋の中から、ソーマのそんな声が聞こえてきた。ジュナが「失礼します」と、扉を開けて入室すると、ソーマは燭しよく台だいの灯あかりの中、政務机で書類に目を通していた。ソーマは政務机の上に書類を置くと、疲れが混じった笑みをジュナに向けた。

「こんな夜分にどうしたんです？　今日は城に泊まりですか？」

「あっ……はい。今日は姫様の部屋に泊めていただくことになっています」

「女子会みたいな感じですか。楽しそうですね」

　素直にそう返され、ジュナは噓は吐ついていないものの、後ろめたい気分になった。

「いえ……それよりも、陛下こそなにをなさっていたのですか？　本日の政務はもう終わったと伺うかがっていたのですが？」

「あー、ベッドには入ったんですけど……なんだか眠れなかったので、明日やる書類に目を通していたんです。そのうち眠くなるかなぁ、と思って」

　ソーマは政務机の上に置かれた書類を一いち瞥べつしながら、そんなことを言った。その表情には疲れの色が見てとれた。

「もしかして……最近、眠れていないのですか？」

　ジュナが尋ねると、ソーマはバツが悪そうに頭を搔かいた。

「身体からだは疲れてるんですけど、頭がなかなか眠ってくれないんですよね。寝ようとして目を閉じると、いろんなことを考えちゃって……。これまでやってきたこと、これからやるべきこと、これまでの俺の決断は正しかったのか、これからする俺の決断は正しいのか……そういうのがグルグルと頭の中を駆けめぐって、寝付けないんだ」

　そう言って弱々しく笑うソーマを見て、ジュナは思い出した。ソーマがこの世界に召喚されて以来、背負わされてきた数々の重責を。国の立て直し、食料問題の解決、被災地への救援。そのどれもが、つい最近まで学生だったソーマには重すぎるものだった。そして今度は、三公との軋あつ轢れきや、暗躍するアミドニア公国への対策が待っている。

　その重圧が、ソーマの眠りを妨げているのだろう。そう思い至り、

「っ！……失礼します」

　ジュナはソーマの手をとり立ち上がらせた。

「えっ、ちょっと？」

「………」

　驚くソーマに構わず、ジュナは繫つないだ手を引っ張ると、部屋の隅に設置された簡易ベッドの前まで連れて行き、トンッとソーマをベッドの上へと突き飛ばした。いきなりベッドに寝かされ、目を瞠っていたソーマに、ジュナは静かな口調で告げた。

「寝てください」

「えっ、ジュ、ジュナさん？」

「いいから、寝てください」

　いつも温厚な笑顔を浮かべているジュナには珍しく、聞き分けの悪い弟を叱る姉のような、厳しくしながらもどこか相手を気遣うような、そんな複雑な顔をしていた。

「大変なのはわかりますが、ご自愛ください。リーシア姫様も心配なさってます」

「リーシアが？」

「はい。陛下の様子がおかしいことを真っ先に見抜かれ、私をここにお遣わしになったのです。陛下に、上手く甘えさせてあげて欲しいと」

「……まいったなぁ」

　ソーマは天井を見つめながら苦笑いを浮かべた。

「自分では……頑張れてるつもりだったんですけど……」

「陛下は頑張っておられます。ですが、頑張りすぎです」

　ジュナはベッドの端に腰掛けると、ソーマのおでこに手を置いた。ヒンヤリとしたジュナの手が、おでこから熱を奪っていく。その感触の気持ちよさに、ソーマは目を閉じた。そんなソーマを見つめながら、ジュナは静かに歌い出した。




　今日は眠れ。明日まで眠れ。

　起きたらたんと歩きなさい。

　疲れりゃたんと眠りなさい。

　長く長く歩くほど、あなたを支える手は増える。




　それはソーマの世界の歌ではなく、この世界の子守歌だった。歩きを覚えた我が子に、母親が聞かせる歌。沢山歩いて、沢山寝て、健やかに育てと願う歌。ただ「長く長く歩くほど、あなたを支える手は増える」という言葉は、いまのソーマの心に染み入り、自然と涙を誘った。ソーマは腕を目の上に当て、隠した。

「……すみません。格好悪いところを見せてしまって」

　歌い終えたジュナにソーマはそんなことを言った。ジュナは微笑ほほえむと、

「弱音を吐いてもいいんです。私もまた、あなた様の味方なのですから」

　そう言いながら、ソーマの頭を優しく撫なでた。

「姫様の前で、情けない姿を見せたくないという気持ちはわかります。そういう気持ちがあるからこそ、強くあろうと努力もできるのでしょう。ですが、それに疲れたときは私をお呼びください。眠れない夜はいつでも、あなた様のために歌いましょう」

　優しいジュナの声がソーマの耳じ朶だを打つ。

　しばらくすると、ジュナの耳にソーマの寝息が聞こえてきた。身体も頭も十二分に疲れていたのだ。心が解きほぐれた途端に、眠りに落ちたのだろう。

　ジュナはベッドから腰を上げると、ソーマが完全に眠りに落ちたことを確認して、毛布をかけた。そして、静かに退出するべく扉の方へと歩き、取っ手に手を掛けようとして……ふと、その手を止めた。ジュナはベッドの方へとＵターンし、耳に掛かる髪を搔き上げながら、眠っているソーマの耳元に顔を近づけると、小さく呟つぶやいた。




　―――大丈夫です。私はあなた様の味方です。姫様が強さを引き出すなら、私は、あなた様の弱さを隠します。
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　―――大陸暦一五四六年九月中頃




　大陸の国々の中でも四季がハッキリしているエルフリーデン王国では、残暑が終わり、過ごしやすい季節になっていた。この国で深刻になりつつあった食料問題の完全解決が期待される豊ほう穣じようの季節。そんな季節を前にしながら、王国では不穏な空気が流れていた。

　その不穏な空気の原因となっているのは、新国王ソーマ・カズヤと三公の対立だった。

　異世界より勇者として召喚されたというソーマは、その素質を見抜いた先代王アルベルト・エルフリーデンによって王位を譲られた。先代王の一人娘であり、ソーマの婚約者となったリーシア姫の支えもあり、富国強兵に乗り出したソーマは、多種多様な人材を集め、食料問題の解決や交通網の整備、災害対策などに取り組み、勇者という肩書きの割りには地味ながらも、堅実な治世で国民からの支持を得ていた。

　対して三公とは王国の陸・海・空軍を総すべる三人の大将のことだ。

　獅子ライオンの獣人族である陸軍大将ゲオルグ・カーマイン。

　蛟こう龍りゆう族の海軍大将エクセル・ウォルター。

　半竜人ドラゴニユートの空軍大将カストール・バルガス。

　長きにわたり王国を守護してきた三公たちなのだが、いまだに新王ソーマには臣従せず、それぞれの軍を抱えたまま自領に逼ひつ塞そくしていた。それぞれにどんな思惑があってのことなのかは不明だが、三公の中でも陸軍大将ゲオルグは、ソーマに不正を追及され逃れてきた貴族たちを領内に匿かくまうなど、明らかに反抗的な態度をとっていた。

　新王ソーマと陸軍大将ゲオルグ。

　両者が衝突するのも時間の問題だと思われていた。




　◇　◇　◇




「いい、ソーマ。この世界の戦争で重要なのは陸と空との連携なの」

　だんだんと肌寒くなり、秋の訪れを感じられるようになってきたこの日。

　俺はリーシアから、この世界の戦争について教えてもらっていた。不正を犯した貴族を匿うゲオルグ、そして裏で暗躍するアミドニア公国との避けられない戦いが迫る中で、戦の流れだけでも知っておきたかったのだ。

　もちろん、素人である俺が直接、采配を振るうわけではない。いざ戦となれば、国王の直卒軍である禁軍の指揮は近衛騎士団長ルドウィンに委ねることになるだろう。だとしても、王として開戦するかどうかを決断する上で、知っておくべきことだと思ったので、こうしてリーシアに教えてもらっているわけだ。

　王族ながら士官学校を卒業し、ルドウィンに、

『大軍を率いるにはさすがに経験不足ですが、胆力もありますし、（姫様が）一軍を率いるのにはなんの不自由もありません』

　と称されるほど、リーシアは軍事分野に長たけている。……本当は合戦のザックリとした流れだけ、簡単に教えてもらえるだけでよかったのだけど、そこは生真面目なリーシア。用意した黒板に図まで描いて説明し、さながら士官学校の講義のようになっていた。

　リーシアは黒板に大きな円を二つ描き、それぞれに『自軍』・『敵軍』と名前を付けた。その二つの円の中に『陸軍』・『空軍』という単語を一つずつ書き込む。

　ここで一つ、注意するべきことがある。この世界で言うところの『陸軍』・『空軍』は、地球での認識とは異なっているということだ。この世界の戦では、いまだに鎧よろい甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士が活躍しており、雰囲気だけを見れば『百年戦争』のようにも見える。

　しかし、この世界には『魔法』があり、『飛竜ワイバーン』などの不思議生物がいる。『陸軍』の中には『歩兵』・『騎兵』・『弓兵』だけでなく『魔導士』がいるし、『空軍』が表すのは『戦闘機』などではなく、『飛竜ワイバーン』などの空を飛べる生物を駆って戦う『飛竜ワイバーン騎兵』たちのことだ。そのため、戦の推移も地球の物とは自おのずと異なってくる。

「私は海戦には詳しくないから、これはあくまで陸上での合戦の場合ね。まず野戦の場合、両陣営内の『陸戦部隊』と『空戦部隊』はほぼ同時に戦闘を開始することになるわ」

　リーシアはまず、二つの陸軍から矢印を伸ばしてぶつけた。

「陸軍同士の戦闘はオーソドックスね。まずは弓矢や魔法などの遠距離からの射撃戦から始まって、相手の陣形が乱れたところで歩兵を進めて押し込む。騎士や騎兵は相手の隙をついて少人数で突撃させて、陣形を搔き乱したり、数を揃そろえて吶とつ喊かんさせ、その後ろを歩兵が続く形にして敵陣を引き裂いたりするわ。前者は『乗り切り』、後者は『乗り崩し』という戦法よ。ここらへんはソーマの世界の合戦と大差はないんじゃない？」

「……まぁ、魔法を打ち合うようなことはないけど、それ以外は同じだと思う」

　なんとなく大河ドラマの合戦シーンを思い出した。

　弓矢や火縄銃の応酬から始まり、突撃の命令を受けた足軽たちが、火縄銃に打ち倒されながらも前進し、敵の柵に取り付く。接近を許せば遠距離武器では対処しづらいため、守勢側からも足軽部隊が繰り出されて、そこからは足軽同士の叩たたき合いになる。この世界では銃器は発達しなかったので、火縄銃の代わりが魔法だと考えればわかりやすいだろう。

　するとリーシアは、今度は空軍から矢印を伸ばして、同じようにぶつけた。

「そして陸軍同士がぶつかるのと時を同じくして、空軍同士も激突するわ。なにせ合戦場上空を制圧できれば、飛竜ワイバーン騎兵たちは弓矢も届かないような高度から、地上の敵軍に向かって火薬樽だる（爆弾のようなもの）を落とすことができるんだもの」

「それは……凶悪だな」

　まさに、一方的に殴られる痛さと怖さ……って感じだ。

「だとすると、合戦の勝敗は空軍が握っているってことなのか？」

「いいえ。空軍同士の戦闘で合戦が決まることなんてほとんどないわ」

「えっ？　でもいま、上空を制圧できれば一方的に攻撃できるって……」

「ええ。だからこそ、空軍同士の戦闘の主目的は『制空権を得る』ことではなく、『相手に制空権を握らせない』ことなの」

　するとリーシアは自軍の空軍のもとに『一千』、敵陣のもとに『五百』と書き込んだ。

「飛竜ワイバーン騎兵の数は軍の総数から見れば僅かしかいないわ。エルフリーデン王国の空軍で一千騎、アミドニア公国で五百騎くらいね。この場合、まともにぶつかればうちの空軍が勝てそうだけど、相手は数で劣ることがわかっているから積極的な攻勢には出ず、守りに徹するでしょうね。それを無理攻めしようとすれば、被害は攻勢側が多くなる。一人の飛竜ワイバーン騎兵を育てるのにもかなりの時間を要するから、この被害は避けたいところね」

「ああ、なんとなくわかってきた。つまり野戦においての空軍は、地上で陸軍同士の戦闘の決着が付くまで、その上空を守備するのが仕事ってことなんだな」

「そういうこと。……まあ、空軍の戦闘力が他国より飛び抜けているところだと、空軍の戦闘だけで決着を付けられる場合もあるんだけどね」

　リーシアは黒板の地図で大陸の西側にある大国『グラン・ケイオス帝国』と、中央にそびえ立つ『星竜連峰』、そしてその北方にある『ノートゥン竜騎士王国』を指した。

「『グラン・ケイオス帝国』は飛竜ワイバーンではなく、グリフォンっていう騎獣で空軍部隊を編制しているわ」

「グリフォンっていうと……頭が鷲わしの、有翼のライオンみたいなやつだっけ？」

「ええ。飛行持続距離こそ飛竜ワイバーンに劣るけど、空中でも小回りが利いて、格闘戦では飛竜ワイバーンを圧倒しているわ。加えて帝国は飛竜ワイバーンの保有数も多いから厄介よね」

　話を聞くかぎり飛竜ワイバーンは爆撃機、グリフォンは戦闘機といった感じのようだ。どちらも用途によっては一長一短があるのだが、ことに戦闘ともなれば小回りの利く戦闘機の方が強いということなのだろう。そんなふうに納得していると、リーシアは話を続けた。

「そして、『星竜連峰』や『ノートゥン竜騎士王国』には『竜ドラゴン』がいるわ」

「そういえば……沈ちん澱でん池から竜ドラゴンの骨が発掘されたときにも聞いたな」

　竜ドラゴンは飛竜ワイバーンとは比べものにならないほどの魔力を持ち、知能も高く、人語を解せる上に人間の姿にも変身できるそうだ。人類という枠組みからは外れているものの、人類側とは相互に領土不可侵の同盟を結んでいて、この大陸の中央にある『星竜連峰』に確固たる国を築いている。見た目も、飛竜ワイバーンは前足が翼になっていて翼竜っぽいのだけど、竜ドラゴンは翼もあれば前足後足もある、より地球の西洋式のドラゴンに近しい形状をしている。

「星竜連峰の北にある『ノートゥン竜騎士王国』には、星竜連峰の竜ドラゴンと契約を結んだ竜騎士も存在しているわ。竜騎士たちは竜ドラゴンを伴侶として迎えて、子孫繁栄に協力する代わりに戦場で力を貸してもらうそうよ。つまり竜ドラゴンと結婚するわけね」

「ふうん……飛竜ワイバーン騎兵の上位互換版と思えばいいのか？」

「似てはいるけど、強さの桁が違うわ。夫婦となった竜ドラゴンと騎士はまさに人竜一体よ。陸軍なら千人いたって歯が立たないわ。それこそ、グリフォン部隊を擁する最盛期の帝国の侵攻さえ跳ね返したそうよ」

「それは……間違いなく空軍戦力最強だろうな」

　夫婦二人三脚……いや、一人一頭五脚で一騎当千するわけか。

　ちなみに空軍大将カストールのような半竜人ドラゴニユートは、そんな騎士と竜ドラゴンとの間に生まれる種族らしい。竜ドラゴンと騎士の間には、竜ドラゴン、騎士の種族、半竜人ドラゴニユートが生まれるそうで、その産み分けはできずに完全にランダムらしい。逆に半竜人ドラゴニユートからは竜ドラゴンは生まれず、たとえ異種族と結婚しても半々の確率で半竜人ドラゴニユートが生まれるため、種族としてはそれなりの数がいるそうだ。

「って、あれ、なんでこんな話題になったんだっけ？」

「飛竜ワイバーン騎兵は合戦の決定打にはなりにくいって話からでしょ」

　リーシアに呆あきれたように言われた。ああ、そうだったそうだった。すると今度は、リーシアは黒板に城の絵を描いた。

「その傾向は『攻城戦』のときにより顕著に表れるわ。一見、空軍は城壁を飛び越えて、その背後の都市や城を直接攻撃できそうだけど、それは事実上不可能なの」

「どうしてだ？」

「城壁には空軍キラーとも言える『対空連れん弩ど砲ほう』が設置されているからよ」

　リーシアの話によると、この世界では飛竜ワイバーン騎兵が生まれるのとほぼ同時に、その対策についての研究が行われるようになったそうだ。空を飛べる飛竜ワイバーン騎兵たちに、勝手気ままに城壁を越えられては国家の安全に関わるからだ。

　そんな飛竜ワイバーン騎兵への対策として開発されたのが『対空連弩砲』だった。

　巨大な四角い箱の中に、蜂の巣のような小部屋が作られていて、その中にはまるで杭くいのように太い矢が一本一本収められている。矢は付与魔法によって飛距離を伸ばされ、上空を動くものを追尾するような仕様となっており、この『対空連弩砲』はそんな矢を一度に数十本も発射できるのだ。

　もし、飛竜ワイバーン騎兵が迂う闊かつに城壁に近づくようなことがあれば、『対空連弩砲』から発射された矢が、さながらホーミングミサイルのように襲ってくることだろう。

「だから、都市を空爆するためにはまず地上から城壁を攻めて、対空連弩砲を破壊する必要があるの。それまでの空軍の仕事は、城を攻める陸軍の上空を警護することくらいね」

「なるほど……攻城戦では三さん竦すくみみたいになっているわけだ」

　陸軍は空軍に弱く、空軍は対空連弩砲に弱く、対空連弩砲は陸軍に弱い。

　そういう強弱関係にあるからこそ、リーシアは最初に『重要なのは陸と空との連携なの』と言ったわけか。つまり……。

「海軍はともかく、陸軍と空軍が掌握できてない現状では、もしアミドニア公国が侵攻してきても対処できないってわけか」

「………」

　エルフリーデン王国軍の総兵数は凡およそ十万と言われている。

　その内訳は、国王の直卒軍である禁軍が四万強、

　ゲオルグ・カーマイン率いる陸軍が四万、

　エクセル・ウォルター率いる海軍が一万、

　カストール・バルガス率いる空軍が一千、となっている。

　まず国王おれの直卒軍である禁軍だけど、実際に動かすことができるのは、そのうちの一万程度だろう。公には四万強と言われている禁軍だけど、その数字には傭よう兵へい国家ゼムから派遣された傭兵、陸・海・空軍に所属していない貴族が抱える私兵が含まれている。

　このうち傭兵国家ゼムとの契約は、経費節約と、マキャベッリの指摘するように「傭兵は信用できない」という理由からすでに打ち切っている。また、アミドニア公国相手ならともかく、俺と三公の対立には多くの貴族たちが日和見を決め込んでいる。もし三公側と開戦するにいたっても、その私兵は兵力として当てにはできないだろう。

　よって投入できる兵数は、近衛騎士団と直卒軍を併せた一万程度というわけだ。

　直卒軍の内訳はほぼ歩兵（近衛騎士団八百は重装騎兵）だけど、最近のインフラ整備に投入したことで、もれなく工兵スキルを獲得している。また直卒軍には、カエデちゃんのような土系の魔導士部隊五百名も加わっている。

　次に三公側だけど、ざっと説明すると以下の通りだ。

　まず海軍一万だけど、その大半は戦艦・巡洋艦・駆逐艦・水雷艇などの乗組員だ。上陸戦ができる海兵隊は二千人程度しかいない。だからたとえ戦うことになったとしても、陸上で戦う分にはさほどの脅威ではないだろう。

　ただし、大将であるエクセル・ウォルターには注意が必要だ。

　知勇兼備で政治にも通じた女傑で、王国全土を襲った食料難も独自の才覚で乗り切ったと聞く。敵に回せば戦場の外側からでも、奇手や搦からめ手てを仕掛けてくることだろう。個人的には三公の中で、もっとも敵に回したくない相手だった。

　そんな海軍とは逆に大将はあしらいやすく、兵が厄介なのが空軍一千だ。

　兵は基本『飛竜ワイバーン一頭＋騎士一人』という組み合わせで、そんな飛竜ワイバーン騎兵が千騎ほどいる。飛竜ワイバーン騎兵の強さは、さっきリーシアが説明した通りだ。伝令用の数頭しか飛竜ワイバーンがいない禁軍では、彼らとまともにやり合うのは難しい。

　空軍大将のカストール・バルガスは半竜人ドラゴニユートで、誇張なく一騎当千の武人だそうだ。半竜人ドラゴニユートなので飛竜ワイバーンに乗らずとも自前の翼で飛ぶことができ、熱血漢で、小細工することを嫌う直情型だ。その行動は読みやすいものの、利害より信念を優先する傾向があり、利害を説いての説得……などといったことが、もっとも効きにくい相手でもある。

　そして……残る陸軍四万だけど、これは将兵共に厄介だった。

　単純な兵数の多さもさることながら、兵一人一人の装備も、質も、禁軍直卒軍のグレードアップ版といった感じだった。歩兵、騎兵に加えて攻城兵器部隊もあり、所属している火系魔導士の火力も段違いで、まさに戦争の主役と言っていい軍団だ。

　そんな軍団を率いる大将ゲオルグ・カーマインもまた歴戦の猛将だ。

　カストールに劣らない武勇を持ちながら、それだけに頼ることなく、経験に裏打ちされた冷静な判断を下せる稀き代たいの武人だ。正直、ウォルター公と同じように敵に回したくない相手なのだけど……向こうはもう、退ひく気はないらしい。領内に俺に不正を追及された貴族たちを匿かくまい、対決姿勢を鮮明にしている。

　ハルの親おや父じさんこと、グレイヴ・マグナの話によれば、さすがにこのカーマイン公の態度に疑問を感じ、離脱する陸軍閥の貴族・騎士も多いらしいのだけど、そのぶん、受け入れた不正貴族たちの私兵と、彼らが雇ったゼムの傭兵部隊が加わっているので人数的な変化はない。陸軍四万対禁軍一万。戦えば兵力差は実に四倍だ。

「兵力差四倍……孫そん子しに言わせれば、逃げるか戦を避けるかするべき数だ」

「そんし？」

「俺のいた世界に存在した兵法家だよ」

　孫子とは中国の春秋時代の呉ご王おうに仕えた孫そん武ぶ（著書『孫子』）、あるいはその子孫で戦国時代の斉せいの威い王おうに仕えた孫そん臏ぴん（著書『孫臏兵法』）のことだ。二人とも優れた戦略家であり、『孫子』も『孫臏兵法』も優れた兵法書だ。

　そう説明すると、リーシアは怪け訝げんな表情をした。

「ソーマって学生だったのよね？　兵法書なんて読んでたの？」

「歴史が好きだったからな。その繫つながりだよ」

　とくに『史記』や『三国志』、日本の戦国時代などの、戦乱の時代のものを読むのが好きだった。その繫がりで、『史記』の登場人物である両孫子の『孫子』と『孫臏兵法』を読んだのだ。読んでみると、これがまたおもしろいんだ。マキャベッリと同じく、乱世に生きた二人は、その著作の中で「人間とはこういうものだ」と割り切り、なくせぬ戦争にどう対処するべきかを説いていた。

　戦で勇名を馳はせた二人だけど、かといって好戦的な人物というわけではなかった。二人とも安易に戦争行為に出ることを諫いさめている。孫武は「戦わずして人の兵を屈するは、善の善なる者なり」（孫子・謀攻篇）と言い、孫臏は威王に会見して「兵（戦争）は楽しむ所に非あらざるなり」（『孫臏兵法・「威王に見まみゆ」』）と言っている。

　しかし、乱世においては、そんな綺き麗れい事ごとばかりは言っていられない。

　守らなければ、攻めなければ、結果としてより多くの命が奪われることになる。

　そのことを両孫子も承知していた。孫臏は「伝説の名君だって道徳ですべてを解決したかったができなかった。だから戦で悪王を征伐するしかなかったのだ」と言っている。理想は理想とし、現実的に打つべき手立てを打たなければならない。

「やりたくないことでも、やらなきゃならない。いまは俺が王様だからな」

「!?　ソーマっ……」

　リーシアがなにか言おうとしたそのとき、部屋の扉がノックされた。「どうぞ」と声を掛けると、義妹のトモエちゃんが、扉の陰からヒョッコリと顔を覗のぞかせた。

「ソーマ義に兄い様さま。ハクヤ様がお呼びです」

　トモエちゃんは宰相ハクヤに頼まれて、俺を呼びに来たようだ。

「ハクヤが？　わかった。それじゃあリーシア、続きはまた今度教えてくれ」

　俺はリーシアにそう頼んでから、ハクヤのもとへと向かうべく部屋を出た。




　◇　◇　◇




「あの……どうしたんですか？　義ね姉え様さま」

　私がソーマの出て行った扉を呆ぼう然ぜんと見ていると、義妹のトモエが心配そうにそう尋ねてきた。いけない、いけない。こんな小さい子に気を遣わせちゃうなんて……。

「ちょっと……気になったことがあって……」

「気になったことですか？」

　トモエは小首を傾かしげた。その仕草が愛くるしくて、少しだけ気分が和んだ。

「……ソーマがね、『いまは俺が王様だから』って言ったのよ」

「ソーマ義に兄い様さまはこの国の王様ですよ？」

「そうなんだけど、ね……」

　だけど、いままでのソーマだったら、絶対にそんなことは言わなかったと思う。

　つい最近までは、「王位は一時的に預かってるだけ」、「この国を建て直したら王位はリーシアに返上する」とか言っていたのに。やはり神護の森での救助活動が、ソーマの中になにか心境の変化をもたらしたのだろうか。もちろん、私はソーマに王様でいて欲しいし、王様としての自覚が出てきたのだとしたら、それはいいことのはずなんだけど……。

（でも、なんだろう……なんだか、胸がざわざわする……）

　この感じを上う手まく形容できない。胸の奥にある種の予感が這はい寄ってくる。

　ソーマが、ソーマでなくなっていくような、そんな予感。

「義ね姉え様さま？　ソーマ義に兄い様さまが変なのですか？」

　トモエがまた心配そうな顔でこっちを見ていた。

　また沈んだ顔をしてしまっていたようだ。私はトモエの頭を撫なでた。

「大丈夫よ。ソーマは一人じゃない。みんながついているんだから」

「はいです！」

　トモエの狼おおかみの尻尾が、やる気まんまんといった感じにブンブンと振られていた。

　……そうよね。このさき、どんな未来が待っていようと、




　―――私は最後まで、あなたの隣を歩くわ。ソーマ。
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　―――大陸暦一五四六年九月某日・公都『ヴァン』




　アミドニア公国の公都『ヴァン』は高い城壁に囲まれ、過度に派手な装飾の建物もない、この国の首都だ。よく言えば質実剛健、悪く言えば代わり映えのしない単調な街並みが広がっている。この都市の無骨な風景は、住民たちの性格とも似通っていた。

　先々代エルフリーデン国王の時代、王国との戦争で領土を失ったこの国は、王国への復ふつ仇きゆうを国是としていた。第一とされるのは武人としての気風であり、男性は厳格であり、女性はそんな男たちに対して従順、貞淑であることが求められていた。そのため、街には笑い声を上げる男の姿はなく、着飾る女性の姿もなかった。

　そんな〝静かなる都市〟ヴァンなのだが、このところ、妙に浮ついた空気が流れはじめていた。その発端は、隣国にして敵国のエルフリーデン王国で、急な王の交代劇が起こったことだった。

　大陸暦一五四六年、エルフリーデン国王アルベルト、退位。

　先代王アルベルトは凡庸な人物であったが、温厚な人柄であり、配下や国民からも慕われていた。ただ、温厚ゆえに、配下の中に潜む奸かん臣しんの不正を正すような果断な政策を行えず、また、他にも様々な要因が重なって、王国は緩やかに衰退していった。

　そんなアルベルトが突然、異世界より召喚されたという勇者に王位を譲ったのだ。

　その勇者の名はソーマ・カズヤと言うそうだ。

　アルベルトはこのソーマに王位を譲ると同時に、娘のリーシア姫をソーマの婚約者とし、彼の権威を保証した。王位を譲られたソーマは、戴冠前なので正式にはまだ王ではないのだが、実質的な王として国政改革に乗り出していた。

　急な王の交代劇に、当初こそ簒さん奪だつを疑う声もあったようだが、リーシア姫の支えと、配下の不正を正し、人材を集め、食料難を軽減し、国内の交通網を整備して輸送力を向上させるといった政策を、着実に行っていくことで、ソーマは国民の支持を集めていった。勇者としては地味すぎるが、国王としてはなかなか優秀。それが民の評価だった。




　そんなソーマの治世だが、すべてが順風満帆というわけでもなかった。

　まず、エルフリーデン王国の陸・海・空軍（これら以外に国王直属の部隊として禁軍が存在する）をそれぞれ総すべる三公が、いまだソーマの軍門に降くだってはいなかった。

　獅子ライオンの獣人族である陸軍大将、ゲオルグ・カーマイン。

　蛟こう龍りゆう族の海軍大将、エクセル・ウォルター。

　半竜人ドラゴニユートの空軍大将、カストール・バルガス。

　この三名は王位の交代劇以後、自らが率いる軍を抱えたまま、自身の領地へと逼ひつ塞そくしていた。他国のことであるため、それぞれの思惑までは伝わってこないが、ソーマとの関係がギクシャクしているのは確かなようだ。とくに、陸軍大将のゲオルグ・カーマインは領地で軍を集めるなど、ソーマと対決姿勢を鮮明にしているという噂うわさだった。

　また、ソーマに不正を追及された貴族たちが反発していた。

　不正の度合いが重度な者は身分を剝奪され、領地や財産を没収される。さらに重度となれば投獄され、処罰されることになる。これを嫌った不正貴族たちは財産を持って国外へと逃亡しようとしたが、すでに国境線は封鎖されており、仕方なく、ソーマに反抗の姿勢を示しているゲオルグ・カーマインのもとへと集結していた。




　このように、ソーマと三公との対立が表面化していることが、アミドニア公国民を取り巻く空気を浮つかせている原因だった。反抗的な態度を崩さない三公に対し、ついにソーマ王が討伐の兵を挙げるという噂が、まことしやかに囁ささやかれている。王国で王と臣下が対立している。それはアミドニア公国からしてみれば、垂すい涎ぜんの状況にほかならない。国是である『領土の奪還』と『王国への復仇』を果たす、またとない好機のように思われた。

　そのため、軍人だけでなく民草にいたるまで、

「いまこそ、王国に侵攻すべし！」

　と、そんな意見で溢あふれていた。この国は軍事第一主義で、公国民の生活は二の次にされていた。資金は軍に優先的に回され、公国民の生活は豊かにならない。当然、不満も出てくるはずなのだが、公国民たちは『自分たちの生活苦は、すべて領土を奪った王国のせい』だと教え込まれていた。怒りは為政者や軍へは向かず、王国へと向けられた。

　どんなに悪政を敷かれていても、悪いのは王国……為政者にとって、これほど都合のよい状況はないだろう。

　また、『王国のせいで自分たちの生活が苦しい』という考えは、『王国を倒すことで自分たちの暮らしがよくなるのではないか』という考えに繫がる。だからこそ、このような絶好と思われる機会に王国侵攻の気運が高まっているのだ。

　その気運を受けて、ヴァンの街角では威勢のいい言葉が交わされていた。

「ついに王国と戦えるときが来たんだな！」

「おうよ！　これまでの雌伏の時期が終わるんだ！」

「あの雄々しいガイウス様が、若わか僧ぞうごときに負けるはずがない！」

「戦か……」

　猛たける人々がいる一方で、戦が近づく雰囲気に不安を覚える者もいた。自身や、家や、家族が巻き込まれるのではないか、と。しかし、いまのこの国は、そういった思いを口にできる雰囲気ではない。不安を押し込め、流れに身を任せるしかなかった。

「………」

　そんな人々の様子を、路地の陰から眺めている者がいた。

　土色をしたフード付きローブを、頭からスッポリと被かぶっているため、その表情はわからない。しかし、体つきは細く、身長は百六十センチに届かないぐらいだった。その人物は街の人々の様子に溜ため息いきを吐つくと、スタスタと歩き出した。

　その人物が向かったのは一軒の店。ショーウインドーの商品を見るに、男性用の服飾を取り扱っているようだ。

　看板には『銀の鹿の店』という看板が出ている。

　その人物が店の中へと入り、フードを取った瞬間、うなじの辺りで二つに結んだお下げ型のツインテールが現れた。フードが隠していたのは愛くるしい少女の顔かんばせだった。

　すると、店の奥からバーテンダーのような服を着た、灰色髪の中年男性が現れた。紳士風の雰囲気を漂わせる男性は、少女の姿を見て「おかえりなさいませ」と会釈をした。

「いかがでしたか？　ロロア様。街の様子は？」

「いかがもなにもないわ、セバスチャン。……最悪や」

　この店の主人セバスチャンに商人スラング（エセ関西弁）で話すこの少女は、アミドニア公国の第一公女ロロア・アミドニアだった。

「ほとんどみんな、これから起こる戦に期待しとる。ソーマっちゅう王様を、家臣も束ねられない若輩者と見とるんやろうな。親おや父じ殿が負けることを考えてへん」

「ガイウス様は逞たくましいですからね」

「厳いかついだけや。強いゆうても個人の武でしかあらへん」

　実の父親のことだというのに、ロロアはバッサリと切り捨てていた。経済的なセンスに長たけ、稼いだ資金で国の立て直しを図りたいロロアと、軍事第一主義で資金は軍備につぎ込むだけのガイウスとでは、考え方に大きな隔たりがあったのだ。

　親子の間に溝があるのは悲しいことだが、それを悲しいと嘆いているだけではいられないのが、この国の公女としてのロロアの立場だった。上に立ってしまっている以上、もしものときに備え、行動を起こさなければならない。

　そんなロロアを気遣ってか、セバスチャンは軽い調子で言った。

「それでは、ロロア様はソーマとやらをどう見るのでしょう？」

「わからへんねん。聞こえてくるんは自身の活躍やのうて、配下の活躍ばかりや。だからこそ、底が知れん。臣下の意見には耳を貸せる王様らしいけどなぁ」

　そう言うとロロアは腰に手を当てて唸うなった。

「そないな底が知れんのを相手に戦を起こすんは危険や。いくら、国王と三公の仲がギクシャクしとるゆうてもな。うちは国土も、国力も、人口も王国に負けとる。当然、動員できる兵数もな。鉱山資源は多いから装備の質はええけど……それだけや」

　ネガティブなことを言うロロアに、セバスチャンは尋ねた。

「……ロロア様は、この国が負けるとお思いで？」

「だから、わからへんて。うちは戦は専門外や。せやけど、そんなうちでもわかるんは、負けたらエライことになるっちゅうことや。厄介なのは王国だけやあらへん。北にはめんどくさい宗教国家『ルナリア正教皇国』がおるし、南には隙あらば北上しようと狙っとる『トルギス共和国』がおる。西の『傭よう兵へい国家ゼム』とは同盟関係やけど、うちらが劣勢のときにまで協力してくれるかどうかはわからん」

　ルナリア正教皇国は、この大陸では『母竜信仰』と人気を二分している大宗教『ルナリア正教』の総本山だ。国のトップはルナリア正教の教皇であり、統治にも宗教的な権威が用いられていて、他の国々とは価値観が大きく異なっている。アミドニア公国にもルナリア正教徒は多く、彼らを煽せん動どうされでもすれば、国が傾きかねない事態になる。

　南のトルギス共和国は極寒の国であり、長い冬には陸は雪に、海は氷に閉ざされる。そのため、凍らぬ土地、凍らぬ港を求め、虎こ視し眈たん々たんと北上の機会を窺うかがっている。

　傭兵国家ゼムは永世中立国家を標ひよう榜ぼうしながら、各国に対し、自国の傭兵を派遣することで相互安全保障としている独特な国だ。公国にも傭兵を派遣しているが……傭兵は利によって動くもの。一度、劣勢となれば、どこまで本気で戦ってくれるだろうか。

　もし万が一、王国に大敗するようなことになったら、これら三国はどう動くだろう。

　ロロアが心配しているのはそこだった。

「いまのこの国の空気は最悪や。誰も負けたときのことを考えてへん。最悪、周辺三カ国に同時に攻め込まれる、なんてこともあるかもしれへんのに」

　ロロアは溜息混じりにそう言った。そして、

「せやから、うちは、うちの思うように動くわ。たとえ親父殿たちと袂たもとを分かつことになっても、いざっちゅうときのために……」

　そう言いながら、セバスチャンにニコッと笑って見せた。

「せやからセバスチャン。協力してな」

「……仕方ありませんね」

　セバスチャンはやれやれといった感じに、肩をすくめた。そんな態度を示しながらも、その心中ではこの少女と一いち蓮れん托たく生しようの覚悟を決めていた。ロロアは言動に幼さが見えるときもあるが、どこか人を惹ひき付ける魅力を持っていた。

（つくづく、女子として生まれたことが惜しまれますね……）

　もしロロアが王位に就いていたら、この国はいまよりもっと住みやすい国になっていたのではないだろうか。セバスチャンはそんなことを思わずにはいられなかった。

　そんなロロアはと言うと、すでに気持ちを切り替えているようだ。

「さて、そうとなったら、まだまだ人手が足りひんね。もう少し、協力者を求めたいところや」

「……誰か、目星がおありなので？」

　ロロアの口ぶりになにかを察したセバスチャンがそう尋ねると、ロロアは悪戯いたずらっぽく「むふふ」と笑った。







　数日後。

　公都ヴァンの城ではアミドニア公国公王ガイウス八世が、謁見の間にこの国の主だった将を集めていた。ガイウスは玉座から立ち上がると、集められた将たちに言った。

「時は来た！　兵をエルフリーデン王国との南部国境線に集めよ！」

　それはエルフリーデン王国との開戦の宣言だった。ガイウスのもとには、国王ソーマ・カズヤと、三公の一人ゲオルグ・カーマインとの間の溝が決定的なものとなっており、二人が激突するのも時間の問題だという報告が届いていた。近いうちに、王国は混乱するだろう。その混乱に乗じて五十年前に奪われた領土を取り戻そうというのだ。

「ゲオルグが反乱を起こすと同時に、エルフリーデン領内に侵攻を開始する！　狙うは南西部の穀倉地帯！　かつて奪われし我らが父祖の領土を取り戻すときはいまぞ！」

「「「　おおお!!　」」」

　集められた将たちが感嘆の声を上げる。ついに訪れた王国への雪辱の機会。根っからの武人である将たちは、否いや応おうなくその血を滾たぎらせていた。そんな中で、

「お待ちください、公王陛下！」

　ただ一人反対の声を上げ、王の前に進み出て跪ひざまずく者がいた。

　この国の若き財務大臣ギャツビー・コルベールだった。

　類たぐい希まれな経済センスで、まだ二十代中盤という若さながら財務大臣を任されている俊英だ。ロロアが資金を使用し、回収するというサイクルで経済を回すことを得意としているのに対し、コルベールは無駄な支出をカットして、資金を捻出することを得意としていた。タイプは違うものの、この二人が連携していることで、締めるべきところは締め、使うべきところでは使い、この国の経済をギリギリのところで保っていた。

「コルベールか」

　ガイウスはコルベールに厳しい目を向けた。明らかに不機嫌な様子。歴戦の将たちでさえ、勘気をこうむることを怖おそれるガイウスにそんな目で見られ、一文官でしかないコルベールは身体からだが震えたが、それでも、勇気を振り絞って進言した。

「おそれながら陛下！　エルフリーデン侵攻はお考え直しください！　現在、我が国の民は食料難と不況に喘あえいでおります！　いま、戦を起こせば民が飢えます！」

「わかっておるわ。ゆえに穀倉地帯の奪取が急務なのであろうが」

「戦には莫ばく大だいな予算がかかります！　それだけの予算があれば、他国から食料品を輸入することもできるはず！　勝つか負けるかもわからず、勝ったとしても費やした労に報いられる保証もない戦をするより、いまは力を蓄えるべきときで……」

「黙れ!!」

「ぐっ……」

　ガイウスはコルベールを一喝すると、その傍そばまで歩み寄り、蹴り飛ばした。床に転がったコルベールを見下ろしながら、ガイウスは憤怒の形相になっていた。

「貴様ら内政官はいつも同じことを言う！　内政に努めよ、いまはそのときではない、そればっかりではないか！　そうしているうちに見よ！　我が国は目に見えて疲弊している！　それに引き替え、王国は先代の愚王の頃こそ停滞していたようだが、新王が即位してからは国力を盛り返してきておる！」

「そ、それは……新王ソーマが富国に努めているからで……」

「まだ言うか！」

　再度、コルベールを蹴り飛ばすガイウス。口の中を切ったのか、コルベールの口端からは血が流れていた。しかし、コルベールは直言をやめなかった。

「陛下……アミドニア公国軍の総兵力は、エルフリーデン王国軍の半数程度しかありません。あまりに……あまりに無謀な計画です！」

「文官の貴様などに言われずともわかっておるわ！　だからこそ、三公と王が対立しているいまが好機なのではないか！」

「それとて、いつまで続くかわからないではありませんか」

「ふははっ、心配されるまでもない。あのゲオルグ・カーマインが反乱を起こすのだ。若僧の王では容易に討伐などできぬであろう。内乱は長引く。またゲオルグが勝っても同じだ。反逆者が上に立っても国は纏まとまらんだろうからな！」

　コルベールは唇を嚙かんだ。

（陛下の強気の態度の理由はそれか！）

　三公の一人であり、猛将として名高いゲオルグ・カーマインがソーマに反旗を翻していることが、ガイウスを開戦へと突き動かしているのだろう。事実、これほどの機会が後日にまた巡ってくるという保証はない。ガイウスもすでに五十であり、決して若くはない。自らが陣頭に立って指揮できるこの絶好の機会を逃したくないのだ。

（ですが……その考えは甘すぎます！）

「お聞きください、陛下！　エルフリーデンに侵攻すれば、我が国は諸外国からの批難に晒さらされます！　我らは帝国の『対魔族人類共闘宣言』に署名しているのですぞ！」

「……『人類宣言』か」

　ここに来て初めて、ガイウスの顔が歪ゆがんだ。

『グラン・ケイオス帝国』の主導する『対魔族人類共闘宣言（通称、『人類宣言』）』とは、大陸において最大版図・最強戦力を誇る帝国が、魔王領の拡大にともない、人類同士の争いを停止し、魔物及び魔族のこれ以上の南下を阻止するために、人類が一丸となって協力し合おうという宣言、及び国際条約の名前だった。

　その『対魔族人類共闘宣言』の主要骨子は以下の三箇条となっている。




　一つ、人類同士の争いによる、武力による国境線の変更を認めない。

　二つ、各国内の諸民族の平等な権利と自決権を尊重する。

　三つ、魔王領から遠方の国は、防波堤となる魔王領近接国を支援すること。




　二つめは、国内の主民族以外の民族を保護するためのものだ。

　武力による国境線の変更が認められないなら、国内の少数民族を追い出すか弾圧するかして、彼らの利益を奪おうと考える国が出るかもしれない。そういった懸念から盛り込まれたものだった。また明文化はしていないが、この三箇条に違反する国があれば、盟主である帝国が武力介入してくることになる。言ってしまえば、この『人類宣言』は他国への侵略を放棄する代わりに、帝国の保護を得る安全保障条約なのだ。

「我らがエルフリーデンに侵攻すれば帝国の介入を招きかねません！　陛下、なにとぞご再考くださいませ！」

「貴様ぁ……」

　ガイウスは腰に佩はいた剣の柄つかに手を掛けた。斬られる、とその場にいた誰しもがそう思ったとき、ガイウスとコルベールの間にスルリと入る者がいた。

「コルベール殿、その心配はないだろう」

　二人の間に割って入ったのは、公太子のユリウス・アミドニアだった。

　感情を見せない冷たい瞳がコルベールに向けられていた。

「なぜなら、エルフリーデンは『人類宣言』には署名していないからだ」

「ユリウス……様。それは詭き弁べんです！　自分たちは『人類宣言』に守られながら、批准していない国を攻める。そんなことをすれば帝国の顔に泥を塗ることになります！」

「だが、外交とは交わされた条約のみが重視されるもの。すべては、対魔族のために共闘しようという帝国の崇高な志に賛同しなかったエルフリーデンの頑迷さが招いたこと。我々には何ら落ち度はありますまい」

「ですが……」

「もうよいわ！」

　ガイウスは柄から手を離すと、居並ぶ将たちに向かって言った。

「いまをもってコルベールを財務大臣から解任する」

「陛下っ」

「コルベール。貴様にはしばし謹慎を命じる。蚊帳の外より見ておれ。我らが父祖の地を取り戻すところをな」

　そう言い放つと、ガイウスはそれ以後コルベールに一いち瞥べつもくれることのないまま、将たちを引き連れて、謁見の間を出ていった。コルベールはしばし唇を嚙みしめていたが、絨じゆう毯たんに拳を打ち付けると立ち上がり、残っていたユリウスに詰め寄った。

「ユリウス！　本当に……これしか道はないのか!?」

　ガイウスの前にいたときとは違い、コルベールの口調は砕けていた。歳としがほぼ一緒ということもあり、公太子と臣下という立場ながらも、ユリウスとコルベールは友人と呼べる間柄だった。ユリウスはコルベールに冷淡な口調で答えた。

「千載一遇の好機であることはたしかだ。ゲオルグ・カーマイン以外にも、王国には我らに内通している貴族も多い。それらと連携すれば南部の領地程度は切り取れよう」

「しかし負ければ、国の命脈が尽きかねないぞ」

「だが逆に、この機を逃せば二度と領土を取り返せなくなるかもしれない。キミの言う通り、王国の新王とやらが富国に努めていると言うのなら、いまを逃せば差が開いてしまうということだろう？」

　ユリウスはガイウスよりは冷静に状況を見ていた。それでも、選択は変わらない。

「失地の奪還と王国への復ふつ仇きゆうはアミドニア公王家の悲願だ。公王家だけではない、将兵や民草に至るまでそれを望んでいよう」

「それはっ……」

　他の選択肢を国が示せていないからだ！　コルベールはそう言いたかったが……言えなかった。それを口にすることは、家臣としての分限を過ぎている。言葉を失い、俯うつむくコルベールの肩に、ユリウスはポンと手を置いた。

「いまは大人しくしていてくれ、コルベール。キミの能力は高く買っている。いずれ私がこの国を継いだときのためにも、父上の勘気などでキミを失いたくない」

「ユリウス……」

　コルベールは縋すがる目を向けたが、ユリウスがそれに答えることはなかった。







　数刻後。気落ちしたコルベールがとぼとぼと公城の廊下を歩いていると、大理石の柱の陰から愛くるしい顔の少女がひょっこりと顔を出した。

「やっほーコルベールはん。なんや不景気そうな顔しとるな？」

「姫様!?　あの、これはその……」

　柱の陰から出てきたのは、この国の第一公女ロロア・アミドニアだった。

　コルベールはロロアに気落ちした姿を見せてしまったことに慌てた。

　幼い頃から経済観念がしっかりしていたロロアは、成長していくにつれて国内の大おお店だなや財務官僚たちとつるむようになっていった。財務大臣を務めるコルベールにとって、ロロアは経済を理解する同胞であり、また、なにかと手のかかる妹のような存在でもあった。

「その顔……親おや父じ殿に忠言してくれたんやろ？」

　ロロアはコルベールの顔にできた青アザを見て、申し訳なさそうに言った。

「えっ、あ、いや……これはその……」

「隠さんでもええよ。すまんなー、うちのバカ親父が。まったく……忠言してくれる家臣を遠ざけるなんて、亡国まっしぐらやないか。ホンマなに考えとんねん」

　他の者では怖くて言えないようなことを言いながら、ぷりぷりと怒るロロア。コルベールは、ロロアが自分のためにそんな顔をしてくれただけで十分だと思えた。

「ありがとうございます、姫様。私のことは大丈夫ですから」

「そうか？　ほな、準備してき」

「はっ……？　準備、ですか？」

　急な話の展開についていけず目を白黒させたコルベール。

　それを見て、ロロアは笑いながら手をヒラヒラと振った。

「親父殿から暇出されてすることないんやろ？　なら、うちに協力してくれへんかな。すでにめぼしい官僚には声掛けてるんやけど、人手はまだまだ欲しいしな」

「えっ、あの、姫様？　一体、なにをしようというのですか？」

「決まっとる。一緒に雲隠れや。セバスチャンには準備を進めてもらっとるし、とりあえず、うちらはネルヴァのヘルマン爺じい様さまのとこにでも行こか」

「えっ？　えええええええ!?」

　袖を引っ張ってズンズンと歩くロロアと、引っ張られるコルベール。







　数日後、ガイウス八世とユリウスが公都ヴァンを出陣していくのとときを同じくして、公城内ではロロア姫と官僚数名が雲隠れするという事件が発生した。大騒ぎになってもおかしくない事件だったのだが、このことはロロアによって巧妙に隠蔽され、ガイウスもユリウスも、ついぞ気付くことはなかった。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四六年九月下旬・王都『パルナム』




　エルフリーデン国王の居城、パルナム城。

　その政務室で、俺はポンチョとトモエちゃんから報告を受けていた。

　まずはポンチョからだ。つい先日までの肩書きは食料問題担当大臣だったけど、問題が解決した現在では、その功績も合わせて農林大臣に昇格させた。

　農業・林業・兵糧の管理の他に、棚田の整備など、この国に新たな作物を根付かせるプロジェクトにも取り組んでもらっている。ちなみに水産がないのは、国が管轄する漁業権のようなものがなかったからだ。各地の漁師ギルド同士で縄張りのようなものはあるらしいのだけど、国はギルドからの税収を受け取ってギルドの権利を保障するだけだった。

　いずれそのあたりの仕組みも整備したいところだけど、それは海軍を掌握した後になるだろう。漁民の権利を国として保護するためには、海上保安庁のような部署が必要になる。保護もなく、義務だけを押し付けたって漁民は従わない。

　と、話が逸それたな。俺はポンチョに尋ねた。

「頼んでおいた糧りよう秣まつ（兵の兵糧と騎馬などの飼料）の件はどうなっている？」

「はい。どうにか用意はできましたのですが……」

　用意できたと言うわりに、ポンチョは言葉を濁した。

「どうかしたのか？」

「いえ……本当にこの量で合っているのか心配になりまして」

　搔かいた汗を吹きながら、ポンチョはそう言った。

「なにせ陛下が仰おつしやった糧秣の量は、いまの禁軍でしたら一ヶ月以上は余裕で保もたせられる数字でして……かなり無理して集めたので、数字の間違いでしたと言われたら、莫ばく大だいな損失になってしまいますです、ハイ」

　あー、なるほど。現在動かせる禁軍の数から見れば、用意させた糧秣の数が多すぎるので不安になったのか。いまは一万程度しかいないからな。

「問題ない。これだけの量が必要なんだ。むしろ、この大量の糧秣が今度の戦の勝敗を分けると言ってよいだろう」

「そ、そうなのですか？……今年が豊作でよかったのです。去年まででしたら、絶対にこんな量を用意することはできませんでした」

「ああ。だけど、それはみんなで頑張った成果だ。もちろんポンチョのお陰でもある」

「も、もったいないお言葉ですハイ！」

　急に褒められ、恐縮したポンチョは反り返るくらい背筋を伸ばした。俺はそんなポンチョの様子に苦笑しながら、視線をトモエちゃんに移した。

「トモエちゃんのほうはどうなった？」

「は、はい。新たに五匹のライノサウルスさんが協力してくれるそうです」

　トモエちゃんにはその『動物や魔物の言葉がわかる才』を見込んで、神護の森救援の際に使用した大おお蜥蜴とかげライノサウルスの〝勧誘〟を頼んでいた。

　道路工事のときなどに見た、あの輸送能力は実に素晴らしかった。禁軍としても保有頭数を大幅に増やしたかったのだけど、生物であるライノサウルスの調練には相当な時間がかかってしまうだろう。かといって調練が浅いまま運用して、万が一にも暴れられでもしたら、あの巨体だ。大変な被害が出てしまうだろう。

　そこで生き物の言葉がわかるというトモエちゃんの出番というわけだ。

　トモエちゃんならその能力で、ライノサウルス側の要望を聞くことができる。まあライノサウルスにはさほど知能はない（脳の大きさが卵サイズと言われるステゴサウルス並み？）ようで、その要望は大抵「おいしいメシ」と「安心して繁殖できる場所」らしい。そのために国内にライノサウルス保護区を作ることになったのだけど、それで調練なしで従順で列車並みの長距離高速輸送手段を確保できるならば安いものだろう。

「や、やっぱりトモエ殿の能力は凄すごいですハイ」

「ホントにな。他国の手に渡る前に保護できてよかったよ」

「きょ、恐縮なのです」

　ポンチョと二人でしみじみそう言うと、トモエちゃんは恥ずかしいのか顔を真っ赤にして俯いた。すると、政務室の扉が開き、リーシアが入ってきた。

「ソーマ……」

　どことなく思い詰めたような表情をしている。……少し心配だ。

「……ポンチョ、トモエちゃん。少し席を外してもらえないか」

「ハ、ハイなのですハイ」

「わ、わかりました。義に兄い様さま……」

　二人は一礼すると政務室を出ていき、部屋には俺とリーシアだけが残された。

　二人ともしばらく無言でいたのだけど、俺は椅子から立つと部屋の隅にあるベッドの方へと移動した。そしてベッドに腰を下ろすと、リーシアに隣に来るように促した。

　リーシアは言われるがままに隣に座った。自分のベッドに美少女と二人並んで座っているという素敵なシチュエーションのはずなのに、重苦しい雰囲気だった。

「……話があって来たんだろう？」

　その沈黙に耐えきれなくなって、俺はリーシアに尋ねた。すると、リーシアは意を決したように、ポツポツと語り出した。

「城下で……ソーマがついに三公を相手に軍を挙げるって噂うわさが広まっているわ」

「………」

「とくにカーマイン公とは激突必至だって」

　リーシアが顔をこちらに向けた。その瞳が不安で揺れている。

　……無理もない。リーシアにとって俺は国王であり婚約者であるし、陸軍大将ゲオルグ・カーマインは尊敬していた陸軍在籍時の上司だ。俺たちが争うことは、リーシアが板挟みになることを意味していた。こうなることを避けようと、領地に逼ひつ塞そくしていたゲオルグに、何度となく俺と会うよう書簡を送っていたことも知っている。

「もう……どうすることもできないの？」

　揺れる瞳でそう問われ、俺はなにか言ってあげたかったのだけど……掛ける言葉が見つからず、ただ黙って首肯することしかできなかった。そんな俺の反応に、リーシアは、

「そう……そうよね……」

　とだけ言って前を向き、力なく肩を落とした。もどかしい。リーシアが悲しむとわかっていて、この道しか選べないことが。俺も、ゲオルグにしても、もう引き返せないところまで来てしまっている。だったら……せめて……。

「……リーシア」

「……なに？」

「ゲオルグ・カーマインについて教えて欲しい」

「!?」

　リーシアが顔を上げてこっちを見た。

「……どうして、いまさらそんなことを？」

「これから戦う事になるだろう相手の、人となりを知っておきたいんだ。考えてみれば、俺は会ったことさえないんだからな」

「………」

　リーシアは少し戸惑っていたようだけど、やがてぽつりぽつりと話し出した。

「カーマイン公……ゲオルグ・カーマインは古今類を見ないほどの武人よ。逞たくましい獅子ライオンの獣人で、個人の戦闘力もさることながら、大軍を率いさせたときにその真価を発揮すると言われているわ。攻城戦も籠城戦も野戦もこなせる名将で、先々代国王のころに殿しんがりを担った撤退戦では、敗戦でありながら敵将の首を挙げたと聞くわ」

「凄いな……」

　撤退戦は味方の損害を抑えれば大成功と言えるのに、そこからさらに敵側に打撃を与えるなんて、まさに戦国時代の名将のエピソードのようだ。撤退する父・信のぶ虎とらの軍から抜け駆けして、奇襲で城を落とした若き頃の武たけ田だ信しん玄げんを思わせる。

「凄いわよ。敗残兵の士気を維持する統率力に加えて、効率的に敵を迎え撃てる場所を探し出す洞察力に優れていないとできない芸当だわ」

　リーシアは少し誇らしげにそう語った。本当に……尊敬していたんだな。

「父上の治世になって、この国は拡張路線を変更したわ。本来ならよくも悪くも普通の王だった父上の治めるこの国は、近隣諸国にとってはいいカモだったはずよ」

「辛辣だな……親父さんのことなのに」

「事実だもの。でも、そうはならなかった。西でカーマイン公が睨にらみを利かせていたから、アミドニア公国もトルギス共和国も手出しができなかった。そんな当代随一の武人でありながら、一ひと欠かけ片らの野心も持たず、父上に忠義を尽くしていたわ。……違うわね。父上のためというよりも、カーマイン公は純粋にこの国が好きだったのよ」

「この国が？」

「知ってる？　世界にはまだ異種族を差別する国があるわ。帝国はいまでこそ種族平等を掲げているけど、人間族以外への差別が残っている地域もあるそうよ。逆に北西のハイエルフの島国はハイエルフ至上主義を掲げて、人間種などを蔑視している」

　どこにでもありそうな問題は、この世界でも当たり前に存在するのか。

「だけど、この国にはそういった差別がないわ。あったとしても起こりにくいの。もともとそんな差別を嫌った種族が、誰にも隷属しないために初代陛下に協力して興した国だからよ。そんなこの国を……カーマイン公は誰よりも愛していた」

　そこでリーシアは少し間を置くと、もう一度話し出した。

「私人としてのカーマイン公は礼節をわきまえた人だった。父上とは公私を越えた付き合いをしていて、よく父上の相談役になっていたわ。私のことも、実の娘のように可愛かわいがってくれた。私も……そんなカーマイン公が大好きだった」

「………」

「私が軍人になりたくて士官学校に入ろうとしたとき、最初は反対されたわ。姫様のすることじゃないって。でも、結局は私のわがままを聞いてくれたの。まあ、士官学校卒業後はカーマイン公の手元に置かれて、督戦ばかりやらされたんだけど」

　そりゃあ……主筋であるお姫様を部下として使うわけにはいかないだろう。さしものゲオルグも、リーシアのお転てん婆ばっぷりにはかなり手を焼かされたと見える。

「第二の父親って感じだったんだな」

　俺がそう言うと、リーシアは悲しそうに顔を伏せた。

「ええ……とても素敵な人だったわ。それが、どうして……」

　リーシアはなにかを言おうとして、やめて頭を振った。

「カーマイン公がなにを思ったのか、ハッキリとしたことはわからないけど……もしかしたら、彼が武人だったからかもしれないわね」

「武人だから？」

「カーマイン公も五十を越えているわ。獣人の寿命は人間と変わらない。ただの将軍だったらまだまだ老成を重ねていけるけど、一人の武人としては下り坂が待っている。だからこそいま、この国に対してなにか大きな事を為なしたかったんじゃないかしら」

「……たとえ反逆者となってもか？」

「それがこの国のためだと思ったら、カーマイン公はやるわ」

　少し妬やけるほどに、信頼が窺うかがえる言葉。

「明日……俺は玉音放送を通じて三公と会談する」

　この国が保有する玉音放送の宝珠は四つ。そのうち三つは三公が保有している。その宝珠を通じて、テレビ電話会談のようなものを行うのだ。その場で俺は三公側に対し、臣従するよう最後の勧告を行う。これを拒否した相手とは戦わなければならない。そして、他二名はともかく、ゲオルグがこの勧告に応じる確率はゼロだ。

「リーシア。辛つらいなら……」

「同席するわ」

　三公との会談には同席しなくていい、と言わせてもくれなかった。

　リーシアは陰りのある笑みを浮かべて見せた。

「わかってる。カーマイン公は覚悟を決めてしまってる。もう引き返せない」

「リーシア……」

「それがわかっているからこそ見届けたいの。あの人の、生き様を」

　真っ直すぐに俺の目を見て、リーシアは言った。

　やはり……掛ける言葉は見つからない。

　だからせめてもと、彼女の肩を抱き寄せた。少し、震えている。

　リーシアは頭を俺の肩に乗せた。

　国王であるにもかかわらず、そんなことしかできない自分が腹立たしかった。




　◇　◇　◇




　―――同日。紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう。




「くそっ……なにがどうなってやがる！」

　エルフリーデン王国の北部にある都市『紅竜城邑』では、空軍大将のカストール・バルガスが政務室の机で頭を抱えていた。

　紅竜城邑はカストールの居城があるバルガス公領の中心都市だ。

　小高い山の中腹の拓ひらけた場所に建てられていて、中心都市としては、随分と交通の便が悪い場所にあると思うかもしれないが、王国空軍を抱えているバルガス公領には、戦闘用以外に輸送用の飛竜ワイバーンもいる。一頭でロープウェイのゴンドラ一基分くらいなら運ぶことができ、各都市間には飛竜ワイバーン四頭で運ぶバスのようなものもあるので、場所の辺へん鄙ぴさはあまり関係ないのだ。

　そして、紅竜城邑は空軍大将の居城があるだけあって、都市の防備は堅い。

　立地がすでに山城のようであるうえに、高い城壁で覆われている。山の傾斜が衝車（門を打ち破るための巨大な杭くいを打ち出す車）や雲うん梯てい車（消防はしご車のような構造で、城壁を越える足場になる）を寄せ付けず、歩兵や騎兵で攻めようにも高い城壁に阻まれる。

　唯一、有効と思われるのが飛竜ワイバーンなどの航空戦力による攻撃だが、それもまたバルガス家のお家芸なのだから、まさに難攻不落の城塞と言ってよいだろう。

　また、現在この都市を総すべるカストールも指揮官としては優秀だった。

　政治的駆け引きなどは苦手としているカストールも、ことに戦場においては無類の強さを発揮する。ここ百年ほどのエルフリーデンに関わる大戦では、常に飛竜ワイバーン部隊の先頭に立ち、突撃隊長として外敵をなぎ払ってきた。

　考えが足りないための失敗も多いが、豪放磊らい落らくで熱血漢なその性格と、秀でたその強さには配下の者たちを惹ひきつける魅力がある。中国史で言えば張ちよう飛ひ、日本史で言えば福ふく島しま正まさ則のりのような人物だと言えばわかりやすいだろうか。

　そんな人物だからこそ都市の経営は、妻である海軍大将エクセルの娘アクセラや、空軍の副将であり家宰でもあるトルマンに任せっきりにしていた。経営下手な人間が経営に口を出してもろくな事にならないので、これはこれでよかったのだろう。カストールにしても、都市経営に関わるよりは戦場を駆け回る方が性に合っていた。

　そんな考え事が似合わない男カストールが、いまは珍しく頭を悩ませていた。

「トルマン！　カーマイン公はまだなにも言ってこないのか!?」

「……いまだなにも」

　向かいに立った紳士風の男が、直立したままそう答えた。この男が紅竜城邑の政務を任されているバルガス家の家宰トルマンだった。カストールは机を叩たたいた。

「王の最終勧告は明日なんだぞ！　それまで、こちらになんの連絡も寄よ越こさないとはどういう算段なのだ!?」

「………」

　巷ちまたでは新王と三公との対立が取り沙汰されているが、三公側は一枚岩というわけではなかった。陸軍大将ゲオルグ・カーマインは王との対決姿勢を鮮明にしているが、逆に海軍大将エクセル・ウォルターは王との戦いには消極的だった。そして残るカストールはというと……王への対決姿勢を示しつつも、内心では揺れていた。

　陸軍大将ゲオルグは戦友であり、武人として尊敬もしていた。そのゲオルグが反旗を翻すのだから、なにか考えがあってのことだろうと思い、義母でもあるエクセルを振り切って彼に味方し、王と対立することになったのだ。つまり、カストールは急な王位の交代に不審を抱いたのはたしかだが、新王と対立するという決断は他人に委ねてしまったのだ。

　これはカストールの精神的な若さも原因となっていた。

　カストールのような半竜人ドラゴニユートは、人間族や獣人族より長く生きる長命種族だ。種族ごとによる精神的な成長のスピードは、寿命の長さに反比例して遅くなっていくという傾向にある。そのため、カストールはすでに百年以上は生きているが、精神年齢的には三十歳ほどで、五十を越えるゲオルグを年長者として見てしまうのだ。

　しかし、そうして判断を委ねたゲオルグに今後の行動について何度となく書簡で尋ねているのにもかかわらず、一向に返事は来なかった。

「おかしいだろう!?　いまになって新王と和するなら敵対行動などとらないはず。逆に新王と戦うなら、俺たち空軍の助力はなんとしてでも欲しいはずだ。それなのに、なぜ俺たちになにも言ってこない？　陸軍だけで新王と戦うと言うのか？」

「考えられるとすれば……ウォルター公が言う『野心に取り憑つかれた』のではないでしょうか？　御お館やかた様さまとて、新王ソーマには不審を抱いていても、前王であるアルベルト様や、その奥方のエリシャ様、リーシア姫様まで害そうとは思わないでしょう？」

　主家を害する。そんなことを口にするトルマンに、カストールは大声を上げた。

「当たり前だ！　カーマイン公だって『ソーマ王の排斥のあとはアルベルト王に復位していただき、我らでお支えする』と言っていたぞ！」

「それが噓うそだとしたらどうでしょう。本当は自分が王として立つつもりなのではないですか？　そうなれば、今度は御館様やウォルター公は敵となるでしょう。そうなったときのために、戦後にお二方の発言力が増さないよう、自軍だけで決着を付ける気なのではないでしょうか。戦後に、両家を滅ぼすために」

「バカな!?　あのカーマイン公がそんなことを考えるわけはないだろう!?」

　カストールは否定したが、トルマンは家宰を任されるだけあって、物事を冷静に見る目があった。そんなトルマンが感情論を度外視し、利害関係だけを考えて出した推論。

　しかし、ゲオルグをよく知るカストールはその推論を受け入れられなかった。

「カーマイン公ほどこの国のことを思う武人はいない！　主家を害するなど……」

「ですが、そんなカーマイン公に不審を抱いたからこそ、ウォルター公は袂たもとを分かったのではないですか？　奥方様とカルル様を実家へ連れ戻してまで」

「………」

　カストールの妻アクセラと幼い嫡男カルルは、連座を危惧したエクセルの要請により、離縁した上で実家であるウォルター家へと預けられていた。少なくとも、この先に待ち受けているであろう、ソーマとゲオルグの対決に巻き込まれることはないだろう。それがいまのカストールにとって、せめてもの慰めだった。

　カストールは机の上に両肘を突き、組んだ手で目を覆った。

「……俺にはやはり、カーマイン公が野心に取り憑かれたとは思えない」

「御館様……」

「すまないが、少し一人にさせてくれないか」

「……御意」

　トルマンは一礼すると、政務室を出ていった。一人残されたカストールは椅子の背にもたれ掛かり、高い天井を見上げた。そして、

「カルラ。そこにいるのだろう？」

　そう呟つぶやいた。すると、カストールの背後の窓が開き、紅あかい翼を広げた少女がバツが悪そうに入ってきた。翼と同じ色の長い髪を持った十八歳前後に見える美しい少女は、カストールの一人娘カルラだった。その美しい少女ぶりとは裏腹に、こう見えて空軍の一部隊を率いて戦えるほどの武勇と戦闘センスを持っている。

「気付いておられたのですね」

「気配の消し方がなってねぇな。バルコニーに降り立つ羽音でバレバレだ」

「気配じゃないじゃないですか」

　カルラは肩をすくめた。娘との会話ということもありカストールの言葉もくだけたものになっていた。すると、カルラは懐から書状の束を取り出した。

「それは？」
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「リーシアからです。新王ソーマと和解するよう何度も書簡が届きました」

　カルラにとってリーシアは友だった。顔を合わせたのはリーシアが陸軍に入ってからだった。二人とも生真面目な性格で、身分の高い家に女性として生まれながら、軍にも在籍しているなど共通点も多かったので気が合い、親友と言っていいほどの仲となった。

　しかし、カルラはリーシア以上に生真面目……悪く言えば頭が硬かったため、リーシアが新王ソーマの婚約者となったときには、無理強いされたのではないかと疑い、ソーマに敵てき愾がい心しんを抱くことになった。そのため、母と弟がウォルター家に預けられることになっても、一人、父カストールのもとに残ったのだ。

　しかし、ここに来てカルラにも心境の変化が訪れていた。

「手紙から伝わるリーシアの熱情……これは婚約を無理強いされた人間のものではないと思います。また、書簡の中でリーシアは『いまのカーマイン公に注意されたし』と言っています。……間違っていたのは私たちの方なのかもしれません」

「……そうか。リーシア姫もそう感じているのか」

　カストールはガックリと肩を落とした。そして、意を決したように顔を上げると、

「カルラ……いまからでも、アクセラたちのもとに行け。カーマイン公に付き合うのは俺だけでいい」

　そう言った。自身の友ゆう誼ぎに娘を巻き込みたくないという親心だったのだろう。しかし、カルラは既に覚悟を決めている顔で、静かに首を振った。

「いまさら、どんな顔をしてリーシアに会えばいいかわかりません。それに、父上はカーマイン公にはなにか考えがあってのことだと、いまも信じておられるのでしょう？　でしたら、最後まで立場を貫くべきです。たとえカーマイン公が破れ、反逆者となろうとも、その友誼を信じて共に倒れるならば世の人も笑いはしないでしょう」

「だが、それではお前も……」

「私も武門の生まれです。覚悟はできています。なあに、カルルがいるのですから血と家は残せるでしょう。だから、我らはバルガス家としての武名を残すのです」

「……そうか」

　カルラの覚悟を知り、カストールも覚悟を決めた。

　最後までゲオルグ・カーマインを信じ、それで敗れてもいい、と。

　そのため、バルガス公領の各地に点在している空軍部隊の召集は行わなかった。明日の最終勧告で王と敵対することになっても、紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうにいる自身の手勢のみで戦い、他の空軍部隊を巻き込まないための配慮だった。




　◇　◇　◇




　―――同日夜。某所にて。




「そう……二人は覚悟を決めてしまったのね」

　カストールとカルラの動向を、紅竜城邑に放っていた密偵からの情報で知った海軍大将エクセル・ウォルターは、その美貌溢あふれる顔を愁いに沈ませ、溜ため息いきを吐ついた。

　すでに五百年は生きているにもかかわらず、二十五歳前後にしか見えない鹿角の生えた美女は、暗い部屋の中で窓辺に立ち、空を見上げた。纏まとっている衣が重く感じられる。

　今こ宵よいは雲が多く、ほとんど星が見えない。

「カストールはゲオルグとの友誼に殉じる覚悟。そしてカルラはそれに最後まで付き従う覚悟。愚かしくはあるものの、頭から否定する気にもなれませんね」

　エクセルはそっと目を閉じ、和服のような衣装の上からでもわかるほど豊満な胸に手を当てた。義息と孫娘の覚悟を知り、なにを思うのか。

　しばらくしてから目を開くと、窓に背を向け歩き出した。

「なればこそ、私は私の為なすべきことを為しましょう」

　たとえそれが、二人の覚悟を踏みにじることになろうとも……。
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　パルナム城内『玉音の間』。

　玉音放送で使用される直径二メートルの宝珠が中央に浮いているこの部屋には、玉音放送を受信する装置がある。各都市に設置されている『受信装置』は、噴水に併設されている装置から霧を噴出させて、そこに水系統の魔法で記録した映像と、風系統の魔法で記録した音声を伝えて映し出すという物なのだけど、この部屋にある物は水を満たした薄く幅広い水槽のような装置に映像を映し出すという物だった。

　区別のためにこれを『簡易受信機』と呼んでいる。

　噴水設置型の受信装置が映画ならば、簡易受信機はテレビと言ったところだろう。簡易受信機の方が映像もクリアだ。宝珠はダンジョンから発見される希少な物で、量産はできないようだけど、この簡易受信機は量産できないだろうか。もしも目め処どが立つようなら、いつの日か家庭でも玉音放送を観みることができるかもしれない。

　と、話を戻そう。この部屋にはそんな簡易受信機が三つ用意されていた。

　そして三つある受信機はそれぞれ、獅子ライオンの獣人族である陸軍大将ゲオルグ・カーマイン、半竜人ドラゴニユートの空軍大将カストール・バルガス、蛟こう龍りゆう族の海軍大将エクセル・ウォルターの顔を映し出していた。きっと向こう側にも、俺とリーシアが並んで立つ姿が映し出されていることだろう。

「……こうして顔を合わせるのは初めてだな。俺が、先代エルフリーデン王アルベルト殿から王位を託された暫定国王の相そう馬ま一かず也やだ」

『お前が……』

　俺の挨拶を聞いて、カストールが驚いたように目を見開いた。

「なにか？」

『いや、異世界からの勇者って言うから、もっとゴツイやつを想像してたんだが……』

『バルガス公！』

　すると、エクセルから叱るような声が飛んできた。

『武人であるならば、どんな相手に対しても敬意を払わねばなりません』

『……わかった。空軍大将のカストール・バルガスだ』

　エクセルに窘たしなめられ、カストールは素直に応じて名乗った。報告によればカストールはエクセルの義息なのだったか。聞いていた人物像（脳筋タイプ）よりも素直そうに見えるのは、そういったパワーバランスが影響しているのだろうか。

『……さきほどは大きな声を出して申し訳ありませんでした。お初にお目に掛かります、新王陛下。エクセル・ウォルターにございます』

　次いでエクセルが名乗りながら、優雅な仕草でお辞儀をした。

『陸軍大将ゲオルグ・カーマインと申す』

　そして最後に、ゲオルグが名乗って互いの紹介を終えた。

（……この獅子ライオンの顔を持つ獣人族がゲオルグ・カーマインか）

　一般人の俺とは比較にならないほど逞たくましい体たい軀く。雄々しき鬣たてがみ。そして爛らん爛らんと輝く獅子ライオンの瞳。映像だというのに、まるでその場にいるような風格を醸し出している。

　リーシアが憧れたというのもわかる。まさに歴戦の武人の風格だった。

「カーマイン公……」

『………』

　隣のリーシアが思わず声を漏らしていたが、ゲオルグは一いち瞥べつさえしなかった。

「これより三公側に対し最終勧告を行う」

　ゲオルグの空気に飲まれないよう、俺はハッキリとした口調で告げた。

「俺が王位を継いで以降、貴殿らは度重なる協力要請にも応じなかった。アルベルト殿自身の考えとはいえ、急な王位の交代劇に混乱した部分もあっただろう。故にこれまで従わなかったことについては問わない。しかし、これより先も我が命に従わないと言うなら、俺は貴殿らを反逆者と認定するしかない。貴殿らの存念を聞かせてもらいたい」

『陛下にお尋ねしたいことがあります』

　真っ先に口を開いたのはエクセルだった。

「……なんだろうか」

『陛下は三公領をどうなさるおつもりですか』

　映像のエクセルと目が合った。蛟龍シー・サーペントの血を継いでいるというだけあって、その目はどこまでも冷徹に、こちらの心胆を見透かそうとしているかのようだった。

「従うならば……三公領自体に手を出すつもりはない」

『ならば、三公軍は？』

　即座に切り返された。的確に話の核心を突いてくるあたり、さすがだ。

「……三公軍は禁軍に組み込み、新たな統一軍を作る。また貴族領では警察力に必要な分以上の私兵を持つことを禁止し、過剰な分もまた禁軍に組み込む。これに伴い、三公領では軍の維持のために認めていた特権は廃止。扱いは他の貴族領と同じとする」

『やはりそうですか……』

『……お前は、自分のしようとしていることがわかってやがるんだろうな？』

　そう言って、カストールが俺のことを睨にらんだ。

『カストール……』

　エクセルはその態度を窘めようとしたようだけど、それをカストールは手で制した。

『これは大事な話だ。ウォルター公』

『………』

　真面目な口調で返され、エクセルは不満げながらも口をつぐんだ。それを承諾と受け取ったカストールは、俺の目を真っ直ぐに見ながら語った。

『三公軍のシステムは暴君が立ったときに備えたものだ。この国は多種族国家だが、王家は人間族だ。もし暴君が王として立ち、人間族優位の政策を行えば、異なる種族は弾圧されるかもしれない。そうならないために、先人たちによって考え出されたのが三公軍だ。異種族である俺ら三公が王家を支えると同時に監視し、いざというときには暴君を廃することができるようにってな。お前は、その仕組みを壊そうと言うのか？』

　真っ直ぐな問いかけに、俺もカストールの目を見て答えた。

「平穏な時代ならそれでもよかっただろう。だが、いまの世情は不安定だ。北の魔王領はいまは拡大を止めているものの、いつ事態が急変するかわからない。西の強国『グラン・ケイオス帝国』の動向も不明だ。この国への復ふつ仇きゆうを掲げる『アミドニア公国』や、北進が国是である『トルギス共和国』は、隙あらばとこの国の領土を狙っている。東の『九く頭ず龍りゆう諸島連合』とは漁業権を巡っての小競り合いが絶えない」

　語っているのはこの国の置かれている現状。この国は、こんなにも不安定な状況下に置かれているのだ。本来ならば、内輪で揉もめてる場合ではないはずなのだ。

「世情を見てくれ、バルガス公。不安定な状況下で、複数の指揮系統を持つ軍隊は使い勝手が悪すぎる。いまは中央集権を為すべきときだ」

『その中央が腐ったらどうする。お前が暴君になりさがらないとなぜ断言できる。全軍をお前のもとに置かれて、誰がお前を断罪できるんだ？』

「そのときは、お前が俺の首をとれ！」

　俺は、ここが勝負所とばかりにダンッと机を叩たたいた。視線の端に腕を組んだまま瞑めい目もくしているゲオルグが映った。この男は……もう止まらないだろう。だからこそ、この場でカストールとエクセルを味方陣営に引き入れなければならない。

「俺も一人の人間だ。暴君にならないという絶対の保証はできない。無論、リーシアたちを悲しませるようなことは、絶対にしないつもりではあるがな」

「ソーマ……」

　リーシアが悲痛な声を漏らしていたけど、俺は構わずに続けた。

「三公軍は解体するが、貴公らの国防軍内での地位は約束する。だからもし、俺が暴君になったなら、そのときに改めて軍を率いて革命でもなんでも起こせ」

『口ではなんとでも言えるだろう。そのときお前は保身に走るのではないか？』

「俺のいた世界の政治思想家マキヤベツリが言っていた。『国内に城を築くより、国民を味方につけた方が国王は（反乱から）身を守れる』ってな。国民が味方についていれば、反乱を企てる者がいてもすぐに露見する。逆に、民に見放されていたら、一度や二度城に籠もって反乱をやり過ごしても、命を脅かす内憂外患には事欠かないだろう。もし、俺が暴君となり、国民に見放されていたら革命は容易たやすく成功するだろう」

『………』

　カストールは黙って俺の話を聞いていた。はたして、俺の言葉が届いているのかどうか……いまの段階では判断ができない。すると、エクセルがまた質問してきた。

『もう一つ、お聞きしたことがあります。陛下は新しく湾岸都市を建設していると聞きます。その都市ができたとき、ラグーンシティはどうなるのでしょうか』

　湾岸都市『ラグーンシティ』はウォルター公領の中心都市だ。

　エクセルたち蛟こう龍りゆう族は、なによりもまずラグーンシティを第一に考える種族だと聞いている。なんでも、もともと住んでいた九く頭ず龍りゆう諸島を逐おわれることになった蛟こう龍りゆう族が、放浪のはてにようやく得た安住の地だからだとか。

　俺は蛟龍シー・サーペントの逆げき鱗りんに触れないように、丁寧に説明した。

「新都市は観光地にもなる交易港として計画している。機密の観点から、観光業と相性の悪い軍港の機能を持たせるつもりはない。だから軍港は今後もラグーンシティに担ってもらうことになるだろう。戦艦の建造も基本はラグーンシティに任せる」

　ラグーンシティを軍港、新都市を交易港として整備すれば棲すみ分わけもできるだろう。共存共栄も可能なはずだ。そう説明すると、エクセルは満足そうに頷うなずいた。

『それを聞いて安心しました。陛下。只ただ今いまより、このエクセル・ウォルター及びエルフリーデン王国海軍は陛下の指揮下に入り、そのご指示に従います』

　そう言って映像のウォルター公は膝を突き、臣下の礼をとった。これでエクセル旗下の海軍戦力一万がこちら側に付いたことになる。

「ウォルター公の英断に感謝する。これからもこの国のためによろしく頼む」

『かしこまりましてございます』

　エクセルが俺に臣従する様子をゲオルグは表情一つ変えず、カストールはどこか諦観した様子で見ていた。俺はカストールに、もう一度手を差し伸べた。

「バルガス公。貴殿もこの国のために力を貸してくれ」

『……残念だが、それはできねぇ』

『カストール！』

　ウォルター公が叱るが、カストールは静かに首を横に振った。

『ウォルター公は信用していいと思ったようだが、俺には……無理だ。俺は先々代のエルフリーデン国王の頃からこの国を護まもってきた。外敵を駆逐し、敵の領土を切り取ってもう百年ほどにもなる。それなのに、なぜアルベルト王は俺たちになんの相談もなく、いきなり現れたお前に王位を譲ってしまったのか……』

「そんなの……俺だって知りたいくらいだ」

　つい、口から本音が漏れてしまった。王位を譲られてからこちら、帝国に自分を差し出されないために、この国の窮地を救うために必死で仕事をした。

　あまりに忙しすぎて考える暇もなかったけど、なぜリーシアの親おや父じさんは召喚されたばかりの俺に、簡単に王位を譲ってしまったのか。この国において勇者とは「時代の変革を導く者」のことらしいけど、それってそこまで信用に値するものなんだろうか。

　するとカストールは、俺の傍らに立っているリーシアにも尋ねた。

『リーシア姫は、なにか知っておられるか？』

「……ごめんなさい。父上はこの件に関し、無関係を決め込んでいます。私も三公方の説得に協力してくれるよう頼んだのですが、『私が動けば邪推する者も現れる。すでに王はソーマ殿である』の一点張りで……」

『……そうですか』

　カストールは前国王アルベルトの意図がわからず困惑しているようだけど、それは俺だって同じだ。あの人はあの人で、なにを考えているのかサッパリわからない。気になるところだけど……この場では答えなど出ないことはわかりきっている。

　いまはカストールの説得に集中しないと。そう思ったのだけど、

『やはり俺は、お前には臣従できん』

　カストールは再度、拒絶の言葉を口にした。

「バルガス公」

『もうなにも言うな。ウォルター公が従う以上、お前の言葉に道理がありそうなのはわかる。だが、俺はカーマイン公がなんの考えもなくお前に反抗するとは思えねぇんだ。ウォルター公がそちらに付くと言うなら、俺はカーマイン公に付かせてもらおう』

　本当に苦渋の決断だったようで、カストールの表情は辛つらそうだった。そんな顔をされてしまったら……もうなにも言うことはできなかった。

「それが……お前の決断なんだな？」

『ああ。だが、これは俺だけで決断したことだ。カーマイン公側に付くのは我が紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうの手勢百騎のみとし、残る空軍部隊は召集せず、中立を守らせる。もしも……俺が敗れたときには、残った者たちのことはよろしくしてやってくれ』

「……そうか」

　自分が敗れることも織り込み済みでの行動か。ならば……なにも言えない。

『陛下、カストールは……』

　エクセルが口添えしようとしたけど、俺は手で制した。

「ダメだ。これ以上の時間は掛けられない」

『くっ……』

　エクセルの気持ちもわかるけど、もう事態は動き出しているのだ。説得にこれ以上の時間は割けない。結局、カストールと空軍は味方に付けられなかったか。これでかなりやりにくくなったけど、空軍の大半が中立を守ってくれるだけマシか。

　ガックリくる気持ちを切り替えるようにして俺は、残るゲオルグの方を見た。

「さて、陸軍大将ゲオルグ・カーマイン」

『………』

　獅子ライオンの顔をした猛将と睨み合う。モニター越しだというのに凄すごい威圧感を感じる。直接に相あい見まみえていたら、足が震えて無様を晒さらしていたことだろう。

「カーマイン公。貴公に従うか否かとは問わない。不正を犯した貴族共を受け入れている時点で、従う意思のないことは明白だからな。説得するだけ時間の無駄だろう」

『………』

「だから一つだけ問いたい。なにが貴公をそこまで駆り立てた？」

『武人としての矜きよう持じ』

　俺の問いかけに、ゲオルグはハッキリとそう答えた。

『齢よわい五十を越え、あとは衰えるだけであったこの身だが、最高の機会を得た。己が才覚でもってエルフリーデンの命運を決める。一生に一度、後世に残る大きな事を成し遂げるは武人の本懐である』

「そんなことのために……」

　そんな人間五十年みたいな理由で、これだけのことを仕組んだと言うのか？　リーシアが悲しむことがわかっていて、それでもなおこんな道しか選べないのか？

「俺には理解できない。貴公は……大馬鹿者だ」

『愚問。大馬鹿でなくては武人は務まらぬ。貴殿には我が生き様を見ていただく』

「死に様の間違いじゃないのか？」

『同じ事。生きんと欲すれば死に、死なんと欲すれば生きる。それが武人なれば』

　獅子ライオンの咆ほう吼こうを思わせる毅き然ぜんとした声だった。一切の揺らぎもない。

　だからこそ、ここで俺が揺らぐわけにはいかない。

「ならば、その大木を踏み越えさせてもらおう」

『朽ちたりとはいえ長く根を張った大樹である。生半可な覚悟では越えられぬぞ』

「覚悟ならある！」

　一度きりの残虐に手を染める覚悟なら、とっくに決めている。

「ゲオルグ・カーマイン、それにカストール・バルガス」

『………』

『なんだ』

「これから戦を交えるにあたり、一つだけ提案がある。俺も、貴公らも、戦いがズルズルと続いて関係のない国民たちが巻き込まれるのは本意ではないだろう。だから『相手を討つか捕縛したら、その配下の軍を即座に支配下に置く』というルールだけは設けたい。これはトップを討たれた軍による仇かたき討うちや、反抗を続けることを防ぐための措置だ」

　この提案を聞いて、二人は頷いた。

『よかろう』

『俺もいいぜ。俺が敗れた暁あかつきには、空軍全軍がお前に従うよう通達しておく』

「……感謝する」

『それでは、これにて失礼する』

「待って！」

　ゲオルグが席を立ち、通信を切ろうとするのを止めたのは、それまでずっと黙っていたリーシアだった。ゲオルグの目が細められる。

『姫様か……』

「カーマイン公……」

　互いに相手のことを呼び合ったのに、お互いにそれ以上の言葉を発さず、ただただ黙って見つめ合うだけだった。リーシアとゲオルグ。王城では王族と家臣。陸軍では部下と上司。二人の間には、それだけで通じ合えるなにかがあるのだろう。

　二人はしばらく無言のまま見つめ合っていたのだが、次の瞬間、リーシアは腰に差していたレイピアを抜き放った。いきなりのことに驚いていると、リーシアは刃を首の後ろに回し、プラチナブロンドのポニーテールをバッサリと切り落とした。

　って、ええええ!?

　金糸のような髪がハラハラと床に落ちる。

『『『　………　』』』

　あまりに急なことだったので、俺はもちろんのこと三公たちさえも言葉を失っていた。いきなりミドルショートになってしまったリーシアだけど、当人はとくに気にした素振りも見せず、宝珠に向かってそのレイピアを突き付けた。そして、

「これが私の覚悟です。私はソーマと共に歩みます」

　真っ直すぐな目でそう宣言した。俺と同じようにゲオルグも呆ぼう然ぜんとしていたけど、やがてギラついた、獲物を見つけた肉食獣のような笑みを浮かべた。

『姫様の覚悟は承った。然しからば、その覚悟を戦場にても見せていただきましょう』

「必ずや」

　なにやら分かり合っている様子の二人。俺には理解できないけど、武人式のコミュニケーションだったのだろう。最後はリーシアによって、全員度肝を抜かれることになったけど……ともかく、これで三公側への最終勧告は終わりとなった。







「髪……切っちゃってよかったのか？」

　ゲオルグとカストールとの通信が切れてから、俺は隣に立つリーシアに尋ねた。

　三公への最終勧告が終わると、ダークエルフの里から帰ってきたアイーシャ、ハクヤ、ポンチョ、そしてトモエちゃんが『玉音の間』に入ってきた。みんな、リーシアの変化に気付くと一様に（ハクヤだけはあまり表情は変わらなかったけど）目を丸くしていた。リーシアは切った毛先を弄びながら、頰を染めた。

「これはけじめだからね。……似合ってない？」

「いや、似合ってると思うよ。なぁ？」

　みんなにも聞くと、コクコクと頷うなずいた。

「凜り々りしくて素敵です。姫様（アイーシャ談）」

「ショートもよくお似合いかと（ハクヤ談）」

「と、とってもよく似合ってると思うのですハイ（ポンチョ談）」

「カワイイです、義ね姉え様さま（トモエちゃん談）」

　口々に誉ほめられ、リーシアは照れたように（でも満更じゃなさそうに）顔を真っ赤にしていた。そんな風に空気が和んだところで、
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『陛下……』

　三公の中で唯一、いまだ通信が繫つながっていたエクセルが呼びかけてきた。

「……失礼した。ウォルター公」

『いえ、この身は陛下に臣従を誓いました。エクセルとお呼び捨てください』

「では……エクセル。すまない。カストールを説得できなかった」

『仕方ありません。あれが、自分の意思で決めたことです』

　言葉ではそう言っていたけど、エクセルの口の端は悔しそうに引き結ばれていた。

　二十代中盤くらいにしか見えない美女は、これでも五百歳という年齢であり、カストールは娘婿で、孫娘もまだカストールのもとに残っているという。家族と敵味方に分かれたのだから、口惜しいのも当然だ。そうだ、エクセルの家族と言えば……。

「エクセル。そこに彼女はいますか？」

『っ……ええ。おりますわ』

『お呼びでしょうか。陛下』

　すると画面に映るエクセルの横に、青髪の美女が並び立った。誰もが見み惚とれる美貌に、抜群のスタイル、そして歳とし以上に大人びている佇たたずまい。彼女こそ、エルフリーデン王国で人気沸騰中の歌姫ローレライジュナ・ドーマさんだった。

「ありがとうございます、ジュナさん。貴女あなたが繫ぎをとってくれたおかげで、俺たちはエクセルと戦わずに済みます」

『いいえ。私は命じられたことをしただけです。それに、私は陛下の資質を勝手に探り、大おお母かか様さまに報告していた身。その節のご無礼、申し訳ありませんでした』

　そう、ジュナさんはウォルター公の派遣した密偵だったのだ。

　先見の明があるエクセルは、リーシアの親おや父じさんである前王アルベルトが俺に王位を譲った以上、なにか理由があると踏み、早くからこちらを探っていたそうだ。

　そして派遣された密偵が、実は海軍の海兵隊長であるジュナさんだった。

　しかも、ジュナさんはエクセルの孫娘でもあるらしい。なんでもエクセルの息子の一人が、ラグーンシティで商家を営み、ローレライを祖先に持つというドーマ家に婿入りし、生まれたのがジュナさんなのだとか。彼女の美貌はエクセル譲りだったようだ。

　ジュナさんは、唯才イベントを機会に俺に接触すると、俺に国王としての資質があるかどうかを探っていたそうだ。そして国王として問題ないと判断すると、その旨をエクセルに報告した上で、俺たちに自らの素性を明かした。聞いた当初は驚きもしたけど、実年齢以上に大人びた雰囲気や、ハルと一ひと悶もん着ちやくあったときに見せたあの俊敏な動きなど、腑ふに落ちる部分もあったので、わりとすんなりと受け入れることができた。

　そしてジュナさんは、俺とエクセルとを繫ぐパイプ役となってくれたのだった。

　つまり、エクセルだけは最終勧告以前から俺に臣従してくれていたのだ。ただ、ゲオルグの不穏な動向を監視し、カストールをギリギリまで説得するために、その事実は伏せ、しばらくの間は他の三公たちと歩調を合わせることになったのだけど。

　俺は申し訳なさそうに頭を下げているジュナさんに言った。

「いいえ。ジュナさんのおかげでエクセルと連携することができたのです。味方してくれたのですから感謝こそすれ、責める気なんてありませんよ」

『あの日に申し上げた通りです。「私もまた、あなた様の味方なのですから」』

「……そうでしたね」

　あの眠れぬ夜に、ジュナさんはそう言って、俺が眠りに就くまでの間ずっと歌っていてくれた。あとでジュナさんから、実はリーシアの計らいだったことを聞かされた。

　リーシアはいつも俺を気遣ってくれる。ジュナさんはあの日の言葉通り、俺の味方でいてくれた。アイーシャだって、普段は抜けているところもあるけど、いざというときは俺を護まもってくれるだろう。支えてくれる人がいるから、俺は王様をやれている。

　だから俺は、そんな人たちのためにもやるべきことをやろう。

「ハクヤ、準備の方はどうなっている？」

　俺が視線を送ると、ハクヤは手を組んで拝礼した。

「万事滞りなく。ルドウィン殿以下禁軍直卒軍一万はすぐにでも動かせます」

「アミドニア公国軍の動きはどうか」

「すでに国境付近に集結しておる模様。想定通りにございます」

　ハクヤの報告を聞き、俺は頷くと皆に向かって拳を突き上げた。

「行くぞ！　ここからは時間との戦いだ！　降り掛かる火の粉をすべて吹き飛ばし、ゲオルグに見せてやろうじゃないか！　これからを担う俺たちの力を！」

「「「　はっ！　」」」

　俺の号令に、皆も応じてくれる。機は熟した。




「さあ、征伐を始めよう」




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四六年九月三十日

　エルフリーデン国王のソーマ、ゲオルグ討伐の軍を興す。




　この一報は、エルフリーデン王国との国境近くに集結していたアミドニア公国軍のもとへも届けられた。ガイウス八世はこの報を聞くと、

「時至れり！　いまこそ、我らの悲願を成就するときぞ！」

　そう宣言し、ついに公国軍三万を率いてエルフリーデン王国へと侵攻を開始した。

　アミドニアからエルフリーデンに入るには、二つのルートがある。

　一つは王国の北西にあるカーマイン公領を通るルート。開けた平野が続き、往来も簡単なのだが、ガイウスはこのルートを使わなかった。

　そのルートはすべてカーマイン公領が塞いでいたからだ。上辺だけのこととはいえ、ガイウスは国王側とゲオルグ側の双方に対して援軍を標ひよう榜ぼうしているため、ゲオルグに荷担していると見られるルートは避ける必要があったのだ。また、カーマイン公領は国王の軍とゲオルグの軍がぶつかる地であり、そこに公国軍が現れると、停戦されてしまうおそれがあった。公国側としては、国王とゲオルグにはできるだけ長く争ってもらいたかった。

　そのため、公国軍が選択した進軍ルートはもう一方の、南部の山脈地帯を抜けていくルートだった。アミドニア公国とエルフリーデン王国の国境線の南半分を隔てるウルスラ山脈。その山間にあるゴルドアの谷を通っていくルートだ。

　こちらは道こそ険しいものの、谷を越えた先にある都市アルトムラ近郊は、ウルスラ山脈から流れる清水に育まれた、エルフリーデン王国でも有数の穀倉地帯だった。そして、かつてはアミドニアの領土だった場所でもある。

　ゴルドアの谷を征ゆく公国軍三万の中にあって、アミドニア公王ガイウス八世は馬上で、ギラギラとした目をしながら不敵な笑みを浮かべていた。

「くっくっくっ、ソーマもゲオルグも精々奮戦するといい。その間に、我らは失いし地を取り戻すとしよう」

　日の陰る谷を進みながら、ガイウス八世は悲願の成就を信じて疑わなかった。
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　それは三公への最終勧告を行う数日前のことだった。

　薄暗い部屋の中で、俺はハクヤとテーブルの上いっぱいに広げられたこの国の地図を見ていた。地図の上のところどころには、大小様々な『凸』の形をした駒が置かれている。

　王都『パルナム』に当たる場所には大きい駒（以下『大凸』）と中くらいの駒（以下『中凸』）が一つずつ置かれ、カーマイン公領の中心都市『ランデル』には『大凸』が四つ、バルガス公領の中心都市『紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう』には駒の中でも一際小さいもの（以下『小凸』）が一つ置かれている。この『凸』状の駒は各地に点在している軍勢を表していた。

　ハクヤは長い棒で各地の駒について解説した。

「この駒の大きいものは一万、中くらいのものは五千、小さいものは百の軍勢を表しています。つまり陛下が動かせる軍勢は一万五千であり、カーマイン公のもとに集結している軍勢が四万ほどとなります。陸軍はグレイヴ・マグナ殿などを始め、多数の離脱者が出ておりますが、その点は不正を犯した貴族たちの私兵で補っているようです」

「数字的な変化はナシか」

「御意。また、ウォルター公からの情報によりますれば、バルガス公は先の宣言通り空軍を召集せず、手勢百騎のみで参戦するつもりのようです」

「ふむ……だけど、カストールの手勢ということはすべて飛竜ワイバーン騎兵なのだろう？」

　俺は地図外に置いてあった『中凸』を取って、紅竜城邑状の『小凸』と入れ替えた。

「飛竜ワイバーン騎兵は一騎で陸軍五百名の働きをするそうじゃないか。実質的な戦闘力で言えば、うちの軍の五千名分と見たほうがいい。百といえど侮れない勢力だ」

「ご慧けい眼がんおそれいります」

　ハクヤが恭しく拝礼した。大仰な態度だけど、ただの世辞だろう。

「よしてくれ。悪い状況を言い当てられたからって嬉うれしくもない」

「そうですね。状況はまだまだ悪化しているようですし……」

　ハクヤはそう言うと、南西部のアミドニア公国との国境線上に、『大凸』を三つ置いた。この『大凸』三つが、この国に攻め入らんとするアミドニアの軍勢だった。

「アミドニア公国軍はウルスラ山脈の谷間を抜けて侵攻する構えを見せています」

「あそこの総兵力って五万くらいだろ？」

　アミドニア公国の国力は、エルフリーデン王国の半分ほどしかない。そのため、常備できる兵数もうちの半数ほどになる。加えて、アミドニア公国はうちの他に三カ国と国境を接しているため、そちらえの備えを残しておく必要もある。

「この状況下で三万とは、随分と出してきたものだな」

「それだけガイウスも本気ということでしょう。まさに乾けん坤こん一いつ擲てきの精神です」

「うちにとっては厄介でしかないな。……公国軍は今後どう動く？」

「おそらく、南西の都市『アルトムラ』を占領するつもりなのでしょう。アルトムラを陥落させた後は周辺地域の掃敵を行い、穀倉地帯の確保に移るでしょう。そしてこの地域一帯を実効支配し、領有を宣言するものと思われます」

　乾坤一擲の覚悟で軍を出して、やることが火事場泥棒か。

「覚悟の割りに、やることが小さいな」

「アミドニアの保有する兵力ではこれが限界かと。下手に暴れれば、陛下とカーマイン公の争いを日和見している貴族たちが、陛下のもとに結集してしまうでしょうし」

「なるほど……国境守備隊の兵力はどうなっている？」

　俺が尋ねると、ハクヤはパルナムにあった『中凸』を南西の国境線に持ってきた。

「すでに禁軍から五千を割いて、国境付近に派遣しております」

「空軍もいる三万相手に、陸上戦力が五千だけか……」

　兵力差は六倍以上。わかっていたことだけど……心こころ許もとない数だ。

「……どれくらい保もたせられる？」

「国境付近の砦とりでに籠もっても、一日保てば上出来といったところでしょう。もとより時間稼ぎが目的ですので、指揮官には無理をせず、段階的に撤退するよう命じております」

「それも口で言うほど簡単ではないと思うけど……〝あの人〟なら上う手まくやるか。兵士たちはそれでいいとして……周辺に住む民たちはどうする気だ？」

　俺は厳しい目をハクヤに向けた。

　行軍は奇襲を狙っているときでもないかぎり、天険は避け、平へい坦たんな道なりに行われる。そういった道は常日頃から人の往来があり、人が集まって村や町を築いている。当然、公国軍がアルトムラへ向かう進軍ルート上にも町や村は点在していた。

「公国軍が攻めてくるまで時間がない。王命として避難を促すか？」

　そう尋ねると、ハクヤは静かに首を横に振った。

「おやめください。ここで我らが公国の思惑を察知している行動をとれば、公国軍に警戒されてしまうでしょう。これまでの仕掛けが水泡に帰しかねません」

「……見捨てろって言うのか？」

「致し方なきことかと」

　ハクヤは睨にらむ俺の目から、視線を逸そらすことなく言い切った。

「戦う決意をなさった以上、陛下も民の血が流れることはご承知のはず。国王としてより多くの民を救うためには、涙を飲んで、切り捨てねばならない場面もございます」

　真顔でそんなことを言うハクヤ。冷酷に聞こえるかもしれないけど、敢あえて耳に痛いことを言ってくれているのだろう。俺が、そんな選択肢から逃げないように。

「……ああ。ハクヤの言い分はわかる。多分、それがもっとも確実で、もっとも安全な方法なんだろう。だけど……本当に選択肢はそれしかないのか？」

「………」

「この際、多少乱暴でも、危険でもいい」

　これから戦が起こる以上、ある程度の犠牲はどうしたって発生してしまうだろう。それでも、その数を極限まで減らす努力をしないのは、堅実ではなく怠慢だ。

「なんでもいい。なにか、できることはないのか？」

　俺が絞り出すような声でそう言うと、ハクヤは少し考え込むような仕草をした。しばらくして……ハクヤは一つ溜ため息いきを吐つくと、やれやれと肩をすくめた。

「最近では陛下もずいぶん、国王らしくなられたと思っていたのですが」

「情に流されるうちはまだまだ、か？」

「自覚があるならよろしいです。まったく……仕方がありませんね」

　仕方がないと言うわりに、ハクヤにしては珍しく口角が少しだけ上がっていた。ハクヤにしても、街道の民を見捨てることに関しては思うところがあったのかもしれない。

「一つ案がございます。ですが、これはこれでかなり乱暴なやり方なのですが……」

　そう言ってハクヤが俺に提案したのは、たしかに、とても乱暴なやり方だった。街道の民たちにとっては、はた迷惑なことだろう。だけど……見捨てるよりはずっといい。

「その案で行こう。時間がない。至急、『冒険者ギルド』に連絡をとってくれ」

「御意にございます」




　◇　◇　◇




　エルフリーデン王国南西部に未確認の魔物現る。

　その魔物は二足歩行の人型なのだが、継つぎ接はぎだらけの道化師ピエロのような風貌をしていて、その頭は炎で燃えているという。いままでに発見報告のない魔物だった。

　見た目から、その魔物は『火炎道化師フレイムピエロ』と仮称されることになった。

　火炎道化師フレイムピエロは複数体で現れ、村を襲い、その頭の炎で家々を焼くのだという。こういった新種の魔物が突如現れるということは、各地にダンジョンが存在するこの世界では、頻繁ではないものの、そこまで珍しいことでもなかった。

　恐らくこの火炎道化師フレイムピエロもダンジョン産の魔物なのだろう。こういった新種の魔物への対処は、主に冒険者の仕事となる。そして、火炎道化師フレイムピエロの発見報告がもたらされるとすぐに、冒険者ギルドからとある依頼クエストが発令された。それは、

『火炎道化師フレイムピエロに襲われた村からの避難民を護衛せよ』

　……と、いうものだった。

　これは王国が国王の名義で依頼したものだった。この事態に対し、王国はまず火炎道化師フレイムピエロが出現した近くの村から、人々を避難させようと考えたようだ。

　ただ、現在の王国は、国王ソーマと陸軍大将ゲオルグが対立状態にあり、兵を動かす余裕がなかった。そこで、冒険者ギルドに依頼クエストを出すことで、冒険者に避難民の護衛を頼もうとしたのだろう。国の依頼クエストということで、なかなかよい額の報奨金が出るようで、冒険者たちはこぞってこの依頼クエストを受注し、避難民の護衛を務めた。

　そんな冒険者ＰＴパーテイのうちの一組がここにもいた。

　リーダーの若く逞たくましい剣士ディス、童顔でスレンダーな女シーフのユノ、穏やかな好青年といった印象の神官フェブラル、ナイスバディーおっとり美人の魔導士ジュリアという、かつてムサシ坊や君と一緒に依頼クエストを受けた冒険者ＰＴパーテイだった。

　今回はその四人に加え、ムキムキマッチョな拳闘士オーガスもいた。

　以前、ムサシ坊や君がこのＰＴパーテイに加わったのは、このオーガスが不在だったため、穴を埋めるために臨時メンバーを募集していたのが縁だった。

　彼らもまた、王国からの依頼クエストを受けていた。

　住民を避難させる村は王都に近い村ほど先に埋まってしまい、出遅れた彼らが請け負った村は、王国の南西部国境線にほど近い小さな山村だった。三十名ほどの村人を護衛しながら、木々の茂る森の中を東へと向かっていた。

（いまのところ……異常なし、っと）

　ＰＴパーテイの中で斥候役のユノが、木の上から周囲を警戒していた。

　村人たちを護衛する上で、警戒すべきなのは火炎道化師フレイムピエロだけではない。凶暴な野生生物や、治安の悪い国なら野盗なども、護衛任務のときには警戒すべきものだった。

　そのため、ユノは猿のように木々を跳び移りながら、周囲を探っていた。

（いい報酬の割りには問題もなくて……なんだか肩すかしね）

　宙を跳びながら、ユノはそんなことを思った。

　いい報酬の依頼クエストは大抵の場合、難易度が高い。一見、難易度が低いように見える依頼クエストも、いい報酬が付いている場合は大抵なにか裏がある。甘い話にご用心、は冒険者の中では鉄則だった。たとえ、信頼できるとされる国から出された依頼クエストであってもだ。

　しかし、いざ引き受けてみれば、火炎道化師フレイムピエロなど現れず、たんに村人たちと一緒に歩いていればいい楽な依頼クエストだった。

　ユノが哨しよう戒かい任務を終えて戻ると、ディスとフェブラルが話していた。

「やはりこの依頼クエスト、簡単すぎるように思えますね」

「簡単ならそれに越したことはないだろう？」

　思案顔のフェブラルに、ディスは肩をグルグルと回しながら言った。フェブラルはこのＰＴパーテイの中では分析家で、リーダーであるディスの相談役になっている。

「そもそも、依頼クエストの元凶となった火炎道化師フレイムピエロを、我々はまだ見ていません。危険性ばかりが吹ふい聴ちようされてますが……どうも誇張されている気がします」

「ああ、それはあたしも思ってたぜ」

　ユノも二人の会話に加わった。ディスがユノを見た。

「周囲の状況は？」

「問題なし。森は静かなものだったぜ」

「そうか……それで、ユノも思ってたっていうのは？」

「この依頼クエストは火炎道化師フレイムピエロからの『護衛依頼』だろ？　どうして火炎道化師フレイムピエロの『討伐依頼』じゃないんだろう、ってな。聞いた話じゃ、それほど数はいなそうだし、村人たちをゾロゾロ移動させるよりは、その火炎道化師フレイムピエロってヤツを殲せん滅めつしたほうが早くないか？」

「ユノさんの意見も、もっともだと思います」

　フェブラルはそう首肯したが、ディスはまだ懐疑的だった。

「討伐依頼が出せないほど危険ってことじゃないのか？」

「だったら、もっと派手な被害報告があってもおかしくないでしょう。しかし、現状聞いている被害は、村人が逃げ出し無人となった村が二つ三つ焼けた程度……」

「……まぁ、妙な感じはするか」

　ディスはＰＴパーテイのリーダーを任されているだけあって、人の意見に耳を傾けられる。傾聴に値する意見だと思ったら、聞き入れる度量があった。

　ディスは頭の後ろで手を組んでいたユノに言った。

「ユノ。哨戒を厳重に頼む。これからは魔物や動物以外のものにも注意を払ってくれ」

「了解っ」

　ユノはそう言うと、また木の上へと登り、跳んでいった。

　そんなユノを見送ってから、ディスはフェブラルに言った。

「フェブラルはいました話を、先頭を守っているオーガスとジュリアにもしてくれ。俺はこのまま最後尾を守る」

「了解です」

　フェブラルが先頭の方へと走っていくのを見ながら、ディスは溜息を吐いた。

（この依頼クエスト、どうにか旨うまい話のまま終わってくれるといいんだが……）

　ディスはそう切に願った。







　ディスたちと別れたユノは再び哨戒を始めた。

　森は相変わらず静かだったが、森の中の細い山道に出たとき、鋭敏なユノの聴覚がなにかの音を感じ取った。木から降りたユノは這はい蹲つくばり、地面に耳をあてた。

（この音は……馬の蹄ひづめ？）

　ここからそう遠くない距離から聞こえる馬ば蹄てい音おん。複数で、音も重い。

　また、聞こえるのは馬蹄音だけで、車輪のような音は聞こえないことなどを加味すれば、音の主は騎兵……しかも重装騎兵の一団だと思われた。

（こんな山道を重装騎兵が走っている？）

　不審に思ったユノは、音のした方を偵察することにした。偵察に向かう前に、

「アオォォォォン！」

　と、灰色狼おおかみの雄お叫たけびのマネをした。これはディスたちに対し、『異変発生。注意されたし』という意味の合図だった。こうしておけばディスたちは警戒するだろうし、なにかあって自分の帰還が遅れたときには救援に来てくれるだろう。

　ユノはそれまで以上に物音を殺し、木々を飛び移りながら音の主を探した。

　しばらくすると、遠くから鎧よろいがこすれる金属音が聞こえた。ユノは物陰へと身を隠し、あたりの様子を覗うかがった。すると、見立て通り、重装騎兵の一団が山道を駆けてくるのが見えた。数は五騎。皆、黒い鎧よろい甲かつ冑ちゆうに身を包んでいた。

（なんでこんな場所に？）

　ユノが不審に思って観察すると、騎兵たちの持つ盾に描かれた紋章が目に入った。

（あれは……アミドニア公国の紋章。じゃあ、あいつらは公国の騎兵なのか？）

　ここはエルフリーデン王国の領地だ。そこにアミドニア公国の騎兵がいるということ自体がおかしかった。ダンジョンや依頼クエストを求めて大陸中を渡り歩く冒険者は、国家への帰属意識は薄い。しかし、大陸を渡り歩くからこそ、国家間の情勢には詳しかった。

（公国は王国を敵対視していたはず。その公国の騎兵がここにいるということは……エルフリーデン王国はアミドニア公国に攻め込まれたのか？）

　たしかに、南西部国境線にアミドニア公国軍が集結中との話があった。

　冒険者ギルドには、国家が一定の金額を支払うことによって、他国から攻められた際には自国内にいる冒険者を強制的に徴兵することができるという制度がある。そのため、王国内で活動している冒険者たちはその公国軍の動向を注視していたのだが、王国から冒険者ギルドへの援軍要請はなかった。だから大事には至らないと考えていたのだ。

　ちなみにその契約は、傭よう兵へいと同じ理由で資金の無駄だと判断したソーマによって打ち切られていたのだが、そのことは末端の冒険者たちには知らされていなかった。

（数から見て、斥候部隊だろうな。ということは、本隊も近くにいるのか？）

　あいつらに移動している村人たちを発見されると、非常に不ま味ずい。あの五騎だけならともかく、大勢で来られたら勝ち目はない。村人たちは捕虜として連行されるかもしれないし、護衛している自分たちは殺されるかもしれない。だからといって依頼クエストを放棄して逃亡すれば、今度は冒険者ギルドからお尋ね者として追われることになる。

　ユノは小さく溜息を吐くと、気持ちを切り替えた。

（とにかく、足止めはしないとな）

　ユノは枝葉の中に身を隠しながら移動し、徐々に五騎との距離を詰めた。そして、手にした石いし礫つぶてを、先頭を走っている馬の首に投げつけた。

　ビシッ

　ヒヒヒヒィィン！

「うおっ!?」

　首の側面に石礫をくらい、先頭を走っていた馬が前足を跳ね上げた。騎乗していた公国兵は思わず振り落とされそうになった。仲間の騎兵が身を寄せてくる。

「どうした？」

「いや、馬が急に暴れ出してな……」

「蜂にでも刺されたのではないか？」

「わからん。なにかが飛んできたような気はしたんだが……」

　公国の騎兵たちがそんなことを話している間に、ユノは移動し、騎兵たちの後方へと回り込んだ。そして、最後尾の騎兵が乗る馬に、再度、石礫を投げつける。

　ビシッ

　ブルッヒィィィィ！

　当たった途端に、最後尾の馬が跳ねて暴れ出した。

「うわっ、これ、落ち着け！」

「なんだ!?　なにかいるのか!?」

　騎兵たちがキョロキョロと周囲を見回していた。急に馬が二頭も暴れ出したことで、だいぶ注意深くなっているようだ。

　その様子を見て、ユノはホッと胸をなで下ろした。

（よしっ。これで行軍スピードは落ちるだろう）

　周囲を警戒すれば警戒するほど、その進みは遅くなる。あとはディスたちと合流して、村人たちを急がせるだけだろう。そう考え、ユノが踵きびすを返したそのときだった。

　急に振り返ったことで、わずかに枝を揺らしてしまったのだ。その振動によって、運悪くユノの頭上にある枝に止まっていた鳥が、驚いて飛び立ったのだ。バサバサという鳥の羽音を聞いて、公国の騎兵たちがユノのいる方向を見てしまった。

「!?　なにかいるぞ!?」

「やばっ……」

　ユノは即座に逃げだした。咄とつ嗟さの判断で、来た方角とは反対側にだ。こいつらを引き連れて村人たちのところに戻るわけにはいかなかった。

　そんなユノを騎兵たちが追いかける。

「逃がすな！　絶対に捕らえるのだ！」

　そんな声がユノの後方から聞こえてくる。ユノは木々の密集している場所を選んで逃走し、小回りを利かせて撒まこうとするが、地の足は馬の方が速い。騎兵たちは巧みに馬を操り、木々が密集しているところは迂う回かいして、ユノを追った。

（くそっ……しつけぇなぁ！）

　ユノは生きた心地がしなかった。冒険者であるユノは、べつに王国に思い入れがある人間ではない。しかし、そんな事情など向こうには通じないだろう。捕まったらどんな目に遭わされるか……そう考えると、背筋が凍る思いだった。

（ハァ……ハァ……誰か、なんとかしてくれ……）

　心の中でそう念じたときだった。

　前方になにやら、揺らめく炎が見えた。その数、六。遠くからでもハッキリ見えるということは、かなり大きな炎のようだ。ユノの足が思わず止まりかけた。すると、

「うわっ」

　いきなり伸びてきたなにかに腕を摑つかまれ、ユノは草陰の中へと引きずり込まれた。

「い、いったい……（ぽむっ）」

　叫ぼうとしたユノの口を、なにかやわらかいものが包んだ。よく見ればユノの前にこんもりとしたなにかがいた。その姿を見て、ユノは小声で叫んだ。

（「あ、あんたは!?」）

　ユノは知っていた。ズングリムックリな体型。白絹を巻いた顔から覗のぞくドングリ眼。背中には葛籠つづらを背負い、大きな数珠を肩に掛け、手には薙なぎ刀なたを持っている。

　王都で噂うわさの『着ぐるみの冒険者』ことムサシ坊や君だった。

（「着ぐるみの旦那じゃないか！　どうしてこんなところに!?」）

　ユノの問いかけに、ムサシ坊や君は丸い手を自分の口元へとあてた。

『………（「静かにしてくだせえ。見つかっちまいます」と言っている）』

（「見つかるって、もう追っ手はそこまで……」）

『………（「大丈夫です。ほら、見てくだせぇ」と、ユノに見るように促す）』

（「んー？」）

　相変わらず、なぜか成立する会話を経て、ユノが草陰から覗き込むと、さきほどの炎の正体が目の前を通り過ぎていった。それは、継つぎ接はぎだらけのボロボロの服を纏まとい、ゾンビのような奇怪な動きをする、頭から炎を立ちのぼらせている。

（火炎道化師フレイムピエロ……）

　ユノはすぐに、それが冒険者ギルドに報告されていた新種の魔物『火炎道化師フレイムピエロ』だとわかった。しかし、よくよく見てみるとなにかがおかしい。その動きは妙にカクカクとしていて、まるでマリオネットのように見えた。

　そんなことを考えていると、

「うわあああっ！」

「な、なんだこいつら！」

　追ってきていた公国の騎兵たちの方から、そんな声が上がった。

　ケタケタという音を立てながら迫ってくる、炎の異形を見て、騎兵たちは斥候任務どころではなかった。いまこの場で、こんな得体の知れないものと戦っても彼らにメリットはない。それよりも、こいつらの存在を本隊に報告する方が優先された。

「ちっ、こんなヤツらの相手をしていられるか。本隊に戻るぞ！」

　リーダーっぽい一騎がそう言うと、騎兵たちは退却していった。ホッと胸をなで下ろしたユノだったが、危険が去ったわけではない。今度は代わりに、火炎道化師フレイムピエロの群れが近くにいるのだ。ユノはいつでも戦えるようにと、短剣を構えた。

　ぽむっ

　すると、そんなユノの頭の上に、ムサシ坊や君が手を置いた。急にそんなことをされて、ユノは目を丸くした。

「ちょ、ちょっと旦那!?　こんなときになにを……」

『………（「もう大丈夫。危険は去ったから」と手をパタパタ）』

「危険は去ったって……でも、あいつらは！」

『………（「いいからいいから。早くディスたちと合流しよう」と言っている）』

　すると、ムサシ坊や君はユノを持ち上げると、背中の葛籠の中に入れた。

「うわっ、またこれなのか!?」

　ユノの抗議など無視して、ユノを背負ったムサシ坊や君はポテポテと歩き出した。ユノはしばらく呆あつ気けにとられていたが、気を取り直すとムサシ坊や君の頭にアゴを乗せた。

「……旦那に助けられるのはこれで二度目だな」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズ）』

「どうして旦那はこんなところにいるんだ？」

『………』

　ユノの問いかけに、ムサシ坊や君はなにも言わなかった。いや、もとからなにも言ってはいなかったのだが、ユノにもその思いを感じ取ることはできなかった。ただ、見つめるその背中からは、なにやら『悲しみ』のようなものを感じた気がした。

　ユノは頭を搔かくと、ムサシ坊や君の頭をポカポカと叩たたいた。

『……（「や、やめてくだせえ」）と手足をバタバタ』

「はんっ。やめて欲しかったら元気だしな。人生上う手まくいかねぇこともあるけど、それでも、生きてりゃ勝ちだ。明日のご飯が食べられる」

『………』

　そんなユノの言葉に、ムサシ坊や君はなにも言わなかった。しかし、その足取りはさっきまでよりも、少しだけ軽くなったような気がした。




　◇　◇　◇




「生きてりゃ勝ち……か」

　少々乱暴だが、ユノなりの励ましだったのだろう。そんなユノの言葉は、遠く離れた王都でムサシ坊や君や〝火炎道化師フレイムピエロ〟を操るソーマの心にもたしかに届いた。

　ハクヤが公国軍から南西部の民を助けるために考え出した案。

　それはソーマの能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を利用して動かす奇怪な人形を新種の魔物『火炎道化師フレイムピエロ』として触れ回り、公国軍の進路上にある村や町を襲わせて、強制的に避難させるというものだった。そして冒険者ギルドに依頼クエストを出し、話に真実味を持たせると同時に、冒険者に避難する住民の護衛を任せたのだ。

　実際に火炎道化師フレイムピエロを使い、無人になった村を焼いたりもした。焼かれた村の住民たちからしてみれば、迷惑この上ない話だろう。あとでちゃんと補ほ塡てんはするつもりだとはいえ、こちらの都合で一方的に思い出の詰まっているだろう家を焼かれたのだ。

　ハクヤが乱暴な案だと事前に警告したのも道理だ。

　それでもソーマは選んだ。なにも知らぬ民が公国軍に蹂じゆう躙りんされるよりは、と。被害の多寡を比べ、取捨選択をしてしまった。人としては、決して褒められない行為だろう。

　心が重くなっていたのだけど、ユノの言葉で少しは気が楽になった気がした。

「そうだな……生きてなけりゃ、詫わびることもできないからな」

　ソーマはそう呟つぶやくと、政務室の扉を出ていった。




　◇　◇　◇




　一方そのころ、アミドニア公国軍の本隊で、偵察部隊から報告を受け取ったユリウスは首を捻ひねっていた。炎の魔物の出現……俄にわかには信じられないことだった。

（進路上にある村や町が焼かれているという報告が上がっている……）

　その報告を受けたとき、先走った兵士が暴走して略奪を働いたのかと疑った。戦後にこの地方一帯の併へい吞どんを狙っている以上、あまり地元民の反感を買うべきではない。

　ユリウスが全軍に注意を促すべきかと考えていたところ、その村や町は、どうやら公国軍が到着する数日前に焼け落ちたものだという報告が上がってきた。兵士の暴走でないのはよかったが、それではなぜ、村や町が燃え落ちているのか。

　次にユリウスが考えたのは焦土作戦だった。

　遠征軍であるアミドニア公国軍に、現地で食料や水などを補給されないよう、進路上の村や町を焼き払ったのではないか、ということだった。その場合、王国にこちらの動きが完全に読まれていることになる。だとすると、このまま進軍するのは危険だ。ユリウスとしては父ガイウス八世に撤退の進言をするべきだろう。

（しかし……焦土作戦にしてはやり方がお粗末すぎる）

　いまは九月末ということもあり、収穫期の真っ最中だ。焦土作戦を行うなら、実収穫の畑などにも火を掛けるべきだし、井戸なども潰すか、毒を入れるべきだろう。

　しかし、あくまでも焼け落ちているのは村や町だけで、畑は手つかずだし、井戸も使えている。実際に公国軍は現地で食料や水の補給ができてしまっているのだ。また、焼け落ちた町からは金品などが見つかっている。住民たちが慌てて避難した証あかしだろう。

　結局、ここら一帯の村や町は、魔物か野盗の襲撃にあったのだろうと、そう結論づけられた。そのため、ユリウスもガイウスに対してなんら進言は行わなかった。

（炎の魔物の目撃証言は、現場の状況となんら矛盾するものではない……しかし）

　できすぎてはいないだろうか。ユリウスはそんなことを感じていた。

（どうもいまの王国にはきな臭いものを感じる）

　―――伏魔殿のようだ。

　北東の方角を見ながら、ユリウスはそんなことを思った。
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　―――大陸暦一五四六年九月三十二日




　この日より始まったソーマ王の戦いは、三つの場所で同時に戦いが行われていたことから『三正面戦争』、あるいはその短さから『一週間戦争』などと呼ばれることになる。

　この戦争はエルフリーデン王国にとっても、また、アミドニア公国にとっても非常に重要な意味を持つ戦いとなったことから、この戦争を故事とした成語がいくつも作られることになった。『アルトムラの領主』という表現も、そんな故事成語の一つだった。
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　エルフリーデン王国の南西部にある都市『アルトムラ』。

　穀倉地帯の中心にある城壁都市なのだが、そんなアルトムラはいま、アミドニア公国軍三万によって包囲されていた。アルトムラ側の守備兵は五千人ほどしかおらず、力攻めさられれば数日も持たずに陥落してしまうことだろう。かといって、新王ソーマは叛そむいた陸軍大将ゲオルグとの戦いに兵を出しているため、援軍を送ることもできなかった。

　誰もがアルトムラの陥落は時間の問題だと思ったことだろう。しかし、包囲している公国軍は攻めかかろうとはせず、アルトムラ周辺は奇妙な静寂に包まれていた。

　なぜ、このような状況になっているのか？

　それは一人の男の行動によるものだった。いま、アルトムラを包囲する公国軍の本陣では、一人の中年男性がアミドニア公王ガイウス八世の前に這はい蹲つくばっていた。その男性は痩せていて、いかにも気の弱そうな風貌をしている。

　彼の名前はワイスト・ガロー。

　アルトムラを始め、この周辺一帯を治めている領主だった。

　アルトムラに館を構えるワイストは、アルトムラを守備する側のトップであるはずなのだが、いまはこともあろうか、敵であるガイウス八世に平身低頭していた。

　床机に座るガイウス八世の傍らには、公太子のユリウスも控えている。すると、床机に座ったままワイストを睥へい睨げいしていたガイウスが口を開いた。

「ほう……では、アルトムラは抵抗せずに開城するということだな」

「ひゃ、ひゃい！　アミドニア公国軍に逆らう意思などございません！」

　若干つっかえながらもワイストは答えた。ガイウスは目を細めた。

「……理由を聞こう」

「理由もなにも、このような大軍を防ぐことが不可能だからでございます！　アルトムラは穀倉地帯のある平地に建てられた都市で、守るに易やすい地形ではございません。また防衛設備も城壁のみですし、守備兵も数千程度しかおりません。王都からの援軍も期待できない状況では、このような大軍に攻め立てられれば陥落は必至にございます！」

　ガイウスがユリウスの方に目をやると、ユリウスは黙ったまま頷うなずいた。ワイストの語った言葉と、ガイウス・ユリウス親子の認識に相違は見受けられなかった。

　ひとまず、言葉に噓うそはないと判断したガイウスは「ふむ」と唸うなった。

「それで、我らに降くだろうというのか？」

「は、はい。守るのが不可能となれば公王陛下のお情けにお縋すがりするより他になく」

　ワイストの言葉を聞いてガイウスはニヤリと笑った。

　ガイウスにしてみても、ワイストの降服は渡りに船だった。いまは王国内の不和をついて出兵しているが、もし今後、王国がソーマかゲオルグのもとにまとまるようなことがあれば、国力差で劣る公国は不利な状況に追いやられる。そのような事態に備えるためにも、兵を損なうことなく都市が手に入るならそれに越したことはなかった。

「よかろう。ならば即刻開門せよ」

「そ、それはしばらくお待ちくださいませ」

　ガイウスの眉根が不機嫌そうにぴくりと上がった。

「なぜだ？」

「げ、現在城内では非戦派と徹底抗戦派で意見が割れているのです。徹底抗戦派の中には『たとえ降服したとしても、アミドニアは我らを皆殺しにするだろう』と主張する者たちがおりまして、非戦派の中にもそのことを疑っている者がございます」

「ほう……それは貴様のことか？」

「め、滅相もございません！　こちらは命乞いをする立場。それなのに相手を疑うなどあってはならないことでございます！」

　ワイストは冷や汗を流しながら、慌てて弁明した。

「わ、私は信じておりますが、そういう意見の者がいるのです。そこでまず、私がこの陣に赴き、公王陛下の御み心こころを聞きに参った次第でございます」

　ワイストの言葉にガイウスは考え込んだ。言い分におかしな点は見受けられなかったものの、さて、この男の言葉を信じてよいものかどうか。

　ガイウスが思案していると、横に立ったユリウスが口を挟んだ。

「城内の説得などせずとも、我らはアルトムラなどいつでも攻め落とせる」

「ええ。それはもう、わかっておりまする」

　ワイストはユリウスに対しても平身低頭しながら答えた。

「ですが、それがわからぬ愚か者も多いのでございます。そのような愚か者のためにガイウス陛下も兵を損ないたくはないでしょう。命を保証していただけるならば、私めが必ず城内の意見をまとめて参ります」

　バッタのようにヘコヘコと頭を下げるワイストに、ユリウスは嫌悪感を覚えた。

（王国貴族はここまで平和ボケしていたか。先代王アルベルト殿の治世では大きな戦もなかったからな。猛将ゲオルグがこの国を見限るのも当然かもしれん）

　ユリウスがそんなことを考えていると、ガイウスがポンと膝を叩たたいた。

「……よかろう。開城するならば城内の者の安全は保証する。早急に城内へと立ち返り、話をまとめよ」

　ガイウスの言葉に、ワイストは頭を地に擦こすり付けながら喜んだ。

「あ、ありがとうございます！　それではさっそく、失礼します！」

　そう言うや否や、ワイストは早足で本陣から出ていった。そんな逃げるネズミのように忙せわしない背中を見送りながら、ユリウスはガイウスに尋ねた。

「よろしかったので？　重用すべき人物には見えませんでしたが……」

「ふん、開門さえさせればこっちのものよ」

　ガイウスは邪悪な笑みを浮かべた。

「敵におもねるネズミなどいらん。用が済めば首を刎はねて門前に晒さらしてくれる」

「……なるほど」

　ユリウスは納得した様子で引き下がった。ガイウスは床机から立ち上がると、各将に対して『アルトムラが開城し次第、即刻入城して制圧せよ』と伝令を発した。







　しかし、日が暮れてもアルトムラの城門は一向に開く気配がなかった。

「ええい！　ワイストはなにをやっておるのだ！」

　待ちぼうけを食わされる形となったガイウスは苛いら立だっていた。怒り心頭の公王に、その怒りがこっちに向かないかと、配下の将兵たちも心配そうに顔を見合わせていた。そんな中でただ一人、ユリウスは冷静に事態を分析していた。

「城内をまとめることに失敗したか……あるいは、我々はワイストに謀られたのやもしれません」

「くそっ！　今から全軍で攻め込んでくれようか！」

　ガイウスはすぐにでも総攻撃を命じそうな雰囲気だった。そんなガイウスの様子に、ユリウスは務めて冷静に進言した。

「お待ちください。敵が策を弄しているのであれば、なにか罠わながあるやもしれません。闇夜に乗じての奇襲も考えられますれば、まずは守りを固めて夜明けを待ち、朝日と共に攻め寄せるべきかと。あのような都市など半日もあれば落とせましょう」

　ユリウスの的確な指摘に、ガイウスは振り上げた拳を降ろした。

「うぐぐ……仕方あるまい」

　ガイウスはユリウスの進言を容いれて、諸将には夜明けと共に攻撃するよう命じた。ガイウスが攻撃を我慢してくれたことにホッとしながらも、ユリウスはなにか嫌なものをアルトムラから感じていた。ユリウスがワイストから感じた嫌悪感。あれは本当に、こびへつらうワイストの態度から感じたものだったのだろうか。

（あの男が地面に額を擦り付けて平伏しているとき、我らから見えぬ位置であの男はどんな顔をしていたのだろう。攻められぬことにホッとしていたのか、あるいは……）

　なにか……いるのだろうか。深いところへ、より深いところへと引きずり込まれていくような感覚。まるで見えない何者かに手玉に取られているかのような……。

（どうにも、ワイスト・ガローではない人物の臭いがする……）

　見つめる先にあるアルトムラは不気味なほどに静かだった。







　―――大陸暦一五四六年十月一日・早朝




　一夜が明けた。ユリウスが案じていた夜襲などもなかった。

　ガイウス八世は予定通り、全軍に攻撃を命じようとした。そのときだった。

『『『　ウオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！　』』』

　静かだったアルトムラの城壁内から、不意に鬨ときの声が上がった。

　その意気は高く、ガイウスが攻撃命令を出すことを躊躇ためらうほどだった。昨日まであんなに静かだったアルトムラで一体何が起こったのか。まさか援軍でも到着したのか。様々な憶測がガイウスの頭に浮かび、判断を下せなかった。

　そんな中、アルトムラのほうから一頭の騎馬がアミドニア陣へと駆け込んできた。騎馬に乗っていたのは、あのワイスト・ガローだった。ワイストは転がり落ちるように馬から下りると、怒った顔で出迎えたガイウスたちの前に平伏した。

「ワイスト！　貴様、城門を開くという約定はどうした！」

　ガイウスに怒鳴られて、ワイストはさらに縮こまった。

「も、申し訳ございません！　城内の者たちは自暴自棄になっていまして、説得に時間がかかっているのでございます」

「ええい、言い訳など聞きたくないわ！」

　ガイウスは腰に帯びていた剣を抜き放つと、その刃をワイストの首に突き付けた。

「ひぃ！」

「その首を刎ねて城内の者への見せしめとしてくれるわ！」

「お、おそれながら公王陛下。こう言ってはなんなのですが……このような数万の大軍に囲まれては、正常な判断はできないのでございます……」

　ワイストは酷ひどく狼ろう狽ばいしながらも弁明を始めた。

「い、いま、アルトムラで上がっている鬨の声は『どうせアミドニア公国は約束を守るつもりなどない。ならば一人でも多く道連れにしてやる』と息巻く声でございます」

「………」

　実際、約束を守るつもりがなかったガイウスは言葉を詰まらせた。

　城内の兵がすべて死兵（死ぬことを覚悟した兵士）となっているならば、力攻めするにはリスクが大きすぎる。死兵は「死なばもろとも」と、息絶えるまで戦い続ける機械のようなものだ。まともにやり合えば味方の被害が大きくなる。アミドニアの勝利は揺るがないだろうが、揺るがぬからこそ、こんなところで兵力を消耗したくない。

　すると、見かねたユリウスが口を挟んだ。

「父上、死兵と戦うのは被害が大きく、避けるべきです。ここは一つ、度量の大きな所を見せ、ワイスト殿に再度説得を頼んではいかがでしょう」

　このユリウスの提案に、ワイストは「命が助かった！」とばかりに飛びついた。

「こ、今度こそは必ず！　必ず城内を説得してみせまする！」

　ガイウスはしばし考え込んだが、結局、ワイストに任せることにした。

「いいだろう。これが最後の機会だと思え」

「は、ははあ！　おまかせください」

「ふん……しかしだ。どうすれば我らの度量を示せるのだ」

「それでしたら、私が城に戻ってすぐ城の包囲を解いてはいかがでしょうか」

　ワイストのこの提案にガイウスは怒り心頭になった。

「包囲を解けだと！　貴様、バカにしているのか！」

「め、滅相もございません！　もちろん、少しの間だけでよいのです！　せめて正午までの間、包囲を解いていただければ、それをもって公王陛下の度量の証あかしとし、城内を説得して御覧にいれましょう」

　ガイウスは「ふん」と鼻を鳴らした。

「……よかろう。正午までの間、包囲を解く。それまでの間に城門が開かない場合は力攻めを行う。これでよいな？」

「は、はい！　必ず、必ず城内を説得して参ります！」

　ワイストが来たときと同じような勢いで帰っていくと、早速ガイウスは軍を動かしてアルトムラの包囲を解いた。もちろんこれを機会として城内から抜け出すような部隊があれば即座に捕捉できるように、機動力の高い部隊をユリウスに預け、前面に配置していた。

（ふん、アルトムラなどあと半日の命よ……）

　ガイウスはアルトムラに怒りを込めた眼まな差ざしを送った。
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　そんなガイウスの視線の先。アミドニア公国軍の包囲下にあるアルトムラにあるワイスト・ガローの館の居間では、いま、一人の女性がくつろいでいた。

　三万という大軍に包囲された都市の中にいるにもかかわらず、その女性は実に優雅にお茶を楽しんでいた。公国軍の陣から帰ってきたワイストは、そんな女性の見かけによらない剛胆さに苦笑しながら、交渉の経緯を説明した。いまのワイストの顔は、先程までのアミドニア陣でさらした醜態など微み塵じんも感じさせなかった。

「これでよろしかったでしょうか、マム……いえ、エクセル公」

「ええ。上出来です。ワイストも腹芸ができるようになって、よい子ですね」

　紅茶を飲んでいた女性はエルフリーデン王国の海軍大将エクセル・ウォルターだった。見た目は二十代中盤でも、実年齢は五百歳を越えている蛟こう龍りゆう族の女性から見れば、五十を過ぎたワイストさえも子供扱いだった。

「エクセル公……いい加減子供扱いはやめていただけませんか？」

「私から見れば海兵たちは皆子供ですよ」

「私はもう海軍所属じゃないんですけどねぇ」

「ふふ、いくら出世しようと私が生きている限り、貴方あなたは私の部下であり子供ですよ」

「あー、それでは生涯子供扱い決定ですな」

　人間族のワイストが白髪の老人になっても、エクセルは若い姿のまま子供扱いするのだろう。そんな未来がワイストにはありありと見えるようだった。

「しかし……そんなエクセル公を使いっ走りにする新王陛下も恐ろしい人ですな」

「陛下たちも人使いが荒いわぁ。いくら初めから臣従を表明していたとは言っても、いきなり『玉音放送の宝珠と簡易受信機を持ってアルトムラに行け』よ？」

　二日前に行われたソーマの最終勧告だが、エクセルはウォルター公領ではなく、このアルトムラで受けていたのだ。放送に映る景色は限られているので、室内さえちゃんと設しつらえていればどこにいるかなんてわからないだろう。アミドニアの密偵が最終勧告が行われたことを報告すれば、エクセルはウォルター公領にいると思ったはずだ。

　それを利用し、ソーマはアルトムラに密ひそかにエクセルを入れるよう献策したのだ。

　その任務は公国軍の足止め。

　公国軍はまず、穀倉地帯の中心都市であるアルトムラを制圧して、そこから周辺の掃敵を行って実効支配の地盤を固めていくだろうと予想された。そして王国側は援兵を送る余裕がない以上、被害を食い止めるためには、アルトムラで粘るより他にない。それもなるべく戦闘を避ける形でだ。そこで海千山千の女傑エクセルの出番というわけだ。

「ガイウスもまさか、エクセル公がこんな場所にいるとは思わないでしょうな」

「ラグーンシティからここまでは、早くても三日はかかるものね。まあ五日前からここにいたわけなのだけど……まったく、陛下たちも老人使いが荒いわねぇ」

「都合のいいときだけ老人ぶらないでください」

「自虐はいいのよ。他人に言われるのは絶対許さないけど」

　そんな命知らずはバルガス公ぐらいのものです！……という叫びを、ワイストは胸の中にそっとしまい込んだ。五十を過ぎたとはいえまだまだ命は惜しい。

「ところでエクセル公。稼いだ時間は正午までなのですがよろしかったのですか？　予定ではもう少し時間を稼ぐ必要があるのでは？」

「大丈夫よ。正午まで包囲を解くなら、再包囲するまでにはまた時間がかかるわ。総攻撃が開始されるとしても、それは夕方近くになることでしょう」

「なるほど。ではもう私に役目はありませんな」

「ええ。お疲れ様でしたワイスト。あとは私に任せてゆっくりと休みなさいな」

　そう言ってエクセルは、慈母のような笑顔をワイストに向けた。

　ソーマに、ハクヤに、エクセルに、終始振り回されっぱなしだったワイストだが、その笑顔が見られただけで、すべて許せてしまう自分に苦笑した。
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　兵法三十六計の内の第三十計を『反はん客かく為い主しゆ（客を反して主と為なす）』という。

　下克上という意味の方が一般的だが、防衛側（主）と遠征側（客）の立場を入れ替えてしまう計略のことを指す場合もある。戦争は防衛側の方が有利なものなので、遠征側も遠征先で防衛戦を行えるような状態に持ち込むことが望ましいことを表している。

　いま現在、カーマイン公領の中心都市ランデルの近郊で行われている戦いは、そんな『反客為主』の後者の状態であると言っていいだろう。




　―――大陸暦一五四六年九月三十二日




　カーマイン公領に攻め込んだはずの禁軍が、守備側であるはずの陸軍相手に防衛戦を展開していた。いままさに四万の陸軍の攻撃を受けている〝要塞〟の中で、防壁の陰に隠れながら、いまは禁軍士官のハルバート・マグナは愚痴っていた。

「くそっ……敵さん、頑張りすぎなんじゃねぇか？」

「仕方ないのですよ、ハル」

　そう答えたのは、同じように防壁の陰に身を隠している禁軍所属魔導士カエデ・フォキシアだった。頭の上では敵と味方が放った矢が飛び交っているにもかかわらず、のほほんとした声だった。

「敵さんからしてみたら、朝起きたら目の前に砦とりでができていて、しかも中に禁軍が入っているという状況だったのです。焦るのも当然なのです」

「まあな……禁軍一万で陸軍四万に挑むとか、無謀にもほどがあると思ったが、この要塞で戦うことが前提だったのか。どこまで用意周到に準備してやがったんだ？」

「ここは、元々はアミドニアを睨にらんだ要塞があったのですが、先々代国王の頃に国境線が遥はるか西に移動したために破棄されたのです。それを王様は蘇よみがえらせたのですよ。それも……かつてあった物とは一線を画す防御力の要塞としてです」

　ソーマがゲオルグ・カーマインに最終勧告を突き付けたのが昨日のことだった。

　勧告が決裂し、ソーマはすぐに禁軍一万をカーマイン公領に派遣した。

　禁軍は陸軍の常識を覆すような速さで進軍し、カーマイン公領の中心都市ランデルの近くまで接近すると、その目の前に、この〝要塞〟を作り上げたのだ。

　この高速接近からの高速建設を可能にしたのは、『ライノサウルス陸上トレイン』の存在だった。禁軍はソーマの義妹トモエの活躍により、高速大量輸送手段となるライノサウルスを多数保有していた。ライノサウルス陸上トレインによる大量輸送能力のお陰で人も資材も短時間で送り込むことができたのだ。

　要塞建設のための資材も、王都ですでにある程度組み上げられていて、現場は指定の場所に設置すればいいというツーバイフォー方式だ。これはソーマが、木きの下した藤とう吉きち郎ろう時代の秀ひで吉よしが、墨すの俣またに『一夜城』を建てたときのやり方を参考にしたものだった。木曽川の代わりがライノサウルス陸上トレインというわけである。

　加えて、要塞を建設する禁軍兵士たちにも秘密があった。

　ソーマの命令で新都市建設や道路敷設作業に駆り出されてきた禁軍兵士たちは、すでに一人一人が優秀な工兵となっていたのだ。

　兵士たちは人力で土を掘ったり盛り上げたりし、魔導士が作った防壁を古代コンクリートで覆い、王都から運んできた機材を組み立て配置していく。

　土系魔導士たちは魔法で地面を抉えぐって掘を作り、地面を盛り上げ防壁を作り、兵士が防壁を覆った古代コンクリートを魔法で固め、強化魔法で防壁を強化した。

　この世界の常識では荒野に要塞を建設する場合、土系の魔導士の力のみで行うのが普通なのだが、いまの直卒軍では魔導士以外の人員すべてが建設作業を行えるので、作業スピードが段違いなのだ。

　そして禁軍部隊が現場に到着したのは昨日の夕方近くだったのにもかかわらず、朝になったらもう要塞は完成していたのである。ランデルの人々から見れば、まさに一夜にして要塞が建ったように見えたことだろう。後の歴史書に残る『ランデルの一夜砦』である。

　最終勧告から間を置かずに行われたこの電撃建造に、ランデルに籠もる陸軍や不正を犯した貴族の私兵たちはなにもすることができなかった。

「それでも、さすがカーマイン公なのですよ。動揺が見られるのは貴族の私兵たちだけで、陸軍は粛々とこちらを包囲に掛かっているのです」

「おいっ、顔を出すな！　流れ矢に当たるぞ」

　矢の狭はざ間まから敵陣を覗のぞいていたカエデをハルバートは引っ張った。

　ちょうどそのとき、

　ドーンッ！

　と、近くで凄すごい爆発音がした。ハルバートはカエデが仰あお向むけに倒れそうになったのを咄とつ嗟さに支えた。さすがにいまの音には驚いたのか、カエデが目をパチクリとさせていた。

「あ、ありがとうなのですよ、ハル」

「ったく、しっかりしてくれ。……いまのは近かったな」

　おそらく防壁に敵の放った魔法が当たったのだろう。

　一応、カエデたち魔導士の手によって、防壁は対魔法用に強化されている。とはいえ、そう何度も直撃を食らっていては保もたないだろう。

　ハルバートは手近にあった投とう擲てき用の槍やりに魔法で生み出した炎を纏まとわせると、防壁の狭間から、さきほど魔法を放ったと思われる集団に向けて投擲した。炎の槍はさながらミサイルのように飛んでいって、一人に突き刺さると同時に爆はぜて集団を焼き払った。

「ぎゃあああああ！」

　断末魔の叫びがここまで届いた。それを見届けて、ハルバートは再度防壁の陰に隠れた。

「っていうかよー。どうもこの西側だけ攻撃が激しくないか？　他の方面は散発的な攻撃しか受けていないみたいなんだが」

「……あれはゼムの傭よう兵へいたちですよ。おそらく不正を犯した貴族たちに雇われた人たちです」

　防壁の陰からチラリと覗きながらカエデが言った。

「不正貴族たちは文字通り、首がかかってますからね。この戦いに負けたら彼らを待っているのは処刑台です。必死なんですよ。死刑だけに」

「あんま巧うまいこと言えてねぇ、ぞっと」

　二本目の炎の槍を投げながらハルバートは言った。狙い違わずまた多くの傭兵を焼く。

「ぎゃあああああああああああああ」

「あち、あち！」

「火が、火があああああああああ！」

　傭兵たちが火だるまになって転げ回る光景を、ハルバートは苦い顔で見ていた。ハルバートにとってこの戦は初陣だった。戦う力は人一倍あるものの、人を殺すことに慣れてはいない。

（まあ、知り合いの多い陸軍部隊と戦うよりは気が楽でいいけどな）

　元陸軍所属のハルバートとしては内心複雑だった。個人的に王に近しいハルバートとカエデは、この戦の全容を知っている数少ない人間だった。だから王のやろうとしていることも理解している。理解はしているが……それでも複雑な気分だった。

「ハル！」

　カエデに声を掛けられてハルバートは我に返った。

「どうしたカエデ！」

「不ま味ずいのですよ。敵さんたち、あんなものを出してきたのです」

　カエデが指差す先にあったのは、いままさに戦場に運び込まれようとしている巨大な大砲だった。魔法のせいで火薬兵器があまり発達しなかったこの世界で、大砲だけは海戦用兵器として研究が続けられてきた。機動力の面で難があるもののその魔法に頼らない破壊力に目を付けた陸軍は、機動力の求められない攻城戦兵器として三基保有していた。

　現在のエルフリーデン王国で陸上用の大砲を保有しているのは陸軍のみである。

「……そういえば、あったな。すっかり忘れていたぜ」

「使うなら、もっと序盤で使うべき兵器ですからね」

「じゃあ、なんでいまさら出してきたんだ？」

「おそらく、不正貴族たちが焦れて勝手に持ち出したんだと思うのです」

「……結構やばめ？」

「結構やばめなのです。対魔法強化は魔法や炎にしか効果がないのです。物理攻撃に関してはこの壁も『こだいこんくりーと』でコーティングした土壁でしかありません。普通のものよりは丈夫ですが、そう何度も食らってしまうと……」




　ボオオオオオン！……ドゴッ！




　すると、気の抜けるような音と共に発射された砲弾が、山なりの軌道を描いて防壁に激突し、〝めり込んだ〟。めり込んだ付近の土壁がハラハラと落ちる。

　この世界の砲弾は鉄の塊だ。

　炸さく裂れつ弾のような爆発する砲弾も考えられたようなのだが、こちらは見た目は派手なものの、対魔法用に強化された防壁にはダメージを与えられなかったので、採用されなかった歴史的経緯がある。強化防壁には純粋な質量ダメージの方が通るのだ。そして、いま撃ち出された鉄の塊というのは、この防壁の苦手とする質量の塊だった。

　その威力に、ハルバートとカエデは思わず顔を見合わせた。

「ど、どうしましょうなのです！」

「ど、どうしましょうって言われても！　カエデの魔法でなんとかならないのか!?」

「築城で魔力はスッカラカンですぅ！　ハルこそ投げ槍で迎撃できないのですか？」

「速さが違う！　飛んでくる矢を石投げて落とせってのか！」

　二人がそんなことを言い合っていると、

「ふむ。弓ならばどうですかな？」

　頭の上から、そんな穏やかな声が聞こえてきた。

「「　へ？　」」

　二人が振り返るとそこには、ガッシリとした体格のダークエルフの青年戦士（見た目年齢詐欺の種族ではあるが）が、これまた大きな弓を抱えて立っていた。ダークエルフの戦士は弓に矢をつがえると、斜め上の方に向かって引き絞った。




　ボオオオオオン！




　再度、敵軍から砲弾が発射された。

　それとほぼ同時に、ダークエルフの戦士も矢を放つ。

　その瞬間、ハルバートとカエデにはキーンという高い音が聞こえた気がした。おそらくダークエルフの戦士は矢に風の魔法を付与していたのだろう。二秒後、放たれた鉄の砲弾は上空で粉々に砕かれていた。ハルバートとカエデは開いた口が塞がらなかった。

「ふむ。ワタリハヤブサを仕留めるのより簡単でしたな」

「あ、アンタは一体……」

「これは、名乗るのが遅れましたな。私は神護の森より参りましたスールと申します。以後お見知りおき下され、ハルバート・マグナ殿」

　そう言ってダークエルフの青年スールはニッコリと微笑ほほえんだ。

「な、なんで俺の名前を知ってるんだ？」

「ハルバート殿は憶おぼえておられないかもしれませんが、神護の森で大規模な土砂災害が起こったあのとき、ハルバート殿が王と共に助け出した者の中に、私の娘がいたのですよ。後になって貴方あなたの名前を聞き、お礼に伺いたかったのですが、すでに救援部隊の第一陣は王都に帰られた後で……あの時は」




　ボオオオオオン！……パリーン!!




「娘を助けていただいたお礼も言わず申し訳ありませんでした」

　喋しやべりながらも放たれた砲弾を的確に射抜くスール。ダークエルフ族は弓術にすぐれた種族だと聞いてはいたが、凄い腕だった。

「いや、俺はソーマ……王様の命に従っただけだから……」

「それでも、感謝しているのですよ。もっとも、その救助された娘が、ハルバート殿の救助姿に憧れて『自分もいつか禁軍に入ってあの人のように、人命救助がしたい』と言い出していることには、若干閉口しておりますがね。はっはっは」

　そんな普通のお父さんのような会話をしながらも、スールは飛んでくる砲弾を次々と射落としていった。ハルバートたちはただただ呆あつ気けにとられていた。

「あの、スールさんはどうしてここに？　禁軍ではないのですよね？」

　カエデが困惑しながら尋ねると、スールは「はっはっは」と軽快に笑った。

「里の恩人たるソーマ陛下の一大事と聞きました。恩義に報いるため、ダークエルフの里は我ら戦士たちを王のもとへと遣わしたのです。元来、森の外とは極力関わりを避けてきた私たちでしたが、今回、反対の声は一切上がりませんでした」

　恩返し。地味で地道なソーマの統治の成果が、こんなところに現れたようだ。

「ありがとうございますなのです」

「持ちつ持たれつですよ。あなた方に教えられたことです」

　そのスールの笑顔を見て、カエデは少しだけ緊張が解けた気がした。

（思ったより援軍の数が多いのです。これなら何とか守り抜けそうですね）

　禁軍側にはダークエルフの里の他にも援軍が来ていた。

　ハルバートの父親であるグレイヴ・マグナを始めとする、陸軍を離脱していた元陸軍所属の軍人たちだ。彼らは義勇軍としてこの戦いに参加しており、グレイヴが統率している。その数はダークエルフの里の援軍と併せれば五千ほどにもなる。

　つまり、この砦とりでには一万五千の守備兵がいるのだ。

（戦において、攻撃側は守備側より三倍の兵数が必要であると聞きます。陸軍はハルのお父上を始め多くの離脱者を出しましたが、不正を犯した貴族が搔かき集めた傭兵などを加えることで四万という数を維持しています。直卒軍一万だけなら厳しかったですが、援軍のお陰でなんとか三倍差は免れましたね）

　カエデはホッと胸をなで下ろした。

　ちなみに、後年、成長したこのスールの娘が宣言通りに軍に入隊し、運良くハルバートの指揮下に配属され、その後もなんやかんやあって、ちゃっかりハルバートのもとに輿こし入いれしてくることになり、カエデとしてはあまりホッとしてはいられない状況になるのだが、それはまたべつの話だ。

　いまはただ、この戦いをハルバートと共に生き抜くためだけに、カエデは脳みそを振り絞っていた。すると、

「カエデくん！」

　不意に呼びかけられてカエデが門の方を見ると、そこには人馬ともに白銀の鎧よろいで固めた重装騎士の一団がいた。彼らは王都と王城を守る近衛騎士団だった。

　その先頭に立っている一際立派な騎士は、近衛騎士団長でこの禁軍のトップでもあるルドウィン・アークスだった。金髪イケメンが、白銀の鎧を身に纏い、白馬にまで乗っているという、そんなある意味〝できすぎ〟な格好良さに、ハルバートは嫉妬を覚えた。

（俺もいつか、あんな風に……）

　名を上げたい。ハルバートは強くそう思った。

　一方、カエデは彼の格好良さなどお構いなしに、ルドウィンに詰め寄った。

「なにをやっているのですか！　ルドウィン殿は総大将なのですよ！」

「すまないカエデくん。しばらくの間、指揮を交替してくれ。私たちはあの五う月る蠅さいのを少し掃除してくる」

　ルドウィンは馬上用のランスで大砲のある方向を指した。カエデは頭を抱えた。

「そんな雑用、ハルにでもやらせればいいのです！」

「おいっ」

「あはは、そう言わないでくれ。築城に籠城にと頑張ってくれている兵士たちに比べて、近衛騎士団はここまでいいとこなしなんだ。このままだと格好がつかない」

「格好って……男の人ってバカなのですか」

「ははは、わかってるじゃないか。それじゃ後は任せたよ」

　カエデが更に何か言うよりも早く、ルドウィンは近衛騎士団に号令を出した。

「開門！　目標は前方、大砲三！　破壊した後に帰還する！　敵兵には目もくれず、深追いもせず、ただ目標の破壊にのみ専念せよ！」

「「「　おおおおおおおおおお　」」」

「阻むものあらば槍やりにて貫け！　邪魔なものあらば馬ば蹄ていにて踏みつぶせ！　我らは王国を護まもる槍！　我らは国王陛下の威風！　留とどまることなく駆け抜けよ！」

　そして門が開け放たれた。

「行くぞ！　近衛兵団がお飾り部隊でないことを見せてくれん！！！」

「「「　うおおおおおおおおおおおおおお！　」」」

　放流されたダムの水のような勢いで、突撃して行く近衛騎士団。

　攻め寄せていた傭兵たちはこの突然の反攻に慌てふためき、隊列を乱してしまった。こうなってはもう近衛騎士団の突撃を止めることなどできない。ある者はルドウィンたちの槍先に貫かれ、ある者は逃げようとしたところ馬蹄で踏みつぶされた。

　彼らの多くは不正貴族たちが私財を擲なげうって搔き集めたゼムの傭よう兵へいたちだ。

　傭兵は個人の戦闘力こそ高いが、集団行動は苦手である。統一された指揮系統はなく個々の判断で行動する。金で雇われているだけなので忠義も愛国心もなく、命が危なくなれば簡単に逃亡する。そのためルドウィンたちのような一個の意思として動けるような規律ある集団とは特に相性が悪かった。集団を一人で防ぐことはできず、かといって仲間と協力することもできない傭兵たちはルドウィンたちに次々になぎ倒され、壊走していった。

　そしてルドウィンたちは置き去られた大砲のもとに辿たどり着くと、それに火を放った。

（陛下にはあとで予算どうのと愚痴られそうですが……仕方ありません）

　多少、もったいない気がしたものの、放置するわけにもいかない。かといって、このような機動力のない物を引き摺ずって帰る余裕はない。破壊するしかなかった。悠悠と凱がい旋せんする近衛騎士団の背後で、轟ごう音おんと共に爆はぜた大砲から大量の黒煙が立ち上っていた。

　結論から言えば、この日、陸軍側はなんの成果も挙げられず、日没を迎えてランデルへと帰還することになった。戦果だけを見れば防衛側の勝利と言えるだろう。

　しかし、本来、攻め込んだのは禁軍側なのだ。防衛戦でいくら勝利していても、やがてはジリ貧となり追い込まれることになるだろう。

　そのことは誰の目にも明らかだった。




　◇　◇　◇




　その日の夜、ランデルにあるゲオルグ・カーマインの居城の会議室では、十数人の貴族たちがゲオルグに詰め寄っていた。

「カーマイン公！　なんなのですか、あの陸軍のやる気のなさは！」

「左様。戦場で鬼神の如ごとく怖おそれられた貴公らしくもない」

「まともに戦っているのは我々だけではないか！」

　彼らは皆、ソーマに不正を追及されるや否や逃げ出し、王との対決姿勢を鮮明にしていたゲオルグのもとへまるで誘ゆう蛾が灯とうに群がる蛾のようにやってきた者たち。

　不正の額が膨大すぎて返済義務を果たせず、王に反抗までしてしまった彼らには、もうあとがない。もし、この戦いでソーマに敗れることがあれば身の破滅だ。

　だからこそ私財を擲ってゼムの傭兵たちを雇用し禁軍に挑んだのだ。

　しかし、そんな彼らから見てゲオルグの戦い方は満足のいくものではなかった。

　今日の戦闘での陸軍の動きは消極的すぎた。国王の軍勢と戦うことで、陸軍兵士の士気が下がっているのはわかるが、ゲオルグは督戦さえする様子を見せない。苛烈な攻めで名を馳はせたゲオルグ・カーマインらしくない態度に、貴族たちは苛いら立だっていた。

「陸軍ふがいなし！　王との戦はすでに始まっているのですぞ！」

「王国にその名をとどろかせたゲオルグ・カーマイン公の力、見せてくだされ！」

「まさか今更怖おじ気けづいたのではありますまいな！」

「ほう……？」

　ゲオルグは貴族たちをギロリと睨にらんだ。たったそれだけのことで、威勢のよかった貴族たちは押し黙り、一歩身を引かされることになった。

「我が輩が誰に怖じ気づいたと言うのだ？」

「………」

　たった一言だけで、この場の空気を掌握してしまった。猛将の気迫に中あてられ、なにも言えなくなった貴族たちを見回し、ゲオルグは悠然とした態度で言った。

「貴公らこそわかっておられるのか。敵はわずかに一、二万といったところだろう。一夜にして砦を建てられたのには驚いたが、このままジリジリと攻め寄せるだけで、追い詰められていくのは相手の方である。無理して攻める必要がどこにある？」

「そ、それならば……たかが一万と言うなら、一気に攻め落とすべきなのでは？」

　一人の貴族が勇気を振り絞って言ったが、ゲオルグは鼻で笑った。

「その結果、さんざんに追い散らされたのはそなたらであろう。しかも、陸軍の兵器庫からカノン砲三基を持ち出し、あろうことか破壊されるという失態を犯した」

「うぐっ……申し訳ございません」

　ゲオルグに睨まれて、反論した貴族は縮こまった。事実、あのときのカノン砲の投入は、一向に攻め落とせないことに業を煮やした不正貴族たちの独断だった。兵器の管理者を自身の肩書きで脅し、無理矢理借り受けたのだった。結果、無駄にカノン砲三基を失うことになり、陸軍からも貴族軍は白い目で見られるようになっていた。

　ゲオルグは話を続けた。

「それに気になることがある。あの砦からはソーマの気配を感じなかった」

「戦を配下の者に任せ、王都で縮こまっているのではありますまいか？」

「あの王がそんな玉か。どこにいるかわからない状態であっても、必ずどこかで動いているはずだ。だからこそ釣り出す必要がある」

「つまり、砦の兵をエサにすると？」

　貴族の指摘にゲオルグは大きく頷うなずいた。

「ソーマがいま、どこでどんな策を弄しているかは知らぬが、一度派遣した軍を見殺しにしたとあっては兵からも民からも見放される。いずれはこの戦場に現れざるを得ない。そうやってのこのこ出てきたところを我らは砦の兵もろとも粉砕すればよい」

　ゲオルグは獅子ライオンの顔を持つ獣人だ。ニヤリと笑えば鋭い牙が露あらわになる。その牙を見て貴族たちは背筋が凍る思いがした。この男だけは敵に回したくない、と。

　ゲオルグは立ち上がった。

「しかし今日の攻めで諸君らは疲れたであろう。この戦は明日明後日で終わるようなものではない。攻めは我ら陸軍のみで行う故、明日一日はゆるりと休まれるがよかろう」

「「「　は、ははっ！　」」」

　ゲオルグからのねぎらいの言葉を受け、貴族たちは頭を下げて会議室から去っていった。

　すると、それと入れ替わるようにして、一人の男が入ってきた。

「失礼します。カーマイン公」

「……ベオウルフか」

　男の名はベオウルフ・ガードナー。黒い軍服を纏まとった狼おおかみの顔をした獣人で、陸軍において、いまは袂たもとを分かったグレイヴ・マグナと並び、ゲオルグ・カーマインの両輪と称された人物だった。いまの陸軍においてはナンバー２に当たる。

　そんなベオウルフに、ゲオルグは言葉少なに尋ねた。

「用意はできているな？」

「はっ！　万事抜かりはありません」

「うむ」

　敬礼するベオウルフにゲオルグは満足そうに頷くと、ニヤリと笑った。




　◇　◇　◇




　一方その頃、禁軍陣営ではハルバートとカエデが並んで食事を取っていた。

　食べているのはソーマが考案したという『即席ゼルリンうどん』だ。

　ゼルリンうどんを一度茹ゆでた後、濃いめの味を付けてから熱風で乾燥させ、食べるときにはお湯をかけて一分間（インスタントラーメンより水分を吸いやすいようだ）待てば完成という代物だ。カップとお湯さえあればどこでも食べられるという手軽さから、配給されている禁軍兵士からの評判も上々なようだ。

「野営でも食べられるってのが……ズルズル……いいよな」

「陛下は……チュルチュル……『揚げたかったけど油に入れたら溶けた！　俺はノンフライの生麺タイプより揚げ麺の香ばしい感じが好きなのに！』と嘆いてたのです」

「よくわからない……ズルズル……こだわりだな」

　そんなことを言い合いながら食事を終えると、カエデはハルバートの肩に身体からだを預けてきた。間近で感じるカエデの髪の匂いにハルバートは目を白黒させていた。

「お、おいカエデ。なにやってんだよ」

「ふふふ。ハル、私は嬉うれしいのですよ」

「はぁ!?　なにがだ!?」

「ハルが私のそばにいてくれることがですよ」

　そう言ってカエデはくすりと笑った。

「ハルが禁軍に来てくれてよかったのです。もし陸軍にいたままだったら、敵味方になっていたかもしれないのです。ここにいなかったかもしれないのです」

「おかげで四万の陸軍に囲まれたがな」

　照れくさそうに鼻を搔かきながらそんなことを言うハルバートに、カエデは微笑ほほえんだ。

「今日明日が勝負なのですよ。ここさえ乗り切れば……」

「乗り切れば？」

「ここさえ乗り切れば、すべてが巧うまくいくといいですねぇ」

「最後に希望混ぜるなよ！　そこまで言ったなら最後まで言い切れよ！」

「だから、守ってくださいね。ハル」

　幼おさな馴な染じみに可愛かわいくそうお願いされ、ハルバートは頭をガシガシと搔いた。

「ああもうわかったよ！　カエデもなにもかも守ってやろうじゃねぇか！」

「頼りにしてるのですよ、ハル」

　戦場の真っ只ただ中なかにある砦とりでで、二人は寄り添って笑い合った。







　―――大陸暦一五四六年十月一日




　夜が明け、再度陸軍の攻撃が始まった。

　しかし、昨日とは異なり、どこの方面も散発的な攻撃しかしてこなかった。

　矢や魔法は飛んでくるものの、無理に攻め寄せようとする部隊はなかった。昨日とは打って変わった消極的な戦い方に、ハルバートは首を傾かしげた。

「敵さんの攻撃、急にぬるくなったな」

「ゼムの傭兵たちも見当たりませんね。配置が変更されているということは、相手は持久戦に切り替えたのかもしれません」

　敵軍の様子を見ながらカエデはそう分析した。

　ハルバートは肩をグルグルと回した。

「それなら、少しは楽になるかな」

「戦場で油断は禁物なのですよ、ハル。足下を掬すくわれるのです」

「……わかってるよ」

　そしてそのまま陸軍による散発的な攻撃が続けられ、太陽が中天にさしかかった頃のことだ。物見台にいた兵士が、不意に大声を張り上げた。

「東の空に飛竜ワイバーン部隊多数!!　空軍です!!」

　物見の声にハルバートとカエデが緊張の面持ちで東の空を見上ると、数千の飛竜ワイバーンが編隊を組んでこちらへと飛んでくるのが見えた。

　ハルバートは思わず、カエデのことを抱き寄せた。カエデは自分の肩を抱くハルバートの手に自分の手を添え、「大丈夫なのですよ、ハル」と優しく微笑んだ。

「私たちは賭けに勝ったのです」

　飛竜ワイバーンはハルバートたちのいる砦を〝通過〟すると、ランデルのほうへと飛んでいった。
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　―――大陸暦一五四六年九月三十二日・紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう

　ソーマによる最終勧告が行われてからというもの、紅竜城邑の主カストール・バルガスは大忙しだった。紅竜城邑の手勢のみでゲオルグ・カーマイン側に与くみすることを決めたことにより、紅竜城邑が戦場になるおそれが出てきたからだ。

　カストールも今回のことが、個人的な意地によるものだというのは自覚している。

　自分の意地に領民を巻き込むわけにはいかない。そのため、紅竜城邑の市民たちを他都市へと退避させる作業に追われることになったのだ。普段はこういった仕事を家宰のトルマンに任せっきりにしているカストールだが、今回は自分で仕事をこなしていた。これが最後かもしれないと考え、領主としての責務を果たそうとしているように見えた。

　紅竜城邑内の居城『紅竜城』の政務室で、カストールはトルマンに尋ねた。

「市民たちの退避はどうなった？」

「すでに完了しております。いまや、紅竜城邑に残っている者は空軍部隊と、バルガス家の関係者のみとなっております」

「そうか……それはよかった」

　カストールは心底ホッとした様子で、椅子の背にもたれた。

「言っちゃあならないことかもしれないが、肩の荷が下りた気がする。背負うものがなくなったいま、一個の武人として振る舞えるんだからな」

「本当に、領主にあるまじき発言です」

「もともと領主ってガラでもなかったからな。親おや父じから空軍と領民を引き継いだものの、俺には経営の才はなかった。お前や奥のアクセラがいなかったらと思うと、ゾッとするほどゾッとしないぜ」

　カストールは天井の方を見上げた。

「いまにして思えば、アルベルト王は、あんな気弱な性格で、これよりもっと重いものを背負っていたんだよなぁ。……そしていまは、あのソーマっつう新王が背負っている。若いのにたいした玉だよ。姫様が髪を切ってまで、共に歩むと言ったのも頷うなずける」

　リーシアの断髪はゲオルグに向けたものだったが、その覚悟は見ていたカストールの胸にも届いていた。カストールは元来単純な性格なので、こういったストレートな感情表現にグッとくるたちなのだ。そんなカストールに、トルマンは呆あきれたように言った。

「いまさら見直したのですか？」

「ああ、見直したぜ。……ホント、いまさらだけどな」

　カストールは自嘲気味に言った。

　すでに後戻りはできない。する気もない。あとは潔くソーマを迎え撃ち、たとえ敗れるとも、歴戦の空軍大将としての意地を示すだけだった。

「各地の空軍部隊から、御お館やかた様さまに味方したいという要望が届いておりますが……」

　荒くれ者が多い空軍では力こそが正義という風潮があり、勇猛な大将であるカストールは部下からは慕われていたのだ。しかし、カストールはヒラヒラと手を振った。

「すべてはね除のけろ。俺の意地に付き合うことは許さねぇ」

「……そう言うと思いました」

　そんな不器用な主君を、トルマンはやれやれといった感じに見ていた。

「それで御館様。これからどうするおつもりなのです？」

「どうもしねぇよ。ただここでソーマを待つ」

「カーマイン公と合流はしないのですか？」

「紅竜城邑を空にはできねぇよ。それに、カーマイン公と共に戦うのはいいが、不正を犯した貴族どもと轡くつわを並べるのは御免被る。それではこちらの意地を通せない」

　もうカストールにとっては、この戦の勝敗は二の次だった。勝とうが負けようが、生きようが死のうが、世の人に笑われぬ戦い振りをしたいとだけ考えていた。

「この地でソーマを待ち、大軍で来るなら華々しく散る。こちらを舐なめて、少数の部隊しか派遣しないようなら食い破る。それだけだ」

「さて、そう思惑通りに進むでしょうか……」

　トルマンは手元にある書類に目をやった。

「偵察部隊の報告によりますれば、禁軍一万がカーマイン公領に向かったとのこと。そこにソーマ王が従軍しているかどうかは不明ですが、こちらに回す兵力はないかと」

「こちらをシカトするってのか？」

「百騎しかいないのですから、無視することも一案かと」

「はっ、ありえねぇな」

　カストールはトルマンの懸念を一笑に付した。

「カーマイン公率いる陸軍四万と空軍百騎、どっちが手て強ごわいと思う？　加えて、俺を倒せば空軍全軍がソーマの配下となる取り決めになっている。ソーマにとっての最善手はまず俺を討ち、空軍を引き連れてカーマイン公との最終決戦に臨むことだ」

「ですが、現実問題としてソーマ王の手元に余剰の兵力など……」

「わからねぇぜ？　新王は食えないヤツだし、その懐刀の宰相も切れ者と聞く。なにかしら、こちらの及びもしない手段を講じてくるかもしれねぇ」

　そう言うと、カストールは楽しそうに笑った。その顔はまるで、悪戯いたずらが成功するかしないかワクワクしている悪ガキのようだった。自分が窮地に陥るかもしれないのに、敵の謀略に興味津々なカストールを見て、トルマンはこめかみを押さえた。

「御館様のそういう感性にはついていけません」

「はっはっは、べつについてくる必要はねぇよ。というか……トルマン、お前は今回の戦いには参加するな」

　カストールは不意に真面目な顔になり、そんなことを言った。トルマンは一瞬、驚きで言葉を失ったが、少しして心を落ち着けると「……なぜです？」と尋ねた。

「私は最後まで御館様にお仕えする覚悟なのですが？」

「俺になにかあったとき、お前までいなくなっちまったら誰が空軍部隊を率いる。それに、ウォルター公に預けてあるカルルのことも気になるしな」

　そう言うとカストールは、少し淋さびしそうに笑った。

「ウォルター公はソーマ王についている。もし、俺たちになにかあったとしても、縁を切ってあるカルルに、バルガス家を継がせるくらいはしてくれるだろうさ。だが、カルルはまだ幼い。アクセラだけでは手に余るかもしれん。だからこそ、お前にもカルルの後見をして欲しいのさ。お前なら、バルガス家のこともよくわかってるだろうしな。だから……お前はなにがあっても生き残れ。これは命令だ」

「……酷な命令を出してくださいますな」

　トルマンは淋しさの混じった苦笑を浮かべたが、すぐに表情を引き締めると、背筋を伸ばし、足と足をピタッとくっつけて立ち、一礼をした。

「その命めい、たしかに承りました」

「……頼む」

　主従がそんなやり取りをしているときだった。部屋にカストールの娘カルラが、息を切らして駆け込んできた。

「父上！　ソーマの軍が現れました！」

　その言葉を聞き、カストールは勢いよく立ち上がった。

「来たか！　それで、どれぐらいの数を率いてきた？」

　ソーマがどれくらいの兵を率いてきたかで、自分の意地を見せつけられるかどうかが決まる。五千か、一万か。大軍を期待したカストールだったのだが、次に発せられたカルラの言葉に、自分の耳を疑った。




　―――敵軍の数は……〝一隻〟です！







「……マジかよ」

　城壁へとやってきたカストールが眺めてみれば、遥はるか向こうの平原から戦艦が一隻、こちらへと向かってくるのが見えた。紅竜城邑は平原の中にそびえる山の中腹に築かれた都市であり、周囲に戦艦が航行できるような大きな川はない。

　そもそも、あの戦艦は川でもなんでもない陸上を走っていた。

「父上、どうやらあれは戦艦『アルベルト』のようです」

　遠眼鏡で見ていたカルラがそう言った。

「『アルベルト』だぁ？　なんだってそんなもんが陸上を走っているんだ？」

　カストールがそんな素っ頓狂な声を上げた。

　戦艦『アルベルト』。前国王の名を冠された禁軍所有の唯一の艦船であり、王国海軍の旗艦だ。形状は日本海海戦時の連合艦隊旗艦『三み笠かさ』に似ているものの、内燃機関などはなく、巨大な海竜シードラゴン類が二頭立ての馬車のように牽ひくことによって前に進む。

　しかし、いま『アルベルト』を牽いているのは海竜シードラゴン類ではなかった。

「っ！　父上、御覧ください。『アルベルト』を牽いているのはライノサウルスです」

　カストールがカルラから遠眼鏡を受け取って確認すると、たしかに『アルベルト』を牽けん引いんしているのは、三頭の大型陸上生物ライノサウルスだった。

　さらによく見れば、『アルベルト』は船底あたりが改造されていて、側面には車輪のようなものが取り付けられているのがわかる。

「車輪を付けて、無理矢理地面を走らせてんのか!?　あんな改造をしたら、もう船には戻せねぇだろ!?　旗艦をここで使い潰すつもりか!?」

『仕方ないだろう。こっちはただでさえ戦力不足なんだからな』

「!?」

　突如聞こえた自分の疑問に答える声に振り返ると、そこには玉音放送の簡易受信機を持ったトルマンが立っていた。その背後ではなぜかカストールの部下たちが、玉音放送の宝珠を城壁まで運んできていた。そして、トルマンが持つ簡易受信機にはソーマ・カズヤの姿が映し出されていた。背後は暗くてよく見えない。

「たったいま、ソーマ王から書状が届き、玉音放送で話すことができるよう要請されましたので、準備いたしました」

　トルマンの報告を聞き、カストールは「……そうか」と頷いた。

「それで？　なんでこんな内陸部に『アルベルト』を持ってきた」

　カストールが尋ねると、ソーマは肩をすくめて見せた。

『いまの禁軍の輸送能力をなめるなよ。舗装した道路とライノサウルスさえ使えば、改造戦艦くらい楽々と運べるさ』

「そうじゃねぇ。なんでわざわざ持ってきたのかってことだ」

　知りたいのは手段ではなく目的だった。すると、ソーマは事もなげに告げた。

『それはもちろん、紅竜城邑を攻め落とすためだ』

　次の瞬間、




　ドオオオオオオオン！




　と、大きな音がした。そして、その数秒後に、ドゴッという音がしたかと思ったら、城壁が大きく揺れた。その揺れにつんのめりながら、カストールは辺りを見回した。

「なんだ!?　どうしたってんだ!?」

「ア、『アルベルト』より砲撃！　城壁に直撃した模様です！」

「砲撃!?……っ、そうか、カノン砲か！」

　魔法のあるこの世界では、火薬兵器はあまり発達していない。

　王国内で、陸上兵器としてカノン砲を所持しているのは陸軍だけだ。しかし、水上では水系統以外の魔法は弱まる傾向にあり、水上戦の主戦闘は艦船同士の砲撃戦となる。当然、艦船には大砲が搭載されている。禁軍所属の『アルベルト』にもだ。

　ソーマが『アルベルト』を持ち出したのは、そのカノン砲を用いるためだった。

『紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうみたいな山城を攻めるのは骨だからな。あまり時間もないことだし、遠距離攻撃ができる兵器に頼らせてもらったんだ』

「そのために戦艦を改造したってのか？」

　なんてことを思いつきやがる、とカストールは奇術を見ているような気分だった。

　もしも知識のある現代人だったなら、戦艦を列車砲（本来持ち運びの難しい大砲を列車に積むことで、長距離移動を可能にした兵器）みたいに運用しただけじゃないかと思うだろう。しかし、列車砲などという概念などまだないこの世界の人間にとっては、ソーマの発想自体が驚嘆に値するものだった。

　カストールはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて笑い出した。

「はっはっは、やるじゃねぇか！　船が陸を走るなんざ、思いもしなかったぜ」

『アンタは、こういう派手な仕掛けが好きそうだよな？』

　ソーマが尋ねると、カストールは「ああ」と頷いた。

「惚ほれそうだぜ。お前は、案外すげぇ王様になるかもな」

『いまからでも降くだってくれると楽なんだが？』

　ソーマはそう言ったが、カストールは静かに首を振った。

「残念だが……それはできねぇな。いまさら降るなんて、そんなみっともねぇマネはできねぇよ。ことここに至っては、お前を阻む壁として立ち塞がらせてもらおう。もし、お前が王としての資質を備えているのなら、この俺を越えてみせろ」

　カストールの戦意溢あふれる様子を見て、ソーマは目を細めた。

『……本当に残念だよ。カストール』




　ドオオオオオオオン！……ドガン!!




　また一発、紅竜城邑の城壁に砲弾が撃ち込まれた。

　カストールは、カルラに向かって命じた。

「カルラ、飛竜ワイバーン騎兵隊を率い、あの戦艦相手に存分に暴れてこい」

　カストールのそんな命を受け、カルラは目を丸くしていた。

「私が率いるのですか？　父上はどうするのです？」

「俺はここで、お前たちの戦いを見させてもらう。どのみち、どっちかは残ってないといけないだろうからな。あの砲撃を黙らせてこい」

「……承知しました！」

　カルラは飛竜ワイバーンのいる厩きゆう舎しやへと駆けていった。カストールはカルラの背中を見送ると、簡易受信機に映るソーマに言った。

「いま、娘が向かった。首を洗って待っていろ」

『その言葉、そっくりそのまま返してやろう』

　睨にらみ合う両者。ここに紅竜城邑を巡る戦いがはじまった。




　◇　◇　◇




　カルラに率いられた飛竜ワイバーン騎兵たちは、統率の取れた動きで大空へ舞い上がった。

　カルラ自身半竜人ドラゴニユートなので飛べるのだが、戦闘に専念するために通常時は飛竜ワイバーンに乗っている。風の魔法を使い、一度砲弾の届かない高々度まで上昇し、そこで編隊を組んでから急降下攻撃を仕掛けようというのだ。編隊を組み終わり、今まさに攻撃の号令を出そうとしたカルラの飛竜ワイバーンに、飛竜ワイバーン騎兵の一人が身を寄せてきた。

「お嬢。少しお待ちください」

「どうした？」

「こいつぁ妙ですぜ。こんなに高度を上げておりますのに、敵の後続部隊が一切見当たりません。敵の戦力は本当に『アルベルト』一隻のみのようです」

　訝いぶかしげな顔をする飛竜ワイバーン騎兵に、カルラは首を傾かしげた。

「その報告はすでに受けていただろう？」

「はい。ですがどこかに隠れているか、或あるいは離れた場所に部隊を置いているのかと思っておりました。お嬢、攻城兵器部隊のみで城を制圧できると思われますか？」

　そう問いかけられて、カルラは考え込んだ。

「……できないな。城へ攻撃することはできても、そこを制圧し維持する力はない。維持したいなら攻城兵器部隊とはべつに、歩兵などの部隊が必要だろう」

「はい。しかし、相手方にはその戦力が見当たりません」

「つまり……どういうことだ？」

「わかりません。ですが、敵はまだなにか仕掛けてくるのでは？」

　カルラは少し考えを込んだが、すぐに頭を振った。

「だとしてもだ。いまもまだ、紅竜城は砲撃に晒さらされている。父上の安全を確保するためにも、あの戦艦は破壊せねばなるまい」

「それも……そうでございますな……」

　飛竜ワイバーン騎兵にも思い当たることはなかったので、大人しく引き下がった。

　そしてカルラは右手を高々と掲げた。

「攻撃目標は戦艦『アルベルト』！　捕縛目標は国王ソーマ！　我らがバルガス家の武勇、かの王の目に刻みつけてくれん！」

『『『　おおおおおおおおおお！　』』』

　カルラの号令に屈強な空軍の男たちが声を上げた。

　他の軍に比べ、空軍は武力至上主義の風潮がある。空軍は強さこそが正義であり、強さこそが絶対。頭脳や駆け引きは他の軍に任せればいい。自分たち空軍は、ただ強くあり常に眼前の敵を食い破るべし。だからこそ、空軍の将兵たちは圧倒的な強さを誇るカストール・カルラ親子のことを敬愛していた。

「全飛竜ワイバーン騎兵隊に告げる！　降臨し、吶とつ喊かんし、蹂じゆう躙りんせよ！」

　そんな敬愛するカルラが右手を振り下ろすと、空軍の将兵たちは戦艦『アルベルト』に向かって急降下を開始した。

　野戦における飛竜ワイバーン騎兵の必勝戦術は、急降下と同時に飛竜ワイバーンが放つ『火炎息吹フアイヤーブレス』で地上を焼き払い、一転上昇に転じ、地上の部隊が弓に矢をつがえたときにはすでにそこにはいないという速攻の戦術だ。陸戦装備ではこの高威力、高機動の攻撃への対処が難しい。

　戦艦『アルベルト』の主砲といえどもその速さを捉えることはできず、その装甲も、この飛竜ワイバーン部隊の攻撃の前にはそう長くは耐えられるものではない。

　戦艦『アルベルト』の陥落など時間の問題だと思われた……のだが、




　シュタタタタタタタタタタタタタタタッ……。




　次の瞬間、『アルベルト』の方角から、急降下していった飛竜ワイバーン騎兵に向かって無数のなにかが飛んできた。それが杭くいのような太さのある矢だとわかったときには、飛竜ワイバーン騎兵たちはその矢の雨の中に突っ込んでしまっていた。

「なっ!?　矢だと!?」

「ぐあっ……」

「つ、翼がやられました！　墜落します！」

「退避！　退避いいいい！」

　まるで地上から雨が降っているかのように射うち込まれる矢の攻撃に、たまらず飛竜ワイバーン騎兵隊は上昇に転じた。いまの攻撃だけで、何騎かの飛竜ワイバーン騎兵が射ち落とされた。下からの攻撃だったので、被害は騎士よりも飛竜ワイバーンの方に集中していた。無事に離脱できた飛竜ワイバーンの中にも、身体からだのどこかに矢を受け、ふらついているものがいる。

　この惨状を見て、カルラは拳を腿ももに打ち付けた。

「なんだあの矢は！　あの数は！」

「まだ数百メートル上空にいる飛竜ワイバーン部隊に届く矢など人間技ではありますまい。またあの数……おそらくは風の魔力を付与した『対空連れん弩ど砲ほう』かと思われます」

　飛竜ワイバーン騎兵の報告を聞き、カルラの眉間が険しくなる。

「対空連弩砲だと!?　なんで船にそんなものが積んであるんだ!?」

「おそらく……城壁に備えてあったものを搭載したのでしょう」

　対空連弩砲は風の魔力が付与され飛距離が格段に上がった矢を一秒間に何十発と放つことができる、対飛竜ワイバーン戦に特化した兵器だ。通常は城壁などに備え付けられる代物であり、船に搭載するなどというのは聞いたことがない。

　というのも竜ドラゴンと飛竜ワイバーンの違いの一つに、竜ドラゴンは海を怖おそれないが飛竜ワイバーンは海を怖れるというものがあるからだ。飛竜ワイバーンは陸地の見えない海を見ると怯おびえ出し、暴れ出して制御不能になるという性質がある。つまり陸上の飛竜ワイバーンと海上の戦艦が戦うことはまずなく、戦艦は対飛竜ワイバーン戦用の装備を積む必要がなかったのだ。

　そのため、カルラを始めとした飛竜ワイバーン騎兵たちは、自分たちの天敵であるはずの対空連弩砲の存在をいまのいままで失念していたのだ。

　カルラは再度、自分の腿に拳を打ち付けた。

「くそっ、我らの認識の裏を搔かかれたか……」

　思い返してみれば、この戦いがはじまってからというもの、こちらの認識を崩されっぱなしだった。船が陸を走り、その船には本来積んでいないはずの兵器が搭載されている。なまじ常識に添った行動をしたために、散々に翻弄されてしまったのだ。

（あの王の策か、黒衣の宰相の策かは知らないが、性格悪すぎやしないか）

　カルラは内心で独りごちた。実際、この策はソーマとハクヤの合作だった。ソーマが以前にいた世界の兵器や戦術をハクヤに提案し、それをハクヤが敵の心情の裏を搔けるような策へと修正したものだった。性格が悪いとすれば二人ともだろう。

　しかし、いまのカルラにとって、そんなことはどうでもよかった。

「対空連弩砲を積んでるとなると、あの戦艦はもはや小城ですな。厄介なことです」

　配下の飛竜ワイバーン騎兵の分析を聞いて、カルラは舌打ちをした。

「くそっ……どうすればいいのだ」

「そうですな……もはや小城とは申しましても形状は戦艦でございますれば、その死角は残ったままかと思われます」

「戦艦の死角？」

「海面と甲板との狭はざ間まです。戦艦は自身の甲板より下にいる相手には、攻撃の手段がありません。あの『アルベルト』の場合、陸上から甲板までの間が死角となっているはずです。つまりあの戦艦を攻撃するためには……」

「超低空飛行で接近すればいいんだな！」

　カルラは良策を得たとばかりに喜んだ。本来、飛竜ワイバーンで超低空飛行するのはいつ地面と激突してもおかしくない危険な行為なのだが、そこは熟練の空軍部隊だ。

「聞いたな！　各騎、低空で飛行し、『アルベルト』に接近！　速やかに主砲及び対空連弩砲などの各種兵器を無力化せよ！」

「了解ですが、兵器だけですか？　艦橋を粉砕した方が早いのでは？」

　一人の飛竜ワイバーン騎兵の言葉に、カルラは静かに首を振った。

「あの戦艦にはソーマがいると思われる。そして、ソーマの近くにはリーシア姫がいるかもしれない。艦橋を攻撃して、リーシア姫まで傷つけるようなことはあってはならないことだ。よって兵器を無力化するだけでいい。ソーマは生かしたまま捕らえよ」

　配下にそう命じながらも、カルラの内心は違っていた。

（それに、ソーマを討ってしまったら、リーシアが悲しむだろうしな）

　カルラは最終勧告の様子をカストールの後ろで見ていた。当然、リーシアが髪を切る様子もバッチリとだ。あのリーシアの覚悟にはカストールも感じ入ったようだが、彼女の友であり、また同じ女性でもあるカルラはより強く感じ入っていた。あの綺き麗れいな髪を躊躇ためらいなく切り捨てるほどに、リーシアはソーマと生きる覚悟を決めていたのだ。

　最初は親に無理矢理決められた婚約だったはずだ。だからこそ、カルラはリーシアを助けるんだと息巻いて、王に反抗した父のもとに残った。……しかし、あのような覚悟を見せられては認めるしかない。すでにリーシアは、ソーマのことを心から想おもっている。

（リーシアのことを思うなら、父上を説得すべきだったんだ。そして、敵対するのではなく、配下として支えるべきだったのだろう……まあ、いまさらだがな）

　いまさら、どんな顔をしてリーシアと会えるというのか。

　カルラは気持ちを振り払うかのように頭を振ると、配下の騎士たちに頭を下げた。

「諸君らには余計な苦労を掛けるが、よろしく頼む」

　カルラが頭を下げると、男たちはドンと胸を叩たたいた。

「任せてくだせぇ、お嬢」

「必ずソーマを捕らえて御覧に入れます！」

　男たちの頼もしい返答に、カルラは頷うなずくと右手を掲げた。そして、

「かかれぇ！」

　掲げた右手を振り下ろし、再度、突撃の号令を掛けた。

　飛竜ワイバーン騎兵たち全騎は、まるで糸の切れた人形のように、飛竜ワイバーンの頭から垂直に落下していった。そして、地面に激突するすれすれで体勢を立て直し、地表を這はうような超低空飛行に入る。危険な軌道ではあったが、さすがに日頃から厳しい訓練を積んでいるだけあって、この一連の行動での離脱者は一人も出なかった。

　カルラを先頭にした飛竜ワイバーン騎兵たちは超低空飛行を維持したまま、真っ直すぐ『アルベルト』へと向かっていった。見立て通り、砲撃も矢の雨も飛んではこない。カルラは目視で『アルベルト』の艦橋側面に対空連弩砲が配備されているのを確認した。

「見つけた！　各騎、予定通り敵の兵器を攻撃！　ソーマがどこにいるかわからないから余計な部分には中あてるなよ！」

「「「　おう！　」」」

「行くぞ……発射フアイア！」

　カルラの号令と共に、飛竜ワイバーンたちの口から火球が放たれた。火球は次々に『アルベルト』の各種兵器にぶち当たった。『アルベルト』の前後射配備された主砲二基は爆発を起こし、対空連弩砲は燃え落ちた。爆発の有無は火薬兵器か否かによるものだ。

　すべての兵器を一瞬にして破壊し、飛竜ワイバーン騎兵隊は『アルベルト』から立ち上る煙に乗るかのように上昇に転じた。勝利を確信し、カルラは優雅に飛竜ワイバーンを旋回させた。

「よし！　これより『アルベルト』に突入！　ソーマの身柄を確保する！」

「「「　おおおおおお！　」」」

「………」

　意気の上がる飛竜ワイバーン騎兵隊の中でただ一人、カルラだけは怪け訝げんな顔をしていた。

（……おかしい。『アルベルト』には副砲もあるのに、攻撃してきたのは主砲二基と対空連弩砲だけだった。弾幕を張るなら、数は少しでも多い方がいいはずなのに。もしかしてあの戦艦には……〝数〟がいないのか？）

　カルラがそう疑ったときには、飛竜ワイバーン騎兵たちはすでに『アルベルト』の艦橋へ向かっていた。カルラは訝いぶかしく思いながらも、彼らのあとを追った。

　そして、カルラが『アルベルト』の艦橋に辿たどり着くと、そこで目にしたのは人っ子一人いない、がらんとしたブリッジの光景だった。

　いま現在、人の姿が見えないのはもちろんだが、最近まで人がいたような形跡さえもない。呆ぼう然ぜんとするカルラに、駆け込んできた飛竜ワイバーン騎兵が報告した。

「報告！　現在戦艦『アルベルト』内を捜査中ですが、ソーマはおろか、兵士一人として発見できません！」

「バカな!?　それでは、我らはいままで誰と戦っていたというのだ!?」

　まるでキツネに摘つままれたかのようだ。人ひと気けのない船。見つからない砲撃手。これではまるで、話に聞く幽霊船ではないか。ソーマ王は得体の知れない秘術でも操るのか。飛竜ワイバーン騎兵たちの背筋が寒くなった頃、新たな報告がもたらされた。

「報告します！　破壊された主砲と、対空連弩砲の残骸の中から甲かつ冑ちゆうと思われる物の一部が発見されました！」

「甲冑？　死体なのか？」

「それが……見つかった籠こ手ての中には、マネキン人形の手があったとのことです」

「マネキン人形？」

　砲撃手の代わりに発見されたマネキン人形。

　そして、さきほど自身が感じた、『もしかして戦艦には〝数〟がいないのではないか』という予感。それらを加味した結果、カルラはあることに思い当たった。

「全騎、急ぎ城へと戻るぞ！」

「まだソーマを発見できてはおりませんが？」

　慌てた様子のカルラに、飛竜ワイバーン騎兵たちは首を傾かしげながら尋ねた。

　そんな飛竜ワイバーン騎兵たちに、カルラは無念そうな表情で告げた。

「いいや……おそらく、この戦艦にソーマはいないのだろう。どのような魔法かは知らないが、発見されたという人形を操り、我らを攻撃させていたのだろうな。我らは無人の『アルベルト』に、まんまと釣り出されたということだ」

「釣り出された……っ!?　まさか、ヤツらの狙いは!?」

　ようやく気付いた様子の飛竜ワイバーン騎兵たちに、カルラは重々しく頷いた。

「おそらく、紅竜城におられる父上だ」




　◇　◇　◇




　―――小一時間ほど前。ソーマ・カズヤの視点。




　カストールとの敵対は、俺たちにとって想定外の出来事だった。

　ゲオルグは不穏な行動をとっているし、カストールもエクセルの説得を受けて、彼女のもとに妻子を預けている。だけど、たとえ直前まで反発していたとしても、最後にはカストールもこちら側についくれるだろうと思っていた。

　しかし、それは甘い考えだった。俺たちはカストールの男気を侮っていた。

　まさかカストールが、ゲオルグとの友ゆう誼ぎに殉じる覚悟で、敵方に回るとは思っていなかったのだ。配下を慮おもんぱかって、味方するのは自身と手勢百騎のみだったのがせめてもの救いだけど、この情報がエクセルの放った密偵からもたらされたときは、ハクヤと一緒に頭を抱えたものだ。綿密に練っていた計画の一部を、変更をせざるを得なくなったからだ。

　カストールとの敵対が確定したとき、もっとも問題となったのは、紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうに送る兵力がなかったことだった。

　動かせる一万五千の兵のうち、近衛騎士団と禁軍一万はカーマイン領に送らねばならなかったし、五千はアミドニア公国軍のいる王国南西部へと派遣している。エクセルの協力はとりつけたものの、海軍にはべつの動きを指示していた。

　つまるところ、手元に兵がほとんど残っていなかったのだ。

　カストールの手勢は百騎とはいえ、陸軍戦力五百に相当するという飛竜ワイバーン騎兵だ。中途半端な数を送ったところで、紅竜城邑を陥落させることなどできないだろう。

　この兵力不足を受けて、俺とハクヤが選んだのは、策に策を重ねて相手を翻弄し、奇襲によって紅竜城邑を一気に占領してやろうというものだった。

　まず、禁軍所属の戦艦『アルベルト』を陸上移動砲台に改造する。

　小山の中腹にある紅竜城邑に圧力を掛けるためには、どうしても遠距離攻撃兵器が必要になる。そこで『アルベルト』のカノン砲を使おうと思いついたのだ。参考にしたのは戦記物のマンガなどで見た列車砲だ。車輪を取り付け、トモエちゃんのおかげで数を揃そろえることができたライノサウルスに牽ひかせれば、地上を走らせることもできる。

　……まあ、かなり無茶な改造をしてしまったので、もう二度と船に戻すことはできないだろう。禁軍が持つ唯一の艦を使い潰す形になったけど、背に腹は替えられない。

　そんな移動砲台『アルベルト』で、俺たちはまず、紅竜城邑へと砲撃を加えた。これには相手もさぞや驚いたことだろう。船が陸上を走って、砲撃してくるわけだからな。

　それと同時に、玉音放送の宝珠を使ってカストールと連絡をとる。

　そうすることで、『アルベルト』に俺が乗っているかのように思わせたわけだ。こういった人の心理を利用した策は、ハクヤの得意とするところだった。

　カストールはきっと手勢の飛竜ワイバーン騎兵百騎を率いて、『アルベルト』に攻撃を加えることだろう。飛竜ワイバーン騎兵は威力と機動力を兼ね備えた兵科だ。城壁を壊す威力のカノン砲も、それこそ、当たらなければどうということもない。ただ陸に揚げただけの『アルベルト』では、飛竜ワイバーン騎兵隊によって文字通り瞬殺されてしまうだろう。

　そうならないように、『アルベルト』には飛竜ワイバーンキラーである『対空連れん弩ど砲ほう』を搭載していたのだ。対空連弩砲を搭載しているとなれば、飛竜ワイバーン騎兵隊もそう簡単には接近できないだろう。少なくとも時間稼ぎはできるはずだ。

　ちなみに、『アルベルト』の中でカノン砲や対空連弩砲を動かしていたのは、俺が【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で操っている人形だった。つまり、『アルベルト』は無人だったのだ。

　そして、カストールが手勢の飛竜ワイバーン騎兵たちを率いて無人の『アルベルト』を攻撃している間に、手薄になった紅竜城邑を落としてしまおうと考えたのだ。

　エクセルが味方となったことで、俺たちは紅竜城邑の下にも王都にあったような脱出通路が存在していることを知っていた。その通路を使い、アイーシャを始めとする少数精鋭の部隊を送り込めば、堅固な城といえども容易たやすく制圧できるだろう。

　紅竜城邑さえ制圧してしまえば、今度は紅竜城邑の対空連弩砲が戻ってくるカストールたちを襲うことになる。それに自分の居城が陥落したとなれば、カストールもさすがに負けを認めるだろう……と、そう思っていた。

　しかし、ここでも俺たちの計画外のことが起きてしまった。

　カストールが紅竜城邑に残っていたことだった。

　紅竜城邑の対空連弩砲を掌握しようとやってきた城壁で、俺たちは残っていたカストールと鉢合わせしてしまった。カストールの後ろには家宰風の中年男性も控えている。

　バッチリと目と目が合ってしまった俺とカストールは、

「……カストール・バルガス」

「……ソーマ・カズヤか」

　と、互いの名前を呼び合った。こうして、面と向かって会うのは初めてだった。

　実際に会ったカストールは大きく、そして画面越しよりも若く感じた。赤い髪に竜ドラゴンの翼と尻尾を持っているものの、顔立ちは端整で、武将というよりは青年っぽかった。

　あまり時間をかけてはいられなかったけど、俺は礼儀として名乗ることにした。

「エルフリーデン王国で暫定国王をやらせてもらってる相そう馬ま一かず也やだ」

「空軍大将カストール・バルガスだ」

　俺が名乗ると、カストールも素直に名乗った。そしてカストールは首を傾げた。

「お前らがここにいるってことは、つまるところ、あそこでドンパチやってる戦艦は陽動ってことか？」

「ああ。手薄になった紅竜城邑を一気に落とす計画だったんだけどな……」

「はっはっは、俺が残ってて残念だったな」

　カストールは愉快そうに笑った。

　そんなカストールの様子を、俺は訝しく思った。

「残っていると言っても二人だろ？　笑っていられる状況じゃないと思うが？」

「おっと、お前らと戦うのは俺一人だ。このトルマンは関係ねぇ」

「バルガス家にお仕えしている家宰のトルマンと申します」

　すると、背後に控えた中年の男性が、こちらに向かって会釈をしてきた。

「空軍においてはバルガス公の副将をやっておりました」

「トルマンは今回のことには無関係だ。もし俺が負けたときには、こいつに空軍を率いさせるといい。こいつなら空軍大将として立派に働けるはずだ」

　そう言いながら、カストールはトルマンの背中をバシバシと叩たたいた。

　自分が負けたときのことを考えて、後任を推挙するのか。

「……そこまでの潔さがあるなら、もうこんなことはやめにしないか？　お前だってもうわかっているんじゃないのか？　この戦いの無意味さを」

「無意味ってことはねぇだろ。お前は俺を倒した男になれるんだからな」

　そう言うとカストールはニヤリと笑った。

「『空軍大将カストール・バルガス』を倒したって事実は箔はくになる。すでにエクセル公はお前に従っている。これでカーマイン公を倒してみろ。いまは領地で日和見している貴族連中も、こぞってお前に従うようになるだろうさ」

「お前……」

「まあ、だからって、簡単に負けてやる気はねぇけどな」

　そう言うとカストールは腰に差していた剣を抜いた。

「陛下、お下がりください！」

　カストールから俺を庇かばうように、アイーシャたち潜入部隊が前に出た。その中に俺の人形である『ムサシ坊や君（大）』も混ざっているのが絵的にシュールだった。

　すっとカストールは俺に剣先を向けた。

「お前は勇者なんだろ？　俺とサシで勝負してみるか？」

「無茶言うな。普段内政しかしてない一般人に相手ができるわけないだろ」

　一騎打ちの申し込みをされても、俺は肩をすくめるしかなかった。

　潜入部隊としてここに来たけど、俺は警備兵一人として倒していない。まあ、ここでは役立たずだけど別方面ではいま、俺は戦っている真っ最中だった。

　分割した意識をフルに使って、戦艦『アルベルト』内に残した鎧よろい人形たちを操って主砲と秘ひそかに積み込んだ対空連弩砲を操作し、釣り出した飛竜ワイバーン部隊と交戦していたのだ。

　しかし……飛竜ワイバーン騎兵隊の練度は想像以上のようだ。意表は突けたようだけど、飛竜ワイバーンキラーと呼ばれる対空連弩砲でも、あまり長くは足止めできないかもしれない。

　すると、アイーシャが大剣で斬りかかった。

「カストール！　いつまで陛下に剣先を向けているのです！」

「ぐっ、ガキんちょのくせになんつう馬鹿力だ」

　そう言いながら、自身の剣でアイーシャの大剣を受け止めるカストールも、かなりの馬鹿力だと思う。ガキんちょ呼ばわりされ、アイーシャは憤慨したようだ。

「陛下の前では言いたくないのですが、これでも数十年は生きております！」

「はんっ、こちとら百年以上はこの国のために戦ってきてんだよ！」

「むむむむ……」

　いやいや、お前ら、どこで張り合ってんだよ。長命種族特有のプライドみたいなものでもあるんだろうか？　すると、

「竜ドラゴンの血を継ぐ半竜人ドラゴニユートを、なめてかかると怪け我がじゃすまねぇぜ！」

　カストールの背中の羽がこちらを威圧するようにバサッと開いた。

　そのときに生じた風圧だけで、近くにいた何人かの兵士が壁まで吹っ飛ばされた。アイーシャも地面に手を突くことでなんとか堪えている。……これが半竜人ドラゴニユートの力か。人と竜ドラゴンの血を継ぐ種族ってのは伊だ達てじゃないな。

　そして次の瞬間、床を蹴ったカストールが、わずかに滞空した状態で突っ込んできた。他の者には目もくれず、抜き放った剣を真っ直すぐ俺に突き立てようとする。

「陛下！」

　俺を庇うようにアイーシャが前に立ちはだかり、カストールの突撃を大剣で受け止めた。ガキンッと金属同士が激しく衝突した音が鳴り響く。

「はっはっは！　やるじゃねぇか、ダークエルフの女！」

「アイーシャです！　陛下には、指一本触れさせません！」

　アイーシャは大剣を力任せに振るい、カストールをはじき飛ばした。

　カストールはヒラリと着地しながら悪態を吐ついた。

「くそっ、なんて馬鹿力だ！」

「ええ。私は頭がよくありません。ですが頭がいい人なら、姫様も、ハクヤ殿も、ジュナ殿も、ウォルター公もいます。それでも陛下の覇業に私の力が役に立つと言うなら、それで傍そばにいられるのならば、私は〝馬鹿力〟で構いません！」

　アイーシャは大剣を構え直した。ジリジリとカストールとの間合いを詰める。

　カストールは愉快そうに笑った。

「よい忠義だ。お前にとって、ソーマはよい主君なのか？」

「わかりません！」

「おい……」

　そこまでハッキリと言い切ることはないだろう。さすがに傷つくぞ。

「私は馬鹿ですから、よい主君がどういうものかはわかりません。ですが、私はこの陛下の傍にいたいと思っています！　直じか談だん判ぱんを聞いてくれたから、王様の国の料理が美お味いしいから、里を救ってくれたからなど、理由はいろいろありますが、やはり一番はその人となりが好きだからです！　ソーマ陛下や姫様たちと、ずっと一緒にいたいからです！」

　アイーシャらしい、計算のないストレートな言葉。

　……なんか照れるな。そんな場面じゃないのはわかってるけど、美人のダークエルフにそこまで言ってもらえて嬉うれしくないわけがない。頰が弛ゆるみそうになる。

　カストールはさらに愉快そうに笑った。

「はっはっは！　やっぱりお前、俺やカルラに似てるわ！　だがっ」

　カストールは真面目な顔になると、剣を構えた。

「その忠義に見合う力がなければ、主君はおろか自分さえ守れねぇぜ？」

　そう言ってカストールが、再度アイーシャに斬りかかろうとしたそのとき、

『そんなことはさせないわ』

「!?」

　いつの間にかカストールの背後をとっていた『ムサシ坊や君（大）』が、手にしていた薙なぎ刀なたでカストールに斬りかかった。カストールは咄とつ嗟さに振り返ってその一撃を剣で受け止めたが、反撃にうつろうとした瞬間、ムサシ坊や君はクルリと反転した。すると、まるで蛹さなぎから蝶ちようが出てくるかのように、その背中を突き破り、何者かが飛び出した。

　ムサシ坊や君から飛び出したのは、レイピアを構えたリーシアだった。

「なっ!?　リーシア姫だと!?」

　リーシアの奇襲に、カストールは思わず剣を引いてしまった。リーシアはカストールにとって忠誠を捧ささげていた主家の娘だ。本来なら剣を向けてよい相手じゃない。

　これがもし、最初からリーシアの姿が見えている状態で対たい峙じしていたなら、カストールの武力をもってすれば傷つけることなくリーシアを無力化することもできただろう。

　そうならないように、またこうなることを見越して、リーシアにはムサシ坊や君の中に隠れて、チャンスを待ってもらっていたのだ。

　そしてこの躊ちゆう躇ちよが、カストールにとって致命的な隙となった。

「凍りなさい！　【氷ひよう剣けん山ざん】！」

「くっ」

　その隙を逃さず、リーシアが至近距離から氷の魔法を放った。ギリギリで回避したカストールだったが、狙いのはずれた魔法は石壁や石畳にぶつかり、そこに氷の棘とげを発生させた。大きな翼のせいでかさばるカストールは、棘に囲まれて動けなくなった。

「くそっ」

「アイーシャ！」

「了解です、姫様！」

　身動きの取れなくなっているカストールに向かって、アイーシャは手にした大剣の側面をフルスイングで叩き付けた。氷とともにはじき飛ばされるカストール。城壁にぶつかり氷が砕かれる音と、一瞬遅れてカストールが壁に叩き付けられる音が響いた。

　人がぶつかって壁にヒビが入るなどという、バトル物のアニメでしか見たことのないような光景がそこにあった。俺なら間違いなく即死しているだろう一撃を受けて、満まん身しん創そう痍いながらも意識を手放さなかったカストールは、さすがは半竜人ドラゴニユートといったところだろうか。

　壁に背を付け、引き摺ずるようにして腰を落としたカストールが呻うめいた。

「ぐっ……ここまでか……俺の負けです、姫」

「カストール公……」

　悲しげな顔をするリーシアに、カストールは小さく笑った。

「そんな顔をなさるな。意地を通し、戦って敗れたのですから悔いはありません。それより……そこのダークエルフに聞いたことを、姫にもお聞きしたいのですが？」

「……なんでしょうか？」

「ソーマは……よき王なのでしょうか？」

「ええ。私には、よき王です」

　カストールの問いかけに、リーシアはハッキリと言い切った。

「国にとって、国民にとってよい王かどうかは、その王が死んだときに評価されるべきことです。最初のうちは善政を敷いていた王が、晩年には暴君に成り果てたという例は枚挙にいとまがありません。だからこれは、あくまでも私個人の意見です」

「………」

「ソーマの政策は回りくどかったり、突拍子もなかったりすることも多いけど、見ていて安心できるんです。この国が、少しずつでも着実によくなっているのが実感できるから。だから……たとえ我わが儘ままだと言われようと、私はソーマに王でいて欲しい。もしも父上が王位を返せって言ってきたって、私はソーマのもとで父上と戦います」

　それは、以前にも聞いた言葉だった。あれはたしか、新都市建設予定地に行く前だったか。徹夜続きで疲れ、仮眠を取ろうとしていた俺にリーシアは言った。

『これだけは忘れないで。私はソーマに王でいて欲しい。代わりの王なんていらない。もし父上が王位を返すよう言ってきたとしても、私はソーマのもとで父上と戦うわ』

　言葉が変わらないのは、気持ちが変わっていないという証あかしか。

　……嬉しかった。俺が王でいいんだと、言ってくれる人がいることが。安心できるのは俺の方だ。リーシアが傍にいてくれるから、俺は王様をやれているんだ。

　そんなことを考えていると、遠くで『アルベルト』が爆発するのが見えた。

「リーシア、空軍が戻ってくる。早くあれを」

「……わかったわ」

　俺が促すと、リーシアは懐から黒い物を取り出すと、カストールの首に巻き付けた。

「ご存じでしょうが、奴隷用のアイテム『隷属の首輪』です。主人の意思で自由に収縮させることができ、主人に害を及ぼそうとすれば、自動的に首を刎はねる魔法が込められています。この首輪を主人の意思なく外そうとすれば、同じく首を刎ねられます。自害もできません。そして、この首輪の主人はソーマ・カズヤに設定されています」

「……もはや、抗あらがう気力もありません」

　首輪を着けられ、カストールは力なく握っていた剣を放した。鍔つばが石畳に跳ねて、カランという音が鳴る。この戦いの勝敗が決した瞬間だった。すると、

「父上！」

　燃えるような赤い髪に金色に輝く瞳、それに竜ドラゴンの翼と尻尾を持った少女が空から降ってきて、肩を落としたカストールに駆け寄った。そう言えばエクセルが、

『孫娘が一人、カストールのもとに残っております……』

　と、沈痛な面持ちで言っていたっけ。だとするとこの少女が、カストールの娘のカルラなのだろうか。ついさきほど、戦艦『アルベルト』が爆発したけど、赤い鎧姿なのを見ると、もしかしたら彼女はいままで『アルベルト』と戦っていたのかもしれない。

　カルラは俺の顔を見るや否や、腰の剣を抜き放った。

「おのれ、よくも父上を！」

「やめろ、カルラ！」

　斬りかかろうとするカルラを、カストールが止めた。

「父上!?　ですが……！」

「もういい。俺たちは負けたんだ」

　するとリーシアが俺を庇うように、カルラの前で両手を広げた。

「もうやめて、カルラ！　バルガス公にはすでに『隷属の首輪』を着けているわ！　ソーマを殺せば、バルガス公も死ぬことになるわ！」

「リーシア!?……そうか……負けたのか」

　カルラの身体からだから力が抜けた。

　その手から剣がこぼれ落ち、カルラは力なくその場にへたり込んだ。茫ぼう然ぜん自じ失しつといった表情のまま目からは涙が流れ落ちていた。

　少し胸が痛んだけど、彼女もまたこの反乱に荷担した者だ。特別扱いはできない。俺はアイーシャに頼んで彼女にも『隷属の首輪』を着けてもらった。

　その頃には戦艦『アルベルト』と戦っていた飛竜ワイバーン騎兵たちも、集まりだしてきた。皆一様に殺気立っていたものの、カストールとカルラの首に『隷属の首輪』が捲まかれているのを見ると、手出しができないことを悟り歯は嚙がみしていた。

　飛竜ワイバーン騎兵たちからの視線は痛いけど、いまはそんなことを気にしてはいられない。

「バルガス家の家宰トルマン！」

「……ここに」

　俺が声を張り上げると、カストールが言った通りに一切の手出しをせず、黙って成り行きを見守っていたトルマンが前に進み出てきた。

「最終勧告時に設けた決まりを憶おぼえているだろうな。『相手を討つか捕縛したら、その配下の軍を即座に支配下に置く』という取り決めだ」

「はい……」

「見ての通りだ。空軍大将カストール・バルガスは捕縛した。これより貴殿に一時的な空軍大将の権限を与える。空軍部隊を率いて禁軍の指揮下に入れ！」

「はっ。承知いたしました……が、一つお聞きしてもよろしいでしょうか」

　トルマンは悲壮感が見える顔で尋ねてきた。

「……なんだ？」

「バルガス公とカルラ様はどうなるのでしょうか」

「二人の沙汰は戦後に吟味する。いまここで言い渡すことはない」

　そして俺は居並ぶ飛竜ワイバーン騎兵たちを見回しながら言った。

「いま、禁軍の指揮下に入れば、ここにいる者たちはカストールの命令に従わされただけとして処理する。従わぬ者は戦後に、カストールと同じ反逆者として裁かれることになるだろう」

「俺たちに御お館やかた様さまたちを売れってのか！」

「そうだ！　俺たちはカストール様を見捨てないぞ！」

　飛竜ワイバーン騎兵の中から威勢のよい声が上がった。俺は声が上がった方を睨にらんだ。

「よく考えろよ。この国には連座制があるんだ。国家反逆罪ともなれば貴殿らだけでなく、その親類に至るまで処断されることになる。その覚悟あっての発言だろうな！」

「「　………　」」

　部屋の中が静まりかえった。命知らずの空軍将兵といえども、賭けられる命は精々自分のものだけだろう。家族にまで累が及ぶと言われて貫き通せる意地などなかった。

　重苦しい空気の中、トルマンが俺に頭を下げた。

「……仰せに従います。陛下」

「ト、トルマン殿！」

「我らはまだ戦えます！」

「黙れ！　抗うほどにバルガス公の立場を悪くしていることがわからんのか！」

「ぐっ……」

　反対意見を一喝で黙らせ、トルマンは再度頭を下げた。

「御命じください、陛下。我ら空軍は今後どのように動けばよろしいでしょうか」

　殊勝に頭を下げるトルマンに、俺は命を下した。

「まずは玉音放送で戦闘終結を宣言しろ。バルガス公は捕縛され、空軍は禁軍の指揮下に入る旨を領民たちに公表せよ。その後、この場にいない空軍部隊の召集を急げ。軍が揃そろい次第、カーマイン領へと向かってもらう。尚なお、この期に及んでも抵抗を続ける者は、戦後に反逆者として処断する旨も併せて公表せよ。よいな！」

「ははっ！　必ずや」

　トルマンは一礼すると、命令を実行するべく動き出した。

　こうして負けた側はもちろん、勝った側にしても〝余計な戦闘〟を強いられ、苦々しかったバルガス公領での戦闘が終結した。まずは一つ、乗り越えた。

（これでようやく……カーマイン公領へと向かうことができる）

　俺は城壁から遥はるか西の方角を見た。

　そこで、あの漢おとこが待っているはずだ。

「待たせたな、ゲオルグ・カーマイン。いま行く」

「………」

　そんな俺の様子を、リーシアが心配そうに見ていたことには気付かなかった。
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　―――大陸暦一五四六年十月一日・紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう




　飛竜ワイバーンが飛び交い、戦艦が発砲する喧けん噪そうに包まれた戦いから一夜が明けた朝。

　俺とリーシアとカストールの娘カルラは、紅竜城の政務室で朝飯を食べていた。

　憔しよう悴すいした様子のカルラの後ろでは、背負った大剣の柄つかに手を掛けたアイーシャが「不穏な動きがあればいつでも斬れます」とばかりに控えている。

　そういえばアイーシャの扱いって、まだ「押しかけ護衛」のままだったな。紅竜城攻略に功があったわけだし、親衛隊長のような肩書きを新たに創設して就任させるのもいいかもしれない。……まあ、それも戦後の話だ。

　カストール・バルガスを捕縛し空軍を掌握した俺たちは、そのまま紅竜城邑内に留とどまって、空軍全軍が集結するのを待っていた。いまごろは、未いまだ来ない者への呼び出しや、集まってきた者たちの編制で、戦闘後に到着したハクヤやトルマンは大忙しだろう。

　カストールと反抗的な飛竜ワイバーン騎兵の一部は王都へ送還しておいた。

　ぞろぞろ連れ歩いても邪魔になるだけだし、カストールは『隷属の首輪』を装着している。首輪には魔法が付与されていて、少しでも不用意なことをすれば、締まったり、最悪の場合は首が胴体と切り離されるそうだ。そんな『隷属の首輪』を着けている以上、道中で彼を奪還しようとするヤツらもいないだろう。

　ちなみにカストールの娘カルラだけは残して近くに控えさせている。

　こちらは空軍に対して目に見える形での人質を用意した方が、余計な反抗の芽を摘めるという判断からだった。彼女にも『隷属の首輪』が着けられているし、背後でアイーシャが目を光らせているから余計なことなどできないだろう。

　そのせいかは知らないけど、昨日の荒々しさはどこへやら、今日のカルラは黙りを決め込んでいた。そんなカルラに代わって、いつも以上に饒じよう舌ぜつなのがリーシアだった。

「カルラってこう見えて、結構尽くすタイプだと思うの。根が律儀だから、どんなに嫌なことだって頼まれたらちゃんとやるだろうし。いい女の子だと思うわ」

「………」

　その内容は、カルラの売り込みだった。

　さっきからしきりにカルラの女としての魅力を語っている。

　昨日まで敵総大将のものだった政務室で、パルナムから持ち込んだ弁当（昨日まで敵地だった場所なので、毒などを盛られないように用意してきた）を食べながら、いずれは正妃となるだろう婚約者に、『隷属の首輪』を着けてそばに控えている敵総大将の娘を側妃にどうかと勧められる。中々にカオスな光景だった。

　ちなみに正妃と側妃の違いだけど、この国では子供が王位継承権を持つのが正妃、持たないのが側妃という扱いになっている。

　正妃も側妃も複数持つことができる（正妃・側妃の順位は第一○妃、第二○妃……といった形で表される）が、正妃になるには貴族・騎士階級以上の身分が必要となる。

　逆に、側妃にはどのような身分の者であってもなることができる。世間体さえ気にしなければそれこそ奴隷さえも側妃にすることが可能だった。

「そ、それにね。カルラって脱いだら凄すごいのよ？　鎧よろいの上からじゃわからないかもしれないけど、私よりもよっぽどボン・キュッ・ボンなの。半竜人ドラゴニユートで寿命も長いからずっと若々しいままだし」

「な、なにを言い出すのだ、リーシア!?」

　さすがに自分のプロポーションをバラされたら、カルラも黙りを決め込んではいられなかったようだ。しかし、そんなカルラをリーシアは一喝した。

「カルラは黙ってて！　ねぇソーマ、カルラって男好きするような……」

「……リーシアっ」

「っ」

　少し強めに言うとリーシアは言葉を詰まらせた。その怯おびえたような表情を見て……胸が痛くなる。そんな顔をさせたいわけじゃないのに。俺は頭をガシガシと搔かいた。

「リーシアがなにを考えているのかはわかる。でも、それをすることのリスクをちゃんと考えているのか？」

「………」

　側妃を進んで娶めとれという正妃はいないだろう。それなのに第一正妃候補のリーシアが、しきりにカルラを側妃に娶れと勧めるのは、カルラを救いたい一心からだった。

　カストールに従っていた空軍将兵たちは、参戦したかしないかにかかわらず、一兵卒に至るまでいまは賊軍の嫌疑が掛けられている。もちろん、そのすべてを賊徒として処罰するわけにもいかず、今後は禁軍の指揮下に入ることを条件に、「空軍大将カストールを始めとする一部上層部に従っていただけ」として処理することになっている。

　だからこそ、カストールにはその責を負わなければならない。

　そんなカストールの娘であり、自身もこの戦いに参戦してしまったカルラには戦後、カストールと同じ裁きが降くだることが確実視されている。

　このままでは処刑は免れないだろう。そう思ったからこそリーシアは、カルラを側室へと押し込もうとしているのだ。

　この国では王の権限は強い。建前上、司法は独立しているのだけど、王が強権を振るえば犯罪者を〝法の裁きにかけない〟ことも不可能ではないからだ。リーシアは、俺にカルラを気に入らせて、彼女を裁判にはかけないように働きかけさせようとしているのだ。

　だけどそれは……簡単にやっていいことじゃない。

「無理が通れば道理がひっこむ。国王が法を守らなければ、法に守られている国民は国王を敬わなくなるかもしれない。横紙を破れば、その報いはあとで自分たちに降りかかることになる。そのリスクは、リーシアだってわかってるだろ？」

「それは、……だけど……」

　もちろん、そんなことはリーシアだってわかっているのだろう。それでも友のために言わずにはおれなかったのだろう。まったく……王様ってのは嫌な役回りだ。

「だけど、私は……」

「リーシア、命乞いなど不要だ」

　言葉を探すリーシアに、カルラは静かな声でそう告げた。

「リーシアが再三、書簡で恭順を促してくれていたのに、突っぱねたのは私たちだ。そして、負ければこうなることがわかった上で、私は父上に付き従った。自業自得だろう。私とて武人の端くれだ。こうなった以上、この命を惜しんだりはしない」

　カルラはすでに覚悟を決めてしまっている様子だった。リーシアと仲がいい理由がわかった気がする。一度こうと決めたら、絶対に曲げない頑固で一いち途ずな性格はリーシアによく似ていた。だからこそ、溜ため息いきを吐つくしかない。

「その覚悟を、リーシアが悲しまない方向で使って欲しかったよ」

「返す言葉もない。お前は私のように……うぐっ」

「カルラ!?」

　言葉の途中でカルラが呻うめいた。どうやら『隷属の首輪』が締まったようだ。このアイテムは主人に対しての「お前」呼ばわりも許さないわけか。かなり厳しいな。

　数秒後、苦痛から解放されたらしいカルラは、心配そうに見つめるリーシアに「だ、大丈夫だ」と言った。そして改めて俺の方を見ると、頭を下げた。

「たしかに、不敬な言い方でした。だから言い直させてください。ソーマ王、貴方あなたは私のように、リーシアを悲しませることのないよう願います」

「……わかっている」

　そんなやりとりをしていると、政務室にハクヤとトルマンが入ってきた。トルマンは俺の前に立つと、ビシッと軍隊的な敬礼をしてから報告してきた。

「ソーマ陛下。空軍の召集、完了しました」

「よし。では……行くとしようか」

　俺は立ち上がると、それぞれに命令を下した。

「ハクヤ、ここの後始末を任せる。それと、ここの宝珠を使ってアルトムラでアミドニアと睨にらみ合っているエクセルに連絡を取れ。時間稼ぎは本日夕方まででいいと伝えろ」

「御意に」

「トルマンは空軍部隊を率い、カーマイン領のランデルに空爆をかけろ。ただし、空爆目標は城壁の対空連れん弩ど砲ほうとランデル本城のみとする。間違っても民家に火薬樽だる一つ落としてくれるなよ！　もし民間人を殺害した者あらば戦後に処罰する。よいな！」

「はっ！　承知いたしました！」

「リーシアとアイーシャは俺と共に来てくれ。ルドウィンたちと合流する」

「わかったわ」

「承知しました、陛下」

　よし。全員に命令を下した後でカルラの方を見た。

「カルラ、お前も俺たちと来い」

「いまさら人質としての価値もないでしょう。牢ろうにでも入れておいてください」

　力なくそう言うカルラに、俺は静かに首を振った。

「お前は見届けるべきだ。自分たちが一体、誰に踊らされていたのかを」

「？……なんのことだ？　私たちは誰にも踊らされてなど……」

「いいや、踊らされてたんだ。なにせ、俺たちだってそうなんだからな」

「なんだと？」

　怪け訝げんな表情をするカルラに、俺は溜息を吐きながら言った。

「俺たちだって、完全に把握しているわけじゃない。それでも、最後まで演じきれば見えてくるんじゃないかな。この戦いが、一体、誰の筋書きなのかが」




　◇　◇　◇




　―――同日。数時間後。カーマイン公領都市ランデル。




　カーマイン公領の中心都市であるランデルを囲む城壁では、のんびりとした空気が流れていた。いま現在も陸軍と禁軍は交戦状態にあったが、その戦闘はすべて、禁軍がランデルの目前に建設した砦とりでで行われている。

　そのため、ランデルを囲む城壁には、矢の一本も飛んでは来なかった。

「退屈だねぇ……」

　城壁の守備を仰せつかった陸軍兵士の一人がそう呟つぶやいた。そんな呟きを聞きとがめた仲間の兵士が渋い顔をした。

「おいおい、俺たちはいま禁軍と戦争中なんだぞ」

「そうは言ってもよぉ……戦ってるのはあの砦周辺だけじゃないか。こんなところで守備している意味があるのか？」

　すると別の仲間が「はっはっは」と笑った。

「いいじゃないか退屈で。お前は前線で禁軍と戦いたいのか？」

「そ、そうは言ってないけどよ」

「前線のヤツらは、むしろ俺たちと配置換えして欲しいだろうよ。禁軍に弓引けば、途端に賊軍だ、賊徒だと言われる。しかも禁軍には、カーマイン公と袂たもとを分かたれたグレイヴ・マグナ殿ら元陸軍兵が交じっているって言うじゃねぇか。なにが悲しくて同じ釜の飯を食った者たちと戦わねばならんのだ」

「まったくだぜ。南の方じゃアミドニアが動いているという話もある。王もカーマイン公もなにを考えておられるのか」

　また別の兵士が愚痴に乗っかってきた。

「そう考えれば城壁の守備で万々歳じゃないか」

「……そうかもな」

　最初にぼやいた兵士もそう納得しかけた、そのときだった。

「おい、東の空を見ろ！　なにかが来るぞ！」

　誰かが上げたそんな声に、全員が東の空を見た。

　目をこらして見れば、たしかに東の空に、蚊柱のようなわらわらとしたものが見える。一瞬、鳥の大群かと思ったが数が多すぎる。その数、千近くはいるだろう。その大群が近づいてくるにつれて、それが空軍の飛竜ワイバーン騎兵隊だということがわかった。

　途端に、兵士たちの間に安あん堵どした空気が流れた。

「……よかった。バルガス公は味方だ」

「空軍が応援に来てくれたんだ！」

「となれば、この戦ももう終わりだな。あんな砦、空軍が爆撃すれば簡単に落ちるだろ」

　皆「もっともだ」といった顔でしきりに頷うなずいた。

　……そう、確かにこの戦いの終幕は近い。

　しかし、その幕引きは兵士たちの予想とは真逆の形でもたらされることになる。

　ランデルの目前に建設された禁軍が籠もる砦を〝通過した〟空軍は、ランデルの城壁に設置された対空連弩砲に対して、火薬の詰まった樽を大量に投下したのだ。




　◇　◇　◇




　ランデル上空を飛行する飛竜ワイバーン騎兵隊。彼らを率いるトルマンが見つめる眼下では爆音が鳴り、炎が飛び散り、黒煙が立ち上っていた。空爆目標だった対空連弩砲は、設置されていた場所の周囲の城壁と一緒に、跡形もなく消し飛んでいた。

　空軍の使用した火薬樽は、戦国時代の海賊が、敵船を沈めるために用いた炮ほう烙ろく玉だまと似た仕組みの兵器で、早い話が花火玉のようなものだった。

　導火線となる油をしみこませた縄の長さによって爆発までの時間が調整されていて、火を付けて投下すれば一定時間後に炸さく裂れつする。焼しよう夷い弾だんのように着地の衝撃で爆発するものではないが、空軍は高度と投下するタイミングを計ることで設定する時間を調整し、似たような形での運用を可能にしていた。

　ちなみに、失敗して地面に激突して散らばった火薬に、成功した火薬樽の火花が飛んで燃え移り、被害範囲はどうしても大きくなってしまうようだ。

（いまの空爆で、一体何人の陸軍兵士が死んだだろうか……いや）

　トルマンは頭を振ると、暗くなりそうな気持ちを抑え込んだ。

（許しは請いません。これも御お館やかた様さまと姫様のためなのです）

　戦後に行われるであろうカストール・カルラ両名への沙汰を、少しでも軽いものとするためにも、ここで空軍は手柄を上げておかなければならない。トルマンは気持ちを奮い立たせるように、全空軍部隊に対して号令を掛けた。

「対空連弩砲は沈黙させた！　これより我らはランデル本城に対して空爆をかける！　間違っても居住区画には落とすなよ！　我ら空軍の誇りをかけて、これ以上余計な死者を出すわけにはいかんのだ！」

「「「　おおおおお！　」」」

　トルマンが飛ばした檄げきに空軍の将兵たちは声を張り上げた。そして飛竜ワイバーン騎兵の編隊は、ランデルの中心に位置するゲオルグ・カーマインの居城に空爆を開始した。
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　―――同時刻。ランデル近郊。




　トルマン率いる飛竜ワイバーン騎兵隊が、ランデルの城壁に対して空爆を開始した頃。

　俺、リーシア、アイーシャ、それに捕虜のカルラを乗せた禁軍所属のゴンドラ付き飛竜ワイバーンが、ルドウィンたちの籠もる砦に降り立った。攻撃を受けている砦への着陸は危険な行為なのだけど、陸軍は突如始まったランデルへの空爆に驚き、退却していった。

　そのため、俺たちは悠々と砦入りすることができたのだ。

　飛竜ワイバーンのゴンドラから降りた俺たちを、ルドウィン、ハル、カエデが出迎えてくれた。三人とも多少の疲労は見られるものの、怪け我がなどはしていないようでホッとした。わずか一日半の籠城戦とはいえ、不測の事態は起こりうるからな。

　俺は出迎えに来たハルと拳を付き合わせた。

「予定通り、空軍を連れてきたぞ」

「予定通り、陸軍の攻撃を凌しのぎきってやったぜ」

　互いに互いが挙げた成果で胸を張り合った。

「たった一日半だろ。それぐらい保もたせてくれなければ困る」

「バカ。相手はカノン砲まで出してきたんだぞ？　ダークエルフの援軍が来なかったら相当の被害が出ていたかもしれない」

「そうか……援軍には戦後に報いるとしよう。ともかく、無事でなによりだ」

「ソーマもな。弱いんだからあんま無茶すんなよ？」

「ハルこそ、強いけど考えなしだからな。勝手に突っ込んでって自滅しそうだ」

　胸の張り合いから、なぜか互いの欠点の言い合いに移行する俺とハル。

　そんな俺たちをリーシア、アイーシャ、カエデは呆あきれ顔がおで見ていた。

「あの二人ってば、なにやってるんだか」

「あれもまぁ、男の友情なのではないでしょうか？」

「ハルは陛下に対抗意識を燃やしているだけなのですよ」

　好き勝手なことを言う女性陣。そんな中でカルラだけは、俺たちがどういう人間関係なのかわからずに目をパチクリとさせていた。

「あの男……国王に対して随分なれなれしいのだな」

「ハルバート士官は友人づきあいを許されているのよ。つまり、私たちと一緒よ」

　リーシアがそう教えてあげていた。

　すると、ルドウィンが俺の前に膝を突き、報告してきた。

「陛下、命じられました砦の建設及び防衛の任、果たしましてございます」

「大儀だった。ルドウィンらの献身には、戦後に必ず報いよう」

　仕事口調で報告されたのでこちらも仕事口調で応じた。いきなり偉ぶった俺を見て、ハルたちがニヤニヤ顔をしていたけど、無視だ無視。いまは時間が惜しい。

「ルドウィン、兵たちを纏まとめ上げて移動の準備を急がせろ」

「はっ！　では、ランデルを攻めるのですか？」

「いや……ここでの戦いはもうお終しまいだ」

「？　それはどういう……」

「報告します！」

　次の瞬間、禁軍兵士の一人が駆け寄ってきた。酷ひどく慌てふためいている。あまりの勢いにアイーシャやルドウィンが抜刀しかけたほどだった。

　兵士は身体からだを投げ出すように平伏すると、声を張り上げた。

「ランデル城に白旗が揚がりました！　わ、我が軍の勝利にございます！」
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　それより少し前、ゲオルグ・カーマインの居城『ランデル城』では突如受けた空軍からの奇襲に騒然となっていた。城内では様々な噂うわさが飛び交っていた。

　カストール・バルガス公が裏切ったのか。

　国王とバルガス公は裏で通じていたのではないか。

　いやこれを企たくらんだのは歴戦の女傑エクセル・ウォルター公なのではないか。

　……と、それはそれは様々な憶測を呼んだのだが、ソーマの奇策によって空軍がたった一日にして敗北したという事実を言い当てる者はいなかった。

　そんなランデル城内においてとくに騒いでいるのは、昨日の砦攻めで私兵が疲弊し、今日は前線を外されてランデル城内で休養していた不正貴族たちだった。彼らはランデル城を揺るがした爆音が空軍の空爆によるものだとわかるや否や、こんなときにもかかわらず、政務室で政務をこなしていたゲオルグ・カーマインのもとへと駆け込んだ。

「カーマイン公!?　このようなときに何を悠長な！」

「空軍が裏切ったのですぞ！　早く対策を立てませんと！」

「御下知願います！　我らはどうすればよろしいのですか！」

　ほとんど罵ば詈り雑ぞう言ごんのようにわめき立てる貴族たちに、今まさに空爆の情報を告げるべくやってきた狼おおかみ顔の獣人副官ベオウルフは眉を怒らせた。

　その無礼な物言いに腰の剣を抜きかけたところだったが、

「ベオウルフ」

「……はっ」

　ゲオルグに声を掛けられ居住まいを正した。ゲオルグは静かな声音で尋ねた。

「今の空爆による被害状況はどうなっておる？」

「はっ。城への空爆に対しては屋根や塔の一部が吹き飛んだ程度であり、幸い負傷者はわずかとのこと。……しかし、城壁に設置されていた対空連れん弩ど砲ほうは奇襲にてすべて喪失。城壁を守備していた兵士たちも動揺しているとのことにございます」

「そうか……」

　ベオウルフの報告にもゲオルグは顔色一つ変えなかったが、そばで聞いていた貴族たちの顔は真っ青になっていた。対空連弩砲の喪失はそのまま、飛竜ワイバーン騎兵隊に対抗する手段の喪失を意味している。今の陸軍に空軍の爆撃を止める手段はない。つまり、このまま城の中に籠もっていても、一方的に爆殺されるだけだということだ。

　ゲオルグは鬣たてがみと一体化している顎あご髭ひげを撫なでた。

「つまり我らは城内の民すべてを人質に取られたようなものだな」

「はっ。そのようでございます」

　ベオウルフの返答を聞き、ゲオルグは口角を上げながら言った。

「ならばこの戦、我らの負けだな」

　あっさりと負けを認めたゲオルグの発言に、不正貴族たちは一瞬、なにを言われたのかがわからなかった。負けた。彼がそう言ったことを理解すると同時に、顔を赤だったり青だったりに染めながら、ゲオルグに詰め寄った。

「な、なにを言っておられるのです、カーマイン公！　我らはまだ負けておりません！」

「左様！　陸軍はほぼ無傷で残っています！　いくらでも挽ばん回かいできますぞ！」

「対空連弩砲がないならば、ある都市まで退けばよろしい！　そこで再起を図り、王と禁軍を迎え撃ちましょう！」

「……ランデルを捨てろと申すのか」

　徹底抗戦を主張する貴族たちに、ゲオルグは呆れたように言った。

「領民を捨てて何が領主であるか。領民を見捨てて逃げ出した領主を、他都市の領民が受け入れるわけがなかろうに」

「なにを仰おつしやる！　領民など勝者に従うしかない者どもです！　たとえ一時の不興を買おうと勝ってしまえば勝手に靡なびきまする！」

「左様！　綺き麗れい事ごとも生きてこそにございます！　まずは生き延びることを考えねば！」

　この期に及んでも、自分のことしか考えていない貴族たちの言葉を聞きながら、ゲオルグは溜ため息いきを吐ついた。

「結局、我が身可愛かわいさか。そういえば、貴殿らはそのような者たちであったな。まったく……しばらく対外戦を経験しないうちに、ここまで根腐れを起こしていたとはな。やはり若き芽吹きのためにも、朽ちた枝葉は一掃せねばならん」

「カーマイン公？　一体なにを言って……」

　急にゲオルグの雰囲気が変わったことに困惑する貴族たち。ゲオルグはそんな彼らを無視し、ベオウルフに告げた。

「ベオウルフ。予定通りに頼む」

「っ！……御意っ」

　ベオウルフが右手を掲げると、いきなり抜刀した兵士たちが、部屋の中へと乱入してきて貴族たちを取り囲んだ。二、三十人の兵士に切っ先を突き付けられ、身動きがとれなくなった貴族たちは、ここに来てようやく、ゲオルグに謀られたのだということに気が付いた。兵士たちに武装を剝ぎ取られ、次々に『隷属の首輪』を着けられていく。

「これは、どういうことです、カーマイン公！」

「まさかカーマイン公！　我らの首を差し出して王に助命を乞う気か！」

「ず、ずるいですぞぉ！」

「おのれぇ！　汚いぞ、ゲオルグ・カーマイン！」

　まだそんなことを言う貴族たちに、ゲオルグは再度落胆の溜息を吐いた。

「貴殿らと一緒にされるのも心外だ。……連れていけ」

　拘束された貴族たちは兵士たちに部屋から連れ出された。

　暴れようとした者もいたが、すでに『隷属の首輪』を捲まかれていたため、主人に設定されているベオウルフの意思で首輪を締められ、意識を刈り取られた。

　扉が閉められ、姿が見えなくなってからも、廊下からはゲオルグを口汚く罵る声が聞こえてきた。しばらくして、その声も聞こえなくなったころ、ようやくゲオルグは椅子に腰を落ち着けた。そして一息吐いてから、ベオウルフに尋ねた。

「ヤツらの私兵とゼムの傭よう兵へいたちはどうなっておる？」

「はっ。いまごろは我が手勢に拘束されていることでしょう」

　ベオウルフの返答を聞き、ゲオルグは満足そうに頷うなずいた。

　そして、いままでの厳いかつい印象を脱ぎ捨てるような、穏やかな笑みを浮かべた。

「我がこと成れり。これでもうなにも思い残すことはない」

「………」

　晴れ晴れとした様子のゲオルグとは対照的に、ベオウルフは苦悩の表情を浮かべていた。

　これからしなければならないことを思うと気が重いのだろう。そんなベオウルフの気持ちもわかっているゲオルグは、つとめて穏やかに命じた。

「ではベオウルフ。我が輩にも頼もうか」

「……はっ」

　僅かな逡しゆん巡じゆんを見せたが、ベオウルフはゲオルグの首にも『隷属の首輪』を捲いた。

　主人に絶対服従を強いる死の首輪を捲かれているのにもかかわらず、ゲオルグはまるで披露宴に出るための一張羅の蝶ちようネクタイを、奥さんに直してもらっているような、そんな穏やかな顔をしていた。『隷属の首輪』が捲き終わり、ゲオルグは陸軍大将として最後の命令を下した。

「禁軍に降伏の使者を送り、陛下の指揮下に入れ。不正貴族の軍を除くすべての将兵は我が命に従っただけだ。罪はすべて我が負う。後のことは……そなたとグレイヴに託す。よいな！」

「……はっ。直ちに」

　敬礼をしてベオウルフは部屋から出ていった。

　その背中を見送ると、ゲオルグは政務室の机の一番下の引き出しを開けた。

　中にはリーシア姫が生まれた年代の葡ぶ萄どう酒しゆが入っていた。リーシアが生まれたときに先代王アルベルトから『いかなるときも娘を守って欲しい』という願いとともに、下賜された物だった。その日から、大事に大事に取っておいた。

　リーシア姫が士官学校を卒業し、自分の手元に置いていた頃に何度か、『姫様の婚礼の日に、我が輩はこの酒で酔いつぶれる所存』と、笑いながら話したものだった。

（婚礼……か。姫様の花嫁姿を見られぬことのみは心残りだが、誰よりも大きな婚礼祝いを献上できたのだと思えば、悪い気分ではない。この酒は……誰ぞに頼み、あの若き王に届けさせるとしよう。姫様を奪っていった相手故、少々憎々しくはあるがな）

　自嘲気味に笑いながら、婚礼の日にソーマとリーシアが並び立つ姿を思い描いた。

（王はこの城に入られるであろうか……一度、直じかに会って話してみたいものだ）

　そう願ったゲオルグだったが、そんな彼に届けられたのは、

「報告！　ソーマ王はランデルには入らず、すでに禁軍を率いて〝西へ〟と向かったとのことです！」

　……という報告だった。またすぐに、「陸軍はグレイヴとベオウルフのもとで再編され次第、すぐに禁軍の後を追え」という命が下ったことも併せて報告された。

　その報告を聞いたとき、ゲオルグは一瞬目を丸くしたが、




『ならば、その大木を踏み越えさせてもらおう』




　そう言ったときの、ソーマの顔が思い浮かんだ。

　そしてゲオルグはすぐに察した。

「がっはっは！　そうか、そういうことか！　王は王で大魚を狙っておられたのだな！」

　途端に全てを悟ったゲオルグは、大声を上げて笑い出した。

「なるほど我が輩は踏み台にされたわけだ！　これは王の策か？　それともあの黒衣の宰相の策か？　どちらにしても見事だ、若者たちよ！　新しき世代よ！　もはや我が輩の時代は終わった！　さあ王よ、姫様よ！　手を携えて、この古木を越えて行くがよい！　若き芽吹きとエルフリーデンに栄光あれ！」

　自分の時代の終しゆう焉えんを、ゲオルグは心から祝福した。

　李り代だい桃とう僵きよう。桃の代わりに李すももが僵たおれる。

　それは自らを犠牲にして、最大の勝利を摑つかむ、ゲオルグ渾こん身しんの策だった。
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　ここまでの戦いの状況を整理しよう。

　まず、ここまでの一連の戦いは、先代王アルベルトの急な禅譲に三公が反発し、臣従の意思を見せなかったことから始まった。俺が王位を譲られてからというもの、三公たちはそれぞれの軍とともに自領へと逼ひつ塞そくしていた。

　三公たちは俺が人材を集めて、国を立て直そうと必死になっていた時期にも非協力的だった。また、俺が財政を再建させる際に不正を追及された一部貴族たちが逃走し、カーマイン公領に身を寄せたこともあって、その対立は決定的なものになっていった。

　そして先日の最終勧告を経て、ついに王と三公とが争う事態に発展したのだ。

　ただし、三公のうち海軍大将エクセル・ウォルターだけは最終勧告の際に、俺に恭順する意思を示し、禁軍と海軍が争うことは回避された。

　そして、最終勧告を拒絶したゲオルグと、そんなゲオルグとの友ゆう誼ぎに殉じる覚悟でカストールが俺に対して反旗を翻し、今回の戦を招くことになったのだ……とまあ、これがいま、国民はおろか、アミドニア公国も信じているシナリオだった。




　―――しかし、このシナリオは、あくまでも表面上はそう見えるというだけのものであり、その内情とはまったく異なっていた。




　まず、エクセルは最終勧告時に俺に臣従したように思われているけど、実際はもっと早くから臣従の意思を示していた。エクセルは孫娘であるジュナさんを俺のもとへと派遣し、俺の王としての資質を量っていた。そしてジュナさんから資質アリという報告を受けると臣従の意思を示し、ジュナさんを繫つなぎ役として連絡を取り合っていた。

　ただ、不穏な動きを見せていたゲオルグを監視し、反発しているカストールを説得するためにその事実は伏せ、しばらくの間は他の二公たちと行動を共にしていたのだ。

　次に、この戦いが起こった経緯も違っている。

　そもそも、俺とハクヤが練っていた計画はまったくべつのものであり、三公を征伐しようなどとは思っていなかったのだ。

　リーシアからゲオルグの人となりを聞くかぎり、話せばわかってもらえる相手だと思っていたし、カストールにしても、短慮なところがあるとはいえ、エクセルとゲオルグから説得されれば、渋々かもしれないけど従うだろうと考えていた。

　しかし、ゲオルグが不正貴族を匿かくまってしまったことで、その予定が狂ってしまった。

　というのも、俺もハクヤも不正貴族たちを重く見てはいなかった。すでに職は追われているし、国境線を封鎖して財産さえ接収してしまえば、どこへ行こうが構わないとさえ思っていた。しかし、そんな貴族たちをゲオルグは手元に置き、自軍に加えてしまった。

　当初はリーシアから聞いていた話と違うと、憤慨さえしたものだった。

　そんなとき、俺たちの前に陸軍から離脱したというグレイヴ・マグナが現れた。




　◇　◇　◇




　一応、街でのハルが働いた無礼を詫わびるためという名目があったけど、そんなものがなくても彼は俺たちの前に現れたことだろう。グレイヴにはゲオルグより託された、ある密命があったのだ。彼はハルの無礼を詫びた後で、こう切り出した。

「それで陛下。重ねる無礼を承知で申し上げたきことがございます」

　俺がなにかと尋ねると、

「その……あまり多くの者に聞かれたくない話でございますれば……」

　と、そう言って人払いを願ってきた。

　俺がリーシア、アイーシャ、ハクヤ、ハル、カエデ以外の人間を下がらせると、グレイヴはついに今回のゲオルグの計画について語り出したのだ。

「カーマイン公は不正を犯した貴族どもを一カ所に集め、共に反乱を起こして陛下に鎮圧されるつもりなのでございます」

　ゲオルグは潜伏されると厄介な不正貴族たちを一網打尽にするため、敢あえて俺との対決姿勢を鮮明にし、不穏分子たちの誘ゆう蛾が灯とうとなったのだ。

　そして、陸軍の中でとくに信頼できるグレイヴたちを『不正貴族を匿った事への不信感』を理由に離脱させ、禁軍に合流させて戦後の陸軍を纏まとめ上げられる人材を残した。あとは不穏分子たちが集まりきったところで俺の最終勧告を拒絶し、戦闘状態へと突入……自分諸もろ共とも貴族たちを捕らえさせようという計画だった。

　陸軍四万は強敵だけど、禁軍・空軍・海軍が協力して当たれば簡単に鎮圧できる。

　実際、今回の陸軍との戦いにおいても、空軍の奇襲で対空連れん弩ど砲ほうを破壊するだけで、陸軍が降服する体裁を整えることができたのだから。そして降服するタイミングで、貴族とゼムの傭兵を含むその私兵を、ゲオルグの息のかかった家臣が捕縛する。

　それがゲオルグの計画だった。

　その計画をグレイヴから聞かされたとき、俺は思わず怒鳴った。

「ふざけるな！　誰がそんなことをして欲しいと頼んだ！」

「お怒りはごもっともでございますが……カーマイン公自身のお考えにございます」

　グレイヴは低頭しながらも、意思を曲げる気はないようだった。

「なぜそのようなことをする！　不正貴族はすでに職も解任され、財産もこちらで差し押さえている。そんな虫けらなんて放っておけばいいだろう！』

「カーマイン公に言わせれば！……それが甘いのでございます」

　グレイヴは激げき昂こうしかけたが、それでもグッと抑え込んだ。臣下の身分で国王と言い合いをするわけにもいかないのだろう。それを見て、俺の頭も少しは冷えた。

「……なにが甘いのか」

「陛下、腐った小麦は周囲の小麦までも腐らせるのです。貴族の厄介な点は横の繫がりにあります。互いの影響力を維持するために、子女の婚姻を繰り返し縁戚を作ってきたのです。おそらく不正程度の理由で裁判に掛けても、他家の横よこ槍やりが入るでしょう。また、たとえ家を失ったとしても、縁戚の家の保護下に入ってしまうことも考えられます。ですので彼らを一度、国家反逆者の地位まで貶おとしめる必要があるのです」

「………」

　グレイヴの言いたいことは理解できた。

　しがらみだらけの不正貴族を裁くためには、彼らを親類まで責が問われるような重罪人にまで貶めて、自分たちにまで累が及ぶ事態を恐れた他の貴族たちが、自分たちの意思で彼らと絶縁するように仕向けなければいけないということなのだろう。

　理に適かなっているように聞こえる。聞こえるけど……。

「……そこまで、しなくてはいけないのか？」

「はい。それに理由はもう一つございます」

「まだあるのか……」

「陛下は彼らの財産を押さえたと仰おつしやいましたが、それは目に見える範囲でございましょう。後ろ暗い人物は、人目に付かぬ場所に資金や影響力を持っているものです。実際、カーマイン公領に来た貴族たちは、そんな闇の資金を駆使してゼムから傭よう兵へいを雇い入れております。彼らの財産を奪いきれていないことの証明かと」

　その指摘を聞いて、俺は額に手を当てた。

　そうだ。俺は帳簿と睨にらめっこしながら資金の流れを把握した気になっていた。書類に載らない形での貯蓄も可能だということを失念していたのだ。

　ハクヤの方を見ると彼もまた似たような顔をしていた。

　もともと貴族なんて縁のなかった俺と、最近まで隠いん遁とんしていたハクヤでは、こういった貴族の腹黒さを読み切れなかったのだ。

　こういうとき、まだまだ人材不足であることを実感するな。

「ゲオルグは貴族たちにその闇資金を使い潰させるつもりなのか？　だけど、それだと結局は傭兵を派遣してくるゼムに資金が流れて……っ！」

　そこで俺は気付いた。ゼムに流れた資金を、ゼムからふんだくる方法に。

「身代金か！」

「はい。不正貴族を捕縛すると同時に、彼らが雇った傭兵もすべて捕虜にします」

　戦国期の日本でもあったことだけど、捕虜となった将兵は、身代金を払うことで解放される仕組みになっている。身代金は身分が高い者ほど高額であり、身代金が払われない場合はその捕虜は奴隷として売買されることになる。大抵の場合、身分が低い者たちは国が纏まった額を支払うことでまとめて解放され、身分が高い者はその家の者が支払うことになっている。支払い能力が低い家はそれで没落するという事例も多いようだ。

「ゲオルグは貴族たちに闇資金で傭兵たちを雇わせ、その傭兵たちを捕虜にしてゼムに身代金を支払わせることで徴収しようというのか」

「御意にございます」

　ゼムが派遣する傭兵たちに身分が高い者などいないだろうけど、それでも国が一括して払わなければならない額は相当なものになる。

　まったく……よく考えられている。それだけに歯は痒がゆくもあった。

「そこまで考えられるヤツを、なぜ使い潰さなきゃならない。ただでさえ人手が足りないってのに、そこまでの覚悟があるなら普通に協力しろよ！」

「おわかりください、陛下。カーマイン公は貴方あなた様に未来を託されたのです」

　グレイヴはの真っ直すぐな眼まな差ざしを受けて、息を吞のんだ。

「……なぜ、そこまで俺を信じられる。会ったことさえないんだぞ？」

「それは私めにははかり知れぬことでございます。いずれカーマイン公と直接お会いになった際に本人尋ねられるのがよろしいかと」

「………」




　◇　◇　◇




　そのときには答えは出なかったけど、後日に行われた最終勧告の際、俺はゲオルグにそれとわからぬように真意を尋ねてみた。

「なにがアンタをそこまで駆り立てた？」

　俺の問いかけに、ゲオルグは『古き武人としての矜きよう持じ』と答えた。

「齢よわい五十五を越え、あとは衰えるだけであったこの身だが、最高の機会を得た。己が才覚でもってエルフリーデンの命運を決める。一生に一度、後世に残る大きな事を成し遂げるは武人の本懐である」

　聞きようによれば、王位簒さん奪だつを目指して一世一代の大おお博ばく打ちに打って出るかのような言葉だ。しかし、実際はこの国のために、自分の命を捧ささげるという宣言だったのだ。

　己が才覚でもってエルフリーデンの命運を決め、後世に残る大きな事を成し遂げる……だからこそ、自らを犠牲にしてでも不正貴族を滅ぼす道を選んだというのだろうか。

　この言葉が真実かどうかはわからない。だけど、その決意が揺るがないことだけはわかった。リーシアの真っ直ぐさは、師であるこの男譲りなのかもしれない。

　話を戻そう。

　この時のグレイヴからもたらされた情報は、その場にいた者たちの胸の中にしまい込まれた。この話を聞いていたのは俺、リーシア、ハクヤ、アイーシャ、カエデ、ハルの六名だけだ。万が一にでも外に漏れた場合、計画のすべてが瓦解しかねない。

　だから、この話はすでに協力関係にあったエクセルや、禁軍総大将のルドウィンにさえ、教えることができなかった。そのせいで、エクセルはゲオルグを疑ったままになってしまい、さらに一つの誤算が生じることになってしまった。

　それが、カストールの謀反だった。

　計画を極秘に進めすぎたせいで、カストールに俺に対する疑念を生じさせてしまい、空軍をゲオルグ側につかせてしまった。これは俺たちにとっても、ゲオルグにとっても想定外の出来事だった。いくら短絡的なところがあるカストールとはいえ、あからさまに不穏な動きをしているゲオルグと組むなどとは考えていなかったのだ。

　まさか、ゲオルグとの友誼に殉じる覚悟で、手勢百騎のみを従えてゲオルグ側に与くみするとは思ってもみなかった。

　おかげで、紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうでの戦闘はすべて、ゲオルグの脚本にもない完全な即興劇エチユードになってしまった。勝てたから良かったものの、下手すれば脚本すべてがインプロ劇（脚本のないアドリブ芝居）化するかもしれない事態だった。

　エクセルならばカストールがこういった行動に出ることを、あらかじめ予見できたかもしれない。しかし、エクセルにはゲオルグの計画を秘密にしていたので、相談することができなかったのだ。結果から見れば、使える人材を使わなかったせいで、事態の混迷を招いてしまったのだから、大いに反省しなければならないだろう。




　さて、そんな紆う余よ曲きよく折せつがあった戦いだったけど、なんとかゲオルグの脚本を崩さずに演じ切ることができたと思う。これでようやくゲオルグ脚本の舞台は幕を下ろした。

　さあ、ここからだ。ここからがようやく本番だ。

　ここから新たに始まる舞台の脚本家は俺とハクヤだ。ゲオルグのために遠回りすることになったけど、ようやく俺たちの舞台の幕を開けることができる。

「さあ、征伐を始めよう」

　俺はあのとき、そう宣言した。『征伐』とは国内の反乱などを鎮圧する際に用いられる言葉だけど、広義では国外の敵対勢力を討伐することも意味している。

　ここで思い出して欲しい。アミドニア公国が南西から攻め込んできているのは、ゲオルグとの書簡のやりとりで、彼の決起のタイミングを見計らってのことだった。

　しかし、当のゲオルグの目は国内のみに向いていた。

　当然、〝アミドニア公国と繫つながってなどいなかった〟わけだ。それではゲオルグの名を騙かたり、ガイウス八世に書簡を送ったのは誰なのだろうか。




　―――さあ、本当の征伐を始めよう。
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　―――大陸暦一五四六年十月一日夕刻・『アルトムラ』近郊




　城主ワイスト・ガローの要請を受け入れ、包囲を解いていたアミドニア公国軍だったのだが、約束の正午になってもアルトムラは開門する気配を見せなかった。

　この事態にしびれを切らしたアミドニア公王のガイウス八世は再包囲を指示、包囲が完了し次第、総攻撃を加える命令を出した。しかし、一度包囲を解いた都市を再包囲するには相応の時間がかかってしまい、完了したときにはすでに夕刻近くになっていた。

「おのれ……ワイストが如ごとき小物にここまで馬鹿にされるとはな」

　アミドニア公国軍の本陣で床机に座ったガイウスは、苛いら立だたしげに貧乏揺すりをしていた。その雰囲気に傍そばに控えている将兵たちは気が気ではなかった。いまこの勘気に触れることがあれば、自分の首が飛ぶかもしれない。自然と空気は重いモノになっていた。

　そんな空気の中、公太子ユリウスは努めて冷静にガイウスを宥なだめた。

「小物が小物らしく立ち回り、無意味な時間稼ぎをしただけのこと。今度こそ捻ひねり潰してやればいいのです。なにを苛立つことがございましょう」

「……ふんっ。たしかに無駄なあがきだ」

　ユリウスの言葉を聞き、ガイウスも溜りゆう飲いんを下げたようだ。

「もう命乞いをしても遅い。あのような田舎都市など、日没までの間に滅ぼしてくれん。そのときにはワイスト、貴様の首を城門に晒さらす前に、死んだ方がマシと思えるほどの責め苦を与えてくれん！」

「……それがよろしいかと」

　頭に血が上っているガイウスとは対照的に、氷のような冷たい顔を見せていたユリウスだったが、内心では不安が芽生えていた。あの城壁の向こう側から感じるきな臭い気配。ワイストは本当に、なんの勝算もないまま時間を稼いでいただけなのだろうか。

　そんなとき、本陣に一人のアミドニア兵士が駆け込んできた。

「ほ、報告します！　アルトムラの城壁に一人の女性が現れました」

「女？」

　低頭しながら報告した兵士の言葉を聞き、ガイウスは眉をひそめた。

「一体何者だ？」

「それが……彼女を見知った将軍の話によりますれば、彼女はエルフリーデン王国海軍大将エクセル・ウォルターであると」

「エクセル・ウォルターだと!?」

　ガイウスは自分の耳を疑った。

「三公の一人があの城の中に入っていたというのか!?」

　俄にわかには信じられなかった。エルフリーデン国王のソーマが、三公に対して最終勧告を行ったのが数日前のことだった。たしかにそのとき、海軍大将エクセル・ウォルターだけはソーマに臣従したようだが、密偵がその情報をもたらした時点で、公国軍はアルトムラを包囲していた。

　彼女の本拠ラグーンシティは王国の北東端、アルトムラは南西端近くに位置しており、どんなに急いでも三、四日はかかる距離だ。もし最終勧告の時点でエクセルがラグーンシティにいたのなら、アルトムラに入城できるわけがない。

「なぜだ!?　なぜあそこにエクセルがいる！」

「……おそらく、エクセルは最終勧告よりも前に、ソーマと通じていたのでしょう」

　困惑するガイウスとは違い、ユリウスはようやく腑ふに落ちたような顔をしていた。

　アルトムラから感じていた摑つかみ所どころのない感覚の正体。それはエクセルの影だったのだろう。そう気付くと同時に、ユリウスは相手の絡から繰くりに気付き、青ざめた。もしエクセルとソーマが通じていたのなら、他の三公とも繫がっていた可能性が出てくる。

（もし、あの最終勧告が茶番だったとしたら……っ！）

　そこでようやくユリウスは、敵の真の狙いに気が付いた。

「父上、急ぎ撤退の仕度を！　我らは釣り出されたのです！」

　ユリウスはガイウスの前に膝を突くと、悔しげにそう進言した。突然の撤退の進言に、ガイウスは目を白黒させた。

「釣り出された？　なんのことだ？」

「おそらく、エクセルは最終勧告をアルトムラ城内で受けていたのでしょう。玉音放送の宝珠は我が国にも一つありますが、あれは持ち運びができないわけではありません」

「なぜそのようなことをする必要がある？」

「無論、我らをこの都市に釘くぎ付づけにするためでしょう。敵の狙いは……」




『エルフリーデン全王国民に対し申し渡す』




　ユリウスの言葉を遮るように、アルトムラを包囲するアミドニア公国軍全員に聞こえるほどの大声が響き渡った。見れば、アルトムラの城壁の上に巨大な人影が見えた。

　全長は二十メートル程だろうか。本物ならばまさに巨人なのだが、その身体からだに背後の景色が透けて見えている。おそらくは幻影のようなものなのだろう。

　軍服を纏まとったその人影は、エルフリーデン暫定国王のソーマ・カズヤだった。

　今日はいつもの気の抜けたような服装ではなく、しっかりと軍服を着込んでいる。馬子にも衣装とでも言うべきか、その姿は普段よりも威圧的に見えた。

　そんなソーマをガイウス・ユリウス親子は憎々しげに見つめた。




　◇　◇　◇




『繰り返す。エルフリーデン全王国民に対し申し渡す。私はエルフリーデン王国暫定国王のソーマ・カズヤだ』




　一方、城壁の上では、エクセルがソーマの軍服姿を微妙な表情で見つめていた。

　この〝ソーマの姿を特大で映している霞かすみ〟は、エクセルの魔法によるモノだった。

　蛟龍シー・サーペントの血を引くというエクセルの魔力をもってすれば、玉音放送を受信するための霧散布装置の真ま似ね事ごとなど容易たやすかった。いま、エクセルはその力を使い、このアルトムラを囲むアミドニア公国軍に、ソーマの玉音放送を〝敢あえて〟見せているのだ。




　映像のソーマが、これまでの経緯を淡々と説明しだした。

　陸軍大将のゲオルグが不正貴族を匿かくまったために、禁軍と陸軍が衝突したこと。

　空軍大将のカストールがゲオルグとの友ゆう誼ぎに殉じる覚悟で、反抗したこと。

　三公のうち、海軍大将のエクセルだけは最初から臣従の意思を見せたことなどを、だ。

　もっとも、事実だけをポンポンと述べるだけで、その詳しい内容までは語らなかったのだが、それは国民にとってはどうでもいいことだった。

　彼らが聞きたいことは、自分たちが戦いに巻き込まれるか否かだ。




『ここまで色々あったが現在では禁軍を始め、エルフリーデン王国の陸・海・空軍は俺の指揮下に入っている。だから俺は、この場をもって内乱の収束を宣言する』




　国王と三公との対立が終わった。

　王国民たちからしてみれば、それがわかっただけで十分だろう。しかし、エクセルは苦い顔をしていた。最終勧告から僅かに二日。その間にソーマはカストール・バルガス率いる飛竜ワイバーン騎兵たちと、ゲオルグ・カーマイン率いる陸軍を破ったことになる。

　カストールは理解できる。もともと手勢百騎のみの反抗だったし、彼を捕縛するためにエクセルも紅竜城邑への侵入ルートを教えるなど、知恵を貸したからだ。

　しかし、あのゲオルグがあっさり降服したことからは、作為的なモノが透けて見えた。

（稼ぐように言われた時間が短かったから、なにかあるとは思っていたけれど……まさか最初から繫がっていたとは。どうやら私も、カストールも、もしかしたら陛下たちさえも、ゲオルグ・カーマインの手の平で踊らされてしまっていたみたいね）

　これが老いなのかしら、とその美しい見た目とほど遠いことをぼやきながら、エクセルはゲオルグの計画を正確に把握して溜ため息いきを吐ついた。

（こんなことなら、もっと強くカストールを止めるべきだったわね。……老いたこの首をかければあの二人の命ぐらいは救えるかしら）

　そんなことを思いながらエクセルは映像のソーマを見つめた。

　ソーマの演説は佳境へと向かっていた。




　◇　◇　◇




『内乱は終結した。しかし、いまだ剣を鞘さやに収めることはできない！　なぜならば、アミドニア公国の軍勢が、この混乱を機会ととらえ、国境線を越え、我が国に侵攻してきたからだ！　現在、アミドニア公国軍は南西部の都市アルトムラを包囲している！』




　国王から突如もたらされたアミドニア公国軍侵攻の情報に、エルフリーデンの国民は凡およそ半数が緊張し、半数が驚きよう愕がくした。緊張したのはアミドニア公国侵攻の情報を得ていた西側の人々であり、驚愕したのはまだ情報が伝わっていなかった東側の人々だ。

　アミドニア公国軍侵攻からまだ日がなく、情報が伝わりきっていなかったのだ。

　とくに東側の人々は、突如もたらされた情報に恐慌を起こしかけた。しかし、




『だが安心して欲しい。こんなこともあろうかと、アルトムラにはエクセル公に入ってもらっている。いま現在に至っても、アミドニアはアルトムラを陥落できてはいない』




　というソーマの言葉で、少しは落ち着きを取り戻したようだった。ソーマは語る。




『すでに、禁軍は陸・海・空軍を指揮下に置いている。侵攻してきた公国軍は凡そ三万。対してこちらは禁軍・陸軍・空軍を併せた凡そ五万五千の軍勢を動かすことができる。全軍をもってアルトムラへと向かえば、野蛮な侵略者共を追い返すことも簡単だ』




　この言葉を聞き、国民の間には安あん堵どの空気が流れた。しかし、次の瞬間、




『だが、国民たちよ。それだけでいいのだろうか！』




　そんな安堵はソーマが張り上げた声にかき消された。




『アミドニア公国は常に、この国の国土を狙い続けてきた。歴代の公王は失地回復を謳うたいながら軍備を増強し、常に国境線を緊張させてきた。現在のアミドニア公王ガイウス八世にしても、俺と三公との対立を煽あおり、自らの利にせんと暗躍していた！　そしてゲオルグ・カーマインとの対立が確定的となるや軍を起こし、我らが国土を蹂じゆう躙りんした』




　たしかにソーマは裏で手を回し、冒険者ギルドに依頼して、公国軍の進路上にある村や町の住民たちを避難させた。しかし、被害がゼロというわけではない。わざと焼いた村もあった。奪われた財産もあっただろう。避難途中に運悪く帝国の斥候に遭遇し、失われた命もあったかもしれない。その怒りを込めて、ソーマは語る。




『再度問う！　追い払う程度で満足なのか！　グラン・ケイオス帝国を中心に人類が魔王軍に対して一丸となろうとしている時代に、逆行するかのようなこの蛮行を許してよいのか！　否！　断じて否である！　よって我が国は、すでに奇襲を受けている以上わざわざ言ってやる義理もないのだが、敢えて言おう』




　ソーマはここで一度言葉を切ると、大きく息を吸い込み、ハッキリと宣言した。




『エルフリーデン王国はアミドニア公国に対して宣戦を布告する！』




　宣戦布告。その言葉に国民たちに緊張が走った。

　先代王アルベルトの時代にはついぞ聞かれなかった言葉だ。男たちは不思議な高揚感に包まれ、女たちは怯おびえ、征服王と呼ばれた先々代エルフリーデン国王の治世下での戦乱の日々を知っている老人たちは、またあの日々が戻ってくるのかと不安を抱いた。

　しかしソーマは微み塵じんも揺らぐことなく語る。




『この放送はアミドニア公国軍も見ているだろう。だから宣言する。これよりカーマイン領に集結した我が軍を西に向ける。攻略目標はアミドニア公国首都「ヴァン」だ。公国軍がアルトムラでもたもたしている間に、我らは貴公らの家を焼き払うだろう』




　そしてソーマは、後の世にこの戦争が戯曲化されたとき、この場面を代表する言葉として度々引用されることになる、この言葉で演説を閉めた。




『聞けガイウス！　我が家に手を出した以上、報いは受けてもらう！』




　◇　◇　◇




　禁軍所属の『王族外遊用籠付き飛竜ワイバーン（通称「御お座ざ敷しき飛竜ワイバーン」）』は、リムジンのような豪華なゴンドラを、四頭の飛竜ワイバーンで持ち上げて運ぶ飛行船のようなものだ。

　以前、食材集めの際に、ポンチョに貸し出したのはこの四頭の内の一頭だった。

　このゴンドラの中もかなり広く豪華で、財政難のときには中の装飾品を引っぺがして売り払おうと思ったのだけど、「対外的には王国の顔となる物ですのでどうか売らないでください！」と、当時宰相だったマルクスに半泣きで懇願されたので諦めた。

　そんな御座敷飛竜ワイバーンのゴンドラの中で、俺はアミドニア公国に対する宣戦布告を行ったところだった。目の前にドデンと置かれているのは玉音放送の宝珠。いくら中が広いとは言っても宝珠の積み込みには苦労した。わずかに天井を突き破ってしまうサイズのため、天井の一部を吹き抜けにして上から入れるしかなかったのだ。

　お陰で空を飛んでいるいま、風が吹き込むゴンドラ内はかなり寒い。宣戦中の映像に足の震えが映っていないといいんだけど……。

「お疲れ様、ソーマ。さあ入って」

　寒さに耐えながら宣戦を終えると、リーシアがくるまっていた毛布を開いて中に迎え入れてくれた。一つの毛布に二人でくるまる。おー、温ぬくい温い。ようやく一息吐けた気がする。人の温もりがこんなにもありがたいと思ったことはないな。

「あー寒かった。こんなに寒くなるってわかっていたら、陸上で行きたかったかも」

「宝珠を積み込むとしたら馬車じゃ無理よ。だからといって、ライノサウルス輸送だと今度は車酔いがきついんじゃない？」

「……どっちもどっちだな」

　ダークエルフの里救援の際に乗ったけど、あれの乗り心地は本当に悪いんだよな。

　ハルたちはあれで移動してるんだろうけど、早いところ改善しないと、ストライキを起こすかもしれない。そんなことを考えてげんなりしていると、

「ふ、ふん……これくらいの寒さなど……なんということは……」

　向かいに座ったカルラがブルブルと震えながら、そう強がりを言っていた。空軍に対する人質として連れてきた彼女は、鎧よろいこそ着込んでいるものの毛布は被かぶっていなかった。貸すとは言ったのだけど、強がって受け取らなかったのだ。

　半竜人ドラゴニユートだから平気なのかと思っていたけど……よく考えれば爬は虫ちゆう類るい的だよな？

「半竜人ドラゴニユートもトカゲとかと一緒で寒さに弱いんじゃないのか？」

「あんなのと一緒にするな！　いや、たしかに寒いのは苦手だが……」

「でも、空軍はかなり高々度を飛ぶよな？　そのときは寒くないのか？」

「……防寒対策はちゃんとしている」

「あー、それもそうか」

　空軍にとってはこの程度の冷気は日常茶飯事だろうし、ちゃんと対策はしているか。しかし、俺があまっていた毛布を掛けてやると、カルラは「……ふんっ」とバツが悪そうに鼻を鳴らしながらくるまった。そして、

「まったく……なにが『我が家に手を出した以上、報いは受けてもらう』だ。アミドニア公国軍を誘い出したのはおま……貴方あなたたちではないのか？」

　そっぽを向きながら、そんなことを言った。

「……気付いたのか」

「全体の状況が知れたいまなら、さすがに察しが付く。国内の不和を利用してアミドニアを釣り出し、叩たたこうというのだろう？　カーマイン公ともぐるだったのか？」

「……半分正解ってところだな。ゲオルグの件は完全に彼の独断だ。俺とハクヤが征伐目標にしていたのは、最初からアミドニア公国だったんだ」

　不正を犯した貴族を追及する過程で、王国内の貴族の中にアミドニア公国の息の掛かった者が、決して少なくない数存在していることに気が付いたのだ。縁戚だったり、贈賄だったり、物資の横流しだったりと、その繫つながり方は様々だったけど、そんな貴族たちの存在はこの国にとって危険きわまりなかった。たとえば、今回のようにアミドニアが侵攻してきたときに、各地で反乱を起こされたら致命傷になりかねないからだ。

　そのため、俺とハクヤはその危険を根本から解決する方法を考えた。

　その根本とはすなわち、アミドニア公国だ。

「アミドニア公国はこれまでもこの国を脅かしてきた。野放しにしておけば、これからも反乱分子を煽ることだろう。そうなればまた多くの者が傷つくことになる。だから俺とハクヤは、この機会にヤツらに決定的な敗北を与え、影響力を削そごうと考えたんだ。そのために偽の書簡などで、ヤツらを罠わなに嵌はめるべく誘い出そうとしたんだけど……」

　俺はそこで言葉を切ると、頭をガシガシと搔かいた。

「まったく同時期に、ゲオルグはゲオルグで、まったくべつの計画を練っていたんだ。わざと俺に反抗的な態度をとることで、自分のところに不正を犯した貴族たちを集め、反乱を起こして敗北し、自分と一緒に一網打尽にさせる計画を、な」

「貴方にも……知らされていなかったのか？」

　カルラが目を瞠みはりながらそう聞いてきた。俺は「ああ」と静かに頷うなずいた。リーシアは辛つらそうに顔を伏せていた。

「俺たちがゲオルグの計画を聞かされたのは、だいぶあとになって……もう引き返せないところまで来てからだった。俺たちに計画を打ち明ければ、止められるだろうとでも思ったんだろうな。実際、最初から聞かされていたら止めていたと思う。こんな……自己犠牲的な策なんて……認めたくなんかなかった」

「そうか……ある意味、父上の言葉は正しかったのだな」

　カルラはそう言うと、力なく肩を落とした。

「カストールの言葉？」

「最終勧告の前日、父上は言っていたのだ。『俺にはやはり、カーマイン公が野心に取り憑つかれたとは思えない』って」

　そう言えば……カストールは最終勧告の際にも言っていたな。

『俺はカーマイン公がなんの考えもなくお前に反抗するとは思えねぇんだ』

　……その通りだった。その言葉はどこも間違ってはいない。カストールは短絡的な人物だけど、だからこそ、その直感で物事の本質を摑つかんでいたのかもしれない。

「なぜ……」

　しばらく沈黙が流れたあとで、カルラは目をそらしたまま口惜しそうに言った。

「なぜ、父上に前もって話してくれなかったのだ。そうすれば……」

「……秘密を知る者を増やすことで、この計画が露見するリスクを増やすわけにはいかなかったんだ。それに知っていたら、カストールは絶対に止めていただろう？」

「それは……」

　カルラは押し黙った。俺は毛布の下で拳を強く握りしめた。

「ゲオルグの命を始め、すでに多くのモノがこの計画に費やされている。もう引き返せない以上、計画を完遂させるしかない。そうしなければ、費やされるすべてが無駄になる。だからこそ、カストールには自分の意思でこちらに与くみして欲しかった。そうなるように、エクセルとともに説得を続けてきたんだ。それなのに……カストールは友ゆう誼ぎに殉じると言って、ゲオルグ側についてしまった」

　俺は奥歯を嚙かみしめた。どうしてこうも上う手まくいかないのだろう。

　皆が皆、勝手な思いで、勝手に行動する。気付けばその結果に振り回され、誰が書いたのかもわからない脚本で踊っていた。この世界という舞台の中で、もはや自分が王様役なのか、道化役なのかさえもわからなくなってくる。

　なにも言うことができず俯うつむくカルラと、そんな彼女になにか声を掛けようとして堪こらえるリーシア。そんな二人の様子を見ながら、俺は小さく溜ため息いきを吐ついた。

　本当に……嫌な役割だ。王様なんて……。




　◇　◇　◇




『攻略目標はアミドニア公国首都「ヴァン」だ』




　ソーマのこの宣言を聞き、アルトムラを包囲していたアミドニア公国軍三万は、慌ただしく撤退していった。

　彼らの残した陣を囲んでいた柵や幟のぼりが夕日に照らされているのを、海軍大将エクセル・ウォルターと、アルトムラの領主ワイスト・ガローが城壁の上から眺めていた。ワイストが横を向くと、夕日を受けて妖しい美しさを帯びたエクセルの横顔がそこにあった。

「……追撃しないでよろしいのですか？」

　見み蕩とれそうになったことを誤魔化すかのように、ワイストはエクセルに尋ねた。追撃戦こそ敵に大損害を与える好機だからだ。しかし、エクセルは静かに首を振った。

「殿しんがりには飛竜ワイバーン騎兵を置いていたわ。飛竜ワイバーン騎兵のいない私たちが城を出て追撃すれば、手痛い反撃を受けることになる。ガイウス八世……さすがに私たちの国に対して牙を研ぎ続けただけあって手堅い采配をするわ。まあ、それだけでは陛下の手の平の上からは出られないでしょうけどね」

　そう言って瞳を閉じたエクセルに、ワイストは目を丸くした。会う者すべてを子供扱いするエクセル公が、ここまで評価する相手が未いまだかつていただろうか。

「ソーマ陛下とは、それほどまでに知略を備えた御お方かたなのですか？」

「単純な知略で言えばそれほどでもないとは思うんだけど、場面場面で模範解答のような策を出してくるの。〝まるで似たような戦を知っている〟かのようにね」

「？　どういう意味ですか？」

「……もしかしたらソーマ陛下はこの世界より、よっぽど酷ひどい、権謀術数渦巻く世界から来たのかもしれないわね」

　エクセルの言葉に、ワイストは戦慄を覚えた。

　ソーマは異世界より召喚された勇者だと聞く。その異世界とやらがいまのこの世界よりも多くの国が滅び、多くの人間が死ぬような酷い乱世を経験していたとしよう。

　もし、なにかのはずみでその世界とこの世界が繫がったとしたら、この世界の人類はその世界の人類に太刀打ちできるのだろうか。映像で見るかぎり、戦に向いているとは思えないあの青年でさえ、ここまでの策を練ることができるというのに。

　無論、天が落ちてくることを心配するような杞き憂ゆうなのではあろうが……。

「それは……凄すさまじい話ですな」

「ええ本当に。……さて」

　エクセルは気持ちを切り替えるようにポンと手を打った。

「ここでのお役目はこれでお終しまいかしらね」

「……今更なのですが、エクセル公。時間稼ぎなどせずとも、エクセル公の魔力があれば、公国軍を追い返すことぐらい余裕だったのではないですか？」

　ワイストのそんな指摘にエクセルはクスリと笑った。

「あら、いつまでもこんなお婆ばあちゃんに頼るものではないわ。若者たちが一生懸命に頑張っているんだから見守るのも老人の役割なんじゃないかしら」

「左様で……」

　ワイストは呆あきれていたが、エクセルは表情とは裏腹に、内心では歯は痒がゆい思いだった。

（今回は裏方に徹することが、私の役割。戦後のカルラたちのことを考えると少しでも武功を稼ぎたいところ……でも、下手に目立っても陛下の心証を悪くするだけね）

　内心では溜息を吐いたが、それを外に見せるエクセルではなかった。

「さあ、あとは若い陛下たちにお任せして、私たちは予定通り南に向かうわよ」

　そう言いながらエクセルは、〝もう一人の若い子〟のことを思った。




　◇　◇　◇




　月が雲に隠れた宵闇の中を、公国軍の将兵たちは手に松明たいまつを持って走っていた。

　三万の兵たちによって松明の群れが、まるで地を這はうヘビのように動いている様子は、遠くから見る分には幻想的でさえある。しかし、当人たちは汗まみれ土まみれで走らされているだけだった。

　その隊列の前方。先行する騎兵隊の中にアミドニア公王ガイウス八世はいた。周囲を松明を持った護衛の騎兵五騎に囲まれながら、一心不乱に馬を駆っている。

　その表情は険しかった。それもこれもあの若き王のせいだ。

　かつて失った領土、肥沃な穀倉地帯というエサに釣られたガイウスたちは、エルフリーデン王国に対し、公都『ヴァン』という、本来ならば硬い鎧よろいで守られているはずの柔らかい脇腹を晒さらしてしまい、そこを突かれる形となったのだ。

　首都への道を塞いでいたゲオルグ・カーマイン率いる王国陸軍は、最終勧告後わずか二日で降服し、ソーマの軍勢は禁軍・陸軍を急襲すると、五万五千の軍勢となって公都ヴァンへと進軍していると聞く。

　ヴァンは王国側からの侵攻を防ぎ、逆にエルフリーデンへの侵攻に際しては足がかりとなるよう、前線拠点として建設された都市だ。

　そのため、エルフリーデン王国軍の道中に『ヴァン』への攻撃を足止めするような城塞はない。先代王アルベルトの消極さに油断し、いまのエルフリーデン王国には他国に自ら攻め込む勇気はないと、高をくくっていたが故の慢心だった。

　ここまで来ればガイウスも、ソーマとゲオルグに謀られたことに気付いている。

　策士、策に溺れるとはこのことだった。謀者はときとして、自らが謀はかりごとにかけられる可能性を失念する。ガイウスの場合はまさにそれだった。

（なんということだ！　あの軟弱だったエルフリーデン王国に、ここまでの辛酸をなめさせられようとは！）

　ガイウスは馬を走らせながら、己の迂う闊かつさを呪った。

　先々代のエルフリーデン王の拡張路線を受け、国土の半分を奪われた当時の〝アミドニア王〟は失意の内に亡くなり、ガイウスの父はこの悔しさを忘れまいと、国名を『アミドニア王国』から『アミドニア公国』へと改名した。それは、国土の半分を奪われた状態で王国などとは名乗れぬ、という決意の表れだった。

　また、自らは『公王』を名乗り、それ以来、アミドニア公国にとって失地の回復は国是となり、その機会を虎こ視し眈たん々たんと狙うようになったのだ。

　先々代エルフリーデン王が死に、アルベルトが即位する（正確には王位を継承した先々代王の娘に婿として迎えられたのだが）と、その消極さを突いて、アミドニアはエルフリーデン王国内の貴族たちに調略の手を伸ばし、不穏分子を育てるようになる。

　それはガイウスの父が亡くなり、ガイウス八世が即位してからも続けられた。

　その大半は三公のゲオルグとエクセルによって潰されたが、調略を受けた貴族たちは潜伏し、王国をじわじわと疲弊させていった。それでよかった。

　アルベルト王の器は大したことないが、公国と王国の国力差はやはり大きい。

　国力で劣るアミドニアは、ただひたすら、じっと機会をうかがうしかなかったのだ。

　そして、待ちに待ったそのときが来た。魔王領の出現、それに端を発した食料難と財政難で王国が疲弊し、急な王位の交代劇により国を守るべき三公が新王に反発した。

　捲けん土ど重ちよう来らい。いまならば王国も動くに動けないだろう。アミドニア公国はついに宿願を果たすときが来たのだ……と、そう、ガイウスは確信していた。

　しかし、蓋を開けてみればどうだ。

　追い詰められているのはむしろ、アミドニア公国の方ではないか。

（これで『ヴァン』を失うことにでもなれば、アミドニアは二度と這い上がれぬ。そのようなことになれば祖霊に顔向けできぬ！）

　ガイウスは悔しげに顔をゆがめた。

（だが、まだだ！　まだ終わりではない！　『ヴァン』は堅けん牢ろうなる城だ。守備兵も精鋭五千を残しているのだから大軍で攻められようと二、三日は保もつ。それまでの間に『ヴァン』に辿たどり着き、王国軍の不意を突いて城内の兵とで挟撃すればまだ勝機はある！）

　ガイウスはそう自分を励ました。そんなとき、

「父上！」

　ガイウスの馬にユリウスの馬が併走してきた。

「進軍速度が速すぎます！　これでは輜し重ちよう隊はおろか、歩兵でさえも脱落する者が出て来ます！　少し速度を弛ゆるめられては……」

「黙れ！」

　ユリウスの進言を、ガイウスは一喝のもとに切り捨てた。

「ヴァンが陥落すれば、我らは二度と這い上がれぬ！　なんとしてもヴァンが陥落するまでに辿り着き、城内の兵たちとで王国軍を挟撃するのだ！」

　熱く捲まくし立てるガイウスに、ユリウスは一抹の不安を感じた。いまのガイウスは首都に拘泥し過ぎていて、いささか熱くなり過ぎているように思えた。

「父上、『ヴァン』を失ったとて、我が軍は健在にございます。どこか別の堅固な都市に入り、帝国の助力を乞えばよいのではないですか？　我らはエルフリーデン王国とは違い、『人類宣言』に署名しているのですから」

『対魔族人類共闘宣言（通称「人類宣言」）』

　それは大陸において人類側最強最大の国家『グラン・ケイオス帝国』が、魔族の侵攻に対抗するために掲げている政策だ。




　一つ、人類同士の争いによる、武力による国境線の変更を認めない。

　二つ、各国内の諸民族の平等な権利と自決権を尊重する。

　三つ、魔王領から遠方の国は、防波堤となる魔王領近接国を支援すること。




　この三つが『人類宣言』の主要三箇条となっている。

　この『人類宣言』にアミドニア公国は署名していたが、エルフリーデン王国はソーマが即位した後も署名してはいなかった。そのため、アミドニア公国が国土を奪われたと帝国に訴え出れば、『人類宣言』の盟主である帝国は同盟国であるアミドニアのために、エルフリーデン王国に対して国土の返還（『人類宣言』以前に失った領土については無効）を迫るだろう。

　自らは攻め込んでおいて、いざ敵に攻め込まれたら文句を言う。財務大臣コルベールが出征前に言っていた通り酷い詭き弁べんだが、非は『人類宣言』に署名していないエルフリーデン側にある。ユリウスにはこれが良案に思えた。しかし、

「馬鹿めが！　帝国はそのような生易しい国ではない！」

　ガイウスはバッサリと切って捨てた。

「此こ度たびの侵攻は、その宣言の間隙を突いてのことよ。たしかに要請すれば帝国は動かざるを得ないだろうが、そんな横紙破りをした以上、心証は悪かろう。おそらくこのことを口実にして戦後は我ら親子を排除し、我が国を傀かい儡らいにしようと動くはずだ」

「………」

　そう言われてしまってはユリウスもそれ以上は言えなかった。そんなユリウスを見てガイウスは「ふん」と鼻を鳴らすと、大声で命じた。

「わかったら急げ！　何としても『ヴァン』陥落までに辿り着くのだ！」

　しかし、その強行軍は阻まれることになる。

　エルフリーデン王国とアミドニア公国の国境南部を隔てているウルスラ山脈。その山脈を抜けるルートであるゴルドアの谷に軍勢がさしかかったとき、ぬかるんだ地面に足を取られる兵や馬が続出した。

「な、なんだ!?　この泥は!?」

「くそっ、馬が沼にはまった！　誰か、引き上げてくれ！」

「おいおい、行きにこんな場所なかっただろ!?」

　そこかしこで馬が沼にはまり、人が泥に足を取られて藻も搔がく光景が広がっていた。

　この惨状を目にしたガイウスは愕がく然ぜんとしていた。

　ゴルドアの谷は行きにも通った道だった。そのときは地面はいまのようにぬかるんではおらず、足を取られるなどということもなかった。

「なぜだ……雨など降らなかったはず。なぜ、こんなに道が悪くなっている」

　そのとき、ガイウスの呟つぶやきに答えるように、兵の一人が声を上げた。

「て、敵襲！」

　次の瞬間、闇の中に矢の風切り音が鳴り、なにかが激しく砕けるような音が響いてきた。そんな音が鳴る度にアミドニアの将兵は一人また一人と倒れていく。近くで松明を持っていた兵の一人がくぐもった声を上げて落馬し、ガイウスの焦燥感を煽あおった。

「なんだ!?　なにが起きている!?」

　すると、兵の一人が駆け寄ってきて報告した。

「敵の奇襲です！　どうやら王国はこの谷に兵を伏せさせていた模様！　敵は山の木々の中に隠れ、矢や氷を撃って攻撃してきています！」

「氷だと？」

「おそらく、敵には水系魔導士も交ざっていると思われます！」

「魔導士……そうか！　おのれぇ、この足場の悪さもヤツらの仕業かぁ！」

　怒髪天を衝つくといった表情のガイウスを、ユリウスは必死で制止した。

「落ち着いてください、父上！　王国軍本隊はヴァンに向かっているのですから、潜めた兵もさほど多くはないでしょう。またこの隘あい路ろでは大軍を動かせません。いまは一刻も早くこの谷を抜けるのが先決です」

「ぐぬぅ、しかし、こうも道が悪くてはな」

「……兵たちを先に行かせましょう。彼らがはまらぬ場所が道です」

　ユリウスの非情な献策にガイウスは目を見開いた。

「我が兵たちを捨て石にせよと言うのか!?」

「……致し方ありますまい。万が一、父上が討たれでもすれば公国軍は瓦解し、王国軍と戦うことさえできなくなります。ご決断ください」

「……仕方あるまいか」

　兵を犠牲にして逃走経路を探る。もし仮にソーマがガイウスの立場なら選ぶことにさえ苦悩しそうなことでも、ガイウスは即断した。

　アミドニア公国が抱くエルフリーデン王国への〝復ふく讐しゆう心しん〟は、もはやアイデンティティーと言ってもいい。周囲を強国に囲まれ、食料難・財政難に陥っても、心が折れることなくアミドニアが存続しているのは、この王国に対する復讐心によるものだと言っていいだろう。自分が苦しくとも王国がより苦しめばそれでいいのだ。

　実際、苦しい思いをしている民たちでさえ、自分たちが苦しいのは過剰に軍事への投資に励む公国上層部のせいではなく、かつて富を奪った王国のせいだと思っている。

　すでに五十年以上が経過しているのにだ。

　民たちでさえこの有様なのだから、上層部にとっては王国と戦うためならば、どんな物でも切り捨てていいという思考が働く。この国においては、いまあるものでなんとかしようと考える、ロロアやコルベールのほうが異質なのだ。

　ガイウスにとっては兵を失うことよりも、王国と戦えなくなることの方が問題だった。だから躊躇ためらうことなく命令を下すことができた。

「兵たちを進ませよ！　急ぎ、このゴルドアの谷を抜けるのだ！」

　この非情な命により先程までとは逆に歩兵たちが先へと進み、騎兵はその後に続いて沼にはまって動けなくなった歩兵を尻目に安全なルートを進んだ。

　その光景は酷ひどいものだった。泥にはまっただけならばまだいい。しかし、奇襲に混乱した数万の兵が隊列を整えられるわけもなく、てんでバラバラに動くものだから、沼にはまった兵を踏み越えて進む者も出てくる。

　馬に踏みつぶされた兵などは、見るも無惨な死に様を晒すことになった。
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　そんな地獄絵図を、木々に囲まれた山の斜面から見つめる集団があった。

　その一団は皆、黒塗りの革鎧を纏まとい、弓や魔法杖づえを装備し、黒い布を顔に捲まいていた。この一団は今し方、アミドニア公国軍を襲った王国の奇襲部隊だった。その数は凡およそ二千といったところだろうか。その黒装束の一団の中心にいる人物は、少し小柄だが、装束の上からでも女性だとわかるほど抜群のプロポーションを持っていた。

　彼女はこの奇襲部隊のリーダーでもある。

　眼下では沼にはまった仲間を助けることなく、むしろその仲間たちを踏みつけにして撤退しているアミドニア公国軍の姿があった。人とは、自分が生き残るためならばここまで残酷になれるものなのかと、彼女は戦慄を覚えた。

（国王とはときとして、苛酷な命を下さなくてはならない。ですが、あそこまで躊躇いがなさ過ぎる人物は、王として以前に人として好きになれません）

　そんなことを考えていた彼女のもとに、部下の一人がやってきて報告した。

「〝カナリア〟様、公国軍の先頭が谷を抜けた模様。追撃いたしますか？」

　部下の報告に、リーダーの彼女は首を横に振った。

「無用です。我らの任務は敵の攪こう乱らんと足止めです。それに私たちの戦力は二千。追撃してもこれ以上の戦果は得られないでしょう。任は十分に果たしました。撤退の準備を」

「はっ」

　報告した部下が離れていった後で、彼女は顔に捲いていた黒い布を取り払った。

　ちょうどそのとき、月を覆っていた雲が引き、差し込んだ月明かりが彼女の美しい〝青髪〟を照らし出した。髪を搔かき上げる仕草さえ絵になる彼女は、王国の歌姫ローレライのジュナ・ドーマだった。彼女はソーマの前では歌声喫茶『ローレライ』で働く歌姫ローレライジュナだが、海軍の中では唯一、上陸戦を想定している海兵隊二千人を率いるリーダー〝カナリア〟となる。

　そう、この奇襲部隊の正体はエクセル配下の王国海軍海兵隊だった。

　ジュナは無事に役目をこなせたことに胸をなで下ろした。

（大おお母かか様さまが上う手まくやったのですもの。私が失敗するわけにはいきません）

　大母様とは海軍大将エクセル・ウォルターのことだ。

　ジュナには「歌姫ローレライ」、「カナリア」の他にエクセルの孫娘としての顔もある。もっとも、寿命が長い上に恋多きエクセルには子供が沢山おり、その孫・ひ孫……まで集めたら、ちょっとした町ができるほど親族が多い。

　ここまで親族が多いと、血縁だけで王国を乗っ取ることもできてしまうため、余計な勘ぐりを受けないためにもエクセルは〝ウォルター〟の名跡は自分だけのものとし、成人した子供たちはすべて、縁を切った上で他家に出していた。

　ジュナは商家であるドーマ家に婿入りした、エクセルの子息の娘だった。

　エクセルの美貌をしっかりと受け継いだジュナは、無惨に取り残されたアミドニア兵たちの亡なき骸がらを見て、その顔をゆがめた。

「……放ほったらかしにしておいて獣が人の味を覚えたら厄介です。息がある者だけ捕虜として助け、あとは埋めてしまいましょう」

「アミドニア兵を助けるのですか？」

「自国の王に見捨てられた兵を、敵国の王であるはずのソーマ陛下が救う。その評判は陛下の名声を高めこそすれ損にはなりません」

「なるほど」

　ジュナは雰囲気と同じく考え方もまた大人びていた。配下の者たちに指示を出し、ジュナは北北西の方角を見た。それはいまごろソーマたちがいるであろう方角だった。

　これからソーマたちは、アミドニア公国との詰めの戦に臨むことになる。

　ジュナはその豊かな胸に手をやると、静かに瞑めい目もくした。

（陛下……どうか、ご無事で）

　御武運を、ではなく、ご無事で、と祈ったところに、海兵隊長〝カナリア〟ではなく、ソーマの歌姫ローレライジュナ・ドーマとしての感情が見え隠れしていた。
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　ゴルドアの谷で奇襲を受けたアミドニア公国軍は、その行軍速度を大きく殺されることになった。谷を抜けた先で軍列を整えてみれば、当初は三万いた兵が、一万五千にまで減じていた。これは奇襲による戦死者、沼にはまって踏みつぶされた者たち以外に、かなりの逃ちよう散さん兵が出ていることを意味していた。

　また、あの混乱した状況下では、輜し重ちよう部隊は補給物資を置き去りにして逃げるよりほかなかったため、公国軍は疲労と共に空腹にも襲われることになった。

　兵たちのストレスはピークに達しており、いつ暴発するかわからず、また一万五千程度の兵力では、たとえ『ヴァン』の守備部隊と挟撃しても、五万五千のエルフリーデン王国軍に勝つことは難しくなった。

　この事態に対し、ガイウス八世はまず輜重部隊長に兵糧喪失の責を負わせ、その首を刎はねて晒さらすことによって兵たちの気持ちをなだめた。

　次いで周辺の村落や都市から兵糧を搔き集め、民を徴兵することでなんとか兵数を二万五千まで回復することができた。無論、その過程で反発を招いたが、国の存亡を賭けているガイウスには気にしている余裕などなかった。

　これにより、なんとか軍の兵数だけは確保できたものの、兵糧や兵を徴集しながらの行軍だったため、その歩みは遅かった。撤退開始から数日がたっても、まだ『ヴァン』に辿たどり着く目め処どさえ立たなかった。

　それからさらに一日を費やし、ようやくアミドニア公国軍は、今日中に『ヴァン』に到着できるだろうという距離にまで来ていた。

　しかし、アミドニア公国軍はここまでの間に致命的なミスを犯していた。

　行軍を急がせすぎたのだ。それのなにが問題か、孫子でも『兵は拙速を尊ぶ』と言っているではないかと思う人もいるかもしれない。

　しかし、孫子の言う『兵』とは『戦争』のことであり、原文である『兵は拙速なるを聞くも、未いまだ巧の久しきを賭みざるなり』とは「戦争とは（国を消耗させるものだから）短期決戦にこそ利があり、長期戦になって巧うまくいった例がない」という意味の言葉なのだ。

　だから、いまの公国軍が引くべき言葉は、孫子軍争篇にある次の言葉だろう。




【軍争は利たり、軍争は危たり。軍を挙げて利を争えば則すなわち及ばず、軍を委すてて利を争えば則ち輜重すてらる】




『軍争』とは戦略上の重要地点を、どちらが先に確保するかを競うことだ。

　羽は柴しば秀ひで吉よしと明あけ智ち光みつ秀ひでが戦った山崎の戦いで言えば『天王山』、日露戦争で言えば『二○三高地』がこの重要地点にあたるだろう。

　たしかに相手より先にそのような重要地点を押さえられれば、戦を有利に運べる。

　しかし、そのように重要地点に固執して、相手と競争する行為は危険だと孫子は言っているのだ。全軍で向かおうとすれば相手に後れを取るだろうが、かといって早い部隊だけで先行すれば輜重（補給物資運搬）部隊が置いていかれることになる。

　これではいくら重要地点を確保できても意味がないだろう。

　また、孫子はその軍争での行軍距離が百里ならば全軍の一割程度しか辿り着けず、三将（上・中・下将軍）が捕らえられ、五十里ならば全軍の半数しか辿り着けず、上将軍が討たれると言っている。

　重要地点を確保しようとも兵が疲弊し、補給物資がなければどうしようもないのだ。

　公国軍の行動に目をやれば、重要地点である首都『ヴァン』に固執するあまり、輜重部隊を置き去りにし、いたずらに兵たちを疲弊させた。

　まさに孫子の指摘するところの危険行為をしてしまっていたわけだ。

　そんな公国軍が、ヴァンから南に十数キロの地点にある平野部に差し掛かったときに目にしたのは、〝万全の状態で自分たちを待ちかまえている王国軍〟の陣容だった。

　その陣容を見たガイウスは力が抜けてしまい、危うく落馬しかけた。

「馬鹿な……まさか、すでに『ヴァン』は落ちたとでも言うのか……」

　その呟つぶやきに答えられる者は誰もいなかった。
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　結論から言えば、このときはまだ公都『ヴァン』は陥落していなかった。

　アミドニア公国軍よりも一日早く、ヴァンへと辿り着いたソーマ率いるエルフリーデン王国軍五万五千は、そのまま精鋭五千の籠もるヴァンに攻めかかるような真ま似ねはせず、一万の兵を割いて城内の兵たちを監視させ、本隊はヴァンの十数キロ南にある平野部に移動して、やってくるであろう公国軍本隊を待ちかまえたのだ。

　ソーマの狙いは最初からアミドニア公国軍本隊だった。

　本来なら秘すべき攻略目標を、わざわざガイウスに伝えたのはこのためだった。

　ヴァンを攻めるぞと宣言し、慌ててやってきた公国軍を待ち受けて撃破する。兵法三十六計の第六計「声東撃西」にあたる計略だが、もっと言えば第二計である「囲い魏ぎ救きゆう趙ちよう」の語源となった「桂けい陵りようの戦い」を再現したものだった。

　二代目孫子・孫そん臏ぴんのライバルであった龐ほう涓けんを破り、捕らえた計略だ。ガイウスではまず見抜けなかったことだろう。

　二万五千の軍勢は擁しているものの、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで輜重の多くを失っている公国軍に対し、王国軍はポンチョに〝全軍分〟を用意させていた糧食を食べ、この平野で一日ゆっくりと休息を取っていたため、意い気き軒けん昂こうだった。

　万全の王国軍五万五千ＶＳ疲労困憊の公国軍二万五千。

　この戦いの行方は、もはや戦う前から明らかだったと言っていいだろう。

　鶴かく翼よくに陣取ったエルフリーデン王国軍の中央に設置された本陣で、床机に腰掛けていたソーマは立ち上がると、右手を高々と掲げ、公国軍に向かって振り下ろした。




「「「　おおおおおおお！　」」」




　王国軍から鬨ときの声が上がる。

　それを合図としていま、エルフリーデン王国とアミドニア公国との、最終決戦の火蓋が切られた。
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　後年、この時代を戯曲化した物を見るとソーマ・カズヤを知勇兼備の名君として描いているものが多いようだ。戦場に立てばその武勇で多くの猛者を一騎打ちのもとに倒し、その知謀で敵軍を散々に翻弄し、優れた政策で国民を幸福に導いた名君であると。

　しかし、歴史家はこの評価を否定している。そもそもソーマは生涯を通じて片手で足りるほどしか対外戦争をしておらず、武勇を示すような場面もほとんどなかった。後世に伝わる各戦争の武功は、ほとんど彼の配下によるものだった。

　また敵を翻弄したという知謀も、本当に彼の発案によるものという確証はない。彼の時代には後に丞じよう相しようとなるハクヤを始め、知謀の士も多かったのだから、ソーマにしてみれば彼らの献策の中から優れたものを採用していただけなのかもしれない。

　たしかに政策面を見れば優れたものが多いが、すべての国民を幸福に導けたかと言えばそれも怪しいものだ。ソーマは度々、自分の立場に苦悩している様子がうかがえる。

　もし、その政策がすべて上う手まくいっているのだとしたら、苦悩することもなかっただろう。よって、ソーマ自身の能力は戯曲に描かれるような、ずば抜けたものではなかったというのが、歴史家たちの共通見解となっていた。

　……しかし、だ。

　だからと言って、ソーマが名君でなかったという者は少ない。

　歴史家がソーマに抱くもう一つの共通見解に、「人の集め方、使い方が上手かった」というものがある。ずば抜けた能力は見られないソーマだが、必要な人材を必要な場所に配置し、必要な数の兵を必要な場所に揃そろえることに関しては天才的だった。

　ソーマが初めて大陸に名を馳はせることになる、アミドニア公国との戦争の勝利もこの才によるものが大きい。自分にできること、できないことがちゃんとわかっていて、できないことはできる人に任せることができる。

　あるいはこれが、為政者にとってもっとも必要な資質なのかもしれない。
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「意外と粘るな……」

　エルフリーデン王国軍本陣で戦場の様子を見ていた俺は、アミドニア公国軍の意外な健闘に驚いていた。『意気軒昂な王国軍五万五千』対『疲労困憊の公国軍二万五千』。

　その勝敗は誰の目にも明らかなはずなのに、公国軍はよく持ちこたえているように見えた。いや、むしろうちの軍が攻め切れていないのか。

　まず、上空ではいまも王国と公国の飛竜ワイバーン騎兵がドッグファイトを繰り広げていた。ゴルドアの谷での奇襲を受けず、飛竜ワイバーンに乗っているので疲労の少ないアミドニア公国飛竜ワイバーン部隊は、公国軍の中でもっとも元気な部隊だった。

　五百騎に満たない数だったけど、守勢に徹されたら約二倍の数を誇るエルフリーデン飛竜ワイバーン騎兵隊といえども、なかなか攻め切ることができなかった。制空権を握れれば戦の趨すう勢せいを決めることができるのだが、彼らの決着はしばらくつくことはないだろう。

　結局、戦の趨勢は陸上での戦闘に委ねられた。

　鶴翼に陣取った王国軍の部隊配置だけど、中央にルドウィン率いる近衛騎士団＋禁軍直卒軍一万に、陸軍からの一万を加えた二万、左翼にグレイヴ率いる陸軍凡およそ一万五千（この部隊の中にハルバートとカエデもいる）、そして右翼にはリーシアが率いる陸軍＋ダークエルフの里の援軍凡そ一万五千という構成だった。

　リーシアには本陣にいて欲しかったのだけど、

「詰めの戦だもの。私にも、私にできることをさせて」

　……と、言われ、強引に押し切られたのだ。いまだ混乱しているだろう陸軍をまとめられる人材が、現状では彼女だけなこともあり、渋々ながら了承した。

　陸軍に所属していた頃はアイドル的なポジションだったようだし、ゲオルグの薫陶を受けていただけあって采配の方も問題なく、反発も少ないだろうという判断だった。

　一応、保険としてアイーシャに護衛に付いてもらっているのだけど、お姫様なんだからあまり無茶はしないで欲しいものだ。そんなわけで、ルドウィン率いる中央の部隊の後方に置かれた本陣にいる俺の話し相手になれるのは、人質として近くに置いているカルラだけだった。

　カルラは人質ではあるが手足を縛られてはいなかった。

『隷属の首輪』を着けている以上、逃げようとしたり、主人を害そうとしたりした瞬間に首を絞められるらしく、この状態でも安全なのだそうだ。そこら辺の衛兵から剣を奪われたり、その鋭い爪で突かれたりするだけで、俺なんて簡単に殺されそうなものなんだけど……そういうものなのだろう。もっとも、カルラにはもう俺のことをどうこうしようという意思はなさそうだったけど。そんなカルラに話しかけた。

「どう思う？　もう少し簡単に崩れると思ったんだがな」

「……負けたくて戦に出る者はいません。負けぬよう、必死にもなります」

「それもそうか」

　カルラもただ控えているだけでは手持ちぶさたなのか、意外と軽口に応じてくれた。元空軍の将だけあって、現場の動きは俺よりもわかっているのだろう。

　劣勢だからこその粘り腰か。少々厄介かもしれないな。

「こちらの右翼と左翼、つまりリーシアとグレイヴの部隊があまり動いていないように見えるんだけど。もっと積極的に包囲に動いたほうが殲せん滅めつできるんじゃ？」

「……そう思うのなら、早馬で命じたらどうだろうか？」

　まるで「ファイナルアンサー？」とでも言うような、試されているような口調で聞かれ、俺は少し考え込んだ。しかし、答えは出なかった。

「……わからない。机上でしか戦を知らない俺なんかより、リーシアの方が余程采配を心得ているはずだ。下手に口を出すより現場判断に任せた方がよいだろう」

　そう答えた。するとカルラは少しだけ笑った。

「ははは。それがいいだろうな」

　どうやら正解だったようだ。

「カルラは理由がわかってるんだろ？　教えてくれないか？」

「敵の兵数だ」

「兵数？」

　カルラは戦場の方を指さした。

「私は横で聞いていただけだが、あそこにいる公国軍はアルトムラを包囲していた三万の兵なのだろう？　そしてすでに撤退中に奇襲を受けている」

「そうだな」

「それにしては兵の数があまり減っていないように見える」

「ん？　そう言われれば……」

　大軍なのでパッと見ではわからないけど、その人数は五万五千いるうちの軍の半数より、わずかに少ない程度に見えた。凡そ、二万五千といったところか。

　たしかに、ゴルドアの谷でジュナさん率いる海兵隊の奇襲を受けているにしては、あまり被害を受けていないように見える。

「奇襲は成果を挙げられなかった？」

「いや、戦場の様子を見る限り、公国軍の各部隊で士気に差があるように見える。恐らく奇襲を受けて減った分の兵を、道中の都市で民を徴兵しながら補充したのだろう。一部で士気が低いのはそのためだ」

「なるほど……」

　この世界の国々は基本的に常備軍を持っている。

　地球の人間からしてみれば魔物と大差ないような巨大野生動物が跋ばつ扈こしている状況では、常に動かせる兵が必要だったのだ。エルフリーデン王国でも陸・海・空軍と禁軍の直卒軍は常備軍だった。無論、いざというときには民からの徴兵も行われていて、うちで言えば三公領以外の貴族軍はほぼ民から徴兵されている。

　戦後はこの貴族軍も取り込んだ統一軍を作る予定だが、民の軍役は解いて市井に戻ってもらうつもりだ。いまは兵力減少の心配より生産力の向上が急務だからな。

　当然、うちに攻め込んできた公国軍も常備軍＋徴兵という構成で臨んでいたはずなのだ。徴兵できる兵はすでに徴兵されていたはずだ。

　だから、奇襲後、新たに徴兵できたのはかつて〝徴兵できなかった者たち〟ということになる。

　たとえば年老いていたり、身体からだが弱かったり、或あるいは領内に偶たま々たまいただけの冒険者だったり（冒険者ギルドの契約に、国はいざというときに国内にいる冒険者を徴兵できるというものがある。その見返りとして国は一定の金額を毎年ギルドに納めなくてはならないので、俺はすでにこの契約を打ち切っている）するのだろう。

　それでは士気も上がるまい、とカルラは指摘しているのだ。

「そのような者たちは放っておいてもやがて崩れるだろう。逆にいま包囲してしまえば、彼らを団結させてしまう恐れがある。だからリーシアも、グレイヴ殿も、彼らが逃亡して軍列が乱れるのを待っているのだろう」

「なるほど。現場判断に任せて正解だったわけだな」

　やっぱりこういった場面では、知ったかぶりで上からとやかく言うよりは、現場を信頼して任せるべきなのだろう。ちゃんと人材はいるわけだしな。

「お飾りの大将は本陣で、暇を持て余しているくらいでいいんだろう」

「それはそれでどうなんだ……貴方あなたは国王なのだろう」

「国王の仕事なんて、戦前と戦後にしかないよ。あとはそうだな……いざというときにはこの首を差し出して、将兵の命乞いをするくらいかな」

　俺がそう言うと、カルラは目を丸くした。信じられないものでも見ているかのような目をこっちに向けている。あれ？　なんでそんな顔をしているんだ？

「俺はなにか変なことを言ったか？」

「貴方は……死ぬのが怖くないのか？」

　カルラがそう聞いてきた。なにを言ってるんだ？




「怖いに決まってるだろ。自殺志願者じゃあるまいし」

「しかしいま、いざというときには首を差し出すと言ったではないか。貴方は、それを受け入れているのか？」

「えっ……あっ……そうだな。おかしいな……」

　カルラの言う通りだ。言われてみれば……おかしい。

　なぜ、俺は自分の首を差し出すことを当たり前のように言ったんだ？

　それが国王に求められることだってことはわかる。国を代表する立場だからこそ権力が集まり、同じくらい責任もまた背負わされることになる。それが国王という立場だ。

　だけど、なんでそれを〝当たり前〟だと感じていたんだろう。

　もともとの自分は……臆病だったじゃないか。我が身が可愛かわいかったじゃないか。帝国に差し出されたくない一心で王位を引き受け、内政に励んでいたんじゃないか。




　―――俺はいつから、自分の命が惜しくないと思っていたんだ？




　そんな俺を、カルラが気遣わしげに見ていた。

「だ、大丈夫か？　どこか具合が悪いのか？」

「………」

　具合が悪い……不具合……壊れている……。

　人として、なにかが壊れている。

　うん。妙にしっくり来る気がする。

　指摘されてようやく、いまの俺の精神状況がおかしくなっていることに気が付いた。

　命を軽く見ている気がする。自分のも、他人のも。

　だから簡単に、命の足し算・引き算をしてしまっている。《救われる命》の数から《失われる命》の数を引き、答えがプラスならばその策を選択できるようになっている。

　さながら、そういうシステムであるかのようにだ。

　そこでふと、前にリーシアに語った言葉が脳裏に浮かんだ。




『やりたくないことでも、やらなきゃならない。いまは俺が王様だからな』




　ああ……そうか。そういうことだったんだ……。

「俺はいつの間にか、国王になっていたんだ……」

「急にどうしたんだ？　貴方は前から王様だったのだろう」

　カルラはわけがわからないといった顔をしていたけど、俺は腑ふに落ちた気がした。

「俺は、状況に流されていたんだ。いつの間にか……自分でも気付かないうちに、『国王』という名の国家のシステムとして振る舞っていたんだ。……そうプログラミングされているのだからと自分に言い聞かせて、常に〝最良〟の選択ができるように」

「しすてむ？　ぷろぐらみんぐ？　おい、なにを言っているのだ!?」

　カルラが喚わめいたけど、俺は自嘲気味に笑うしかなかった。

「カルラ、俺は〝偽者〟かもしれない」

「なっ!?」

「なにせ……王になりきらないと兵たちを戦場へ送れないんだから」

　俺は臆病者だ。自分が傷つくのも、死ぬのも嫌だ。

　他人が傷つくのも、死ぬのも見たくない。そんな俺が、王として戦に臨むためには、国家のシステムとしての国王に〝なりきる〟しかなかったのだ。

　王だから、そういうものだから、と自分に言い聞かせて、自我を封印して為なすべきことを為してきた。そうしなければ……自分の選択により失われるかもしれない命の責任に、押し潰されてしまいそうになるからだ。

　こうなるともう、自嘲するしかなかった。

「まったく……先代王を笑えないな。代わりがいるならすぐにでも投げ出したいぞ」

「……そんな弱音を私に聞かせてどうする」

「逆だよ。こんな弱音、リーシアたちに聞かせられるか」

　俺に王でいて欲しいと言ってくれたリーシアや、国王である俺に仕えてくれているアイーシャ、ジュナさん、ハクヤ、ポンチョ、トモエちゃんなどには、絶対に聞かせられないことだった。とくにリーシアは真面目だから、父親が俺に王位を押し付けたことを、自分の責任のように感じてしまうだろうしな。

「敵として戦ったカルラだからこそ、聞かせられることさ」

「……嬉うれしくもなんともないぞ」

　と、そんなことを話していたときだ。

　見つめるさきの戦場で、なにか変化があったようだ。
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　熱戦の続いていた戦場で、公国軍が俄にわかに崩れ出した。

　それまで、数で勝る王国軍の攻撃に懸命に耐えていた兵たちの中から、逃亡する者が出始めたのだ。逃亡し始めたのはゴルドアの谷を抜けてからこの平野に至るまでの間に、急きゆう遽きよ徴兵された者たちだった。

　アミドニア公国の男子は一定年齢になると軍役に就く義務があり、戦闘訓練も受けているのだが、そうは言っても普段は文民として暮らしている者たちだ。急に不利な戦場に駆り出されて、士気を上げられるわけがない。

　やがて、まだ包囲の完成していない南側へと逃亡する兵が出始めた。

　アミドニア側も逃げようとした兵を斬るなどして継戦させようとしたが、徴兵した兵は一万近くもおり、焼け石に水だった。

　しかも、彼らが逃亡しようとすればするほど陣形は乱れ、無事な部隊の足並みまで乱す始末である。この機をエルフリーデン側は逃さなかった。

「ハル、いまなのですよ！」

「待ちかねたぜ！　行くぞ、野郎共！」

「「「　おおおおおお!!　」」」

　王国軍左翼ではカエデの合図で、ハルバートが包囲を完成させるべく、部下の兵を率いて突撃していった。この戦いでハルバートは陸軍の部下十数名を率いる小隊長として、カエデの下に就きながら戦っていた。馬には乗らず、二本の戟げきを振り回しながら混乱する敵を撥はね飛ばしていく。この事態に気付いたアミドニア側の将軍の一人が、馬上で声を張り上げた。

「包囲を完成させるな！　遠距離攻撃にて敵左翼部隊の足を止めよ！」

　次の瞬間、ハルバートの率いる部隊目がけて、公国軍から矢や魔法が飛んできた。

「【アース・ウォール】！」

　しかし、カエデが召喚した長さ凡およそ百メートル、高さ約二、三メートルの土塁壁が、すんでのところでハルバートの部隊を守った。これには公国軍も驚いただろう。

　ここまでの土塁壁を一瞬にして作製してしまう魔導士は、大陸規模で見ても五人といない。カエデは性格こそ弱気だが、頭のキレと土系魔法に関しては天才的だった。

　ハルバートはその土塁壁に背中を張り付けて身を隠すと、同じように身を隠している兵たちに命令した。

「カエデにばっかりいい格好はさせられねぇ！　こっちもやり返すぞ！」

「「「　おう！　」」」

　今度はハルバートの小隊が土塁壁越しに、公国軍に向かって矢や魔法などを撃ち込んだ。ハルバートはランデル近郊の戦いで、ゼムの傭よう兵へい相手に見せた炎の槍やりを公国軍に向かって投とう擲てきする。

　攻撃姿勢だった公国軍はこの攻撃に対処が間に合わず、射られたり、焼かれたりして大きく陣を乱すことになった。これをチャンスと見て、ハルバートは飛び出した。

「混乱してるいまがチャンスだ！　一気に突っ込むぞ！」

　一方、混乱する公国軍では公国の将軍が混乱を静めようとしていた。

「皆の者、混乱するでない！　足並みを乱しては敵の思う壺つぼぞ！」

　必死に督戦するが兵たちの混乱が治まる気配はなかった。業を煮やした将軍は狼ろう狽ばいしている兵の一人に馬を寄せると、いきなりその首を刎はね飛ばした。

「静まれ！　静まらねばこやつのように首を刎ねるぞ！」

「そう言うお前がまず静まれや」

「何っ!?」

　将軍が気付いたときにはすでに遅く、彼の前には両腕をクロスさせたハルバートがいた。

　ハルバートがその両腕を開くと、両手に持っていた戟の刃が、まるでハサミのように将軍の胴を挟み込み、巻き込まれた馬の首諸もろ共ともに寸断した。

　ドサリと地面に落ちる元将軍だったものの上半身。

　一瞬の出来事に立ったままになっている首のない馬と、鞍くらの上に残された将軍の下半身から流れる血が、その光景を見ていた公国軍の戦意を根こそぎ奪い去った。

　二つの戟を一いつ閃せんさせ、血ち糊のりを払ったハルバートは吼ほえた。

「敵将、禁軍士官ハルバート・マグナが討ち取ったぁぁ！　さあ、次に殺されてぇのはどいつだ！」

　両手の戟に血を滴らせ、叫ぶ姿は悪鬼羅刹のようだった。

　今日のハルバートは同世代であるソーマやカエデへの対抗意識から、燃えに燃えていた。このような大軍を催すソーマと、知略でルドウィンを支えるカエデ。二人にこれ以上の差を付けられてたまるか！　そんな思いが、いまのハルバートを突き動かしていた。

　そんな気迫溢あふれるハルバートを見て、アミドニア兵はまるで暗闇の中で鬼にでもあったような気持ちになった。そして、あんなのと戦えるか、と我先にと逃げ出した。

　このときのハルバートを目撃し、辛くもこの戦いを生き延びた元公国軍兵士は、のちにこう語っている。

『あのときは生きた心地がしなかったよ。まだ若い青年だというのに歴戦の猛者でさえ彼と当たることを嫌がっていたね。後にあれが「赤鬼のハル」だったと聞いて妙に納得したものさ。ホント……よく命があったもんだ……』

　後世に、ソーマ配下の代表格として語られることになる、『赤鬼のハル』の武勇伝はこの戦より始まったと言っていいだろう。

　自らが先頭に立ち、部下を率いて突き進む戦闘スタイルは、彼が一軍を率いる将になってからも変わらなかった。ソーマなどは上に立つ者のやることではないと度々戒めたのだが、ハルバートは「こっちの方が性に合っている」と聞かなかった。

　実際、毎回きちんと生き残り、戦果を挙げてくるものだからソーマもそれ以上強くは言えず、カエデを大いに心配させることになるのだが、それはべつの話である。
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「はあああああああああ！」

　一方、王国軍右翼ではリーシアが猛たけっていた。

　右翼部隊の指揮官でありながら自ら馬を駆り、かなり前線の方まで出てきている。

　リーシアが敵陣に向かってレイピアを突き出す度に、空中に生まれた氷の刃がアミドニア兵を切り裂いていく。その姿はまさに戦乙女ヴアルキリーのようであり、美しくさえあった。

　しかし反面、いまのリーシアはどこか焦っているような、頭に血が上っているような、そんなどこか冷静ではない印象だった。

　当然、そんな目立つ行動をとっていれば、敵に標的にされることになる。

「怯ひるむな！　押し囲んで討ち取るのだ！」

　アミドニアの部隊長の言葉を受け、敵兵たちがリーシアへと群がってくる。

　いくらリーシアが並外れた武勇を持っていても多勢に無勢すぎる。長槍を持った兵たちに囲まれては、馬の機動力で突破することもできない。

　敵兵の槍先がリーシアへと迫る。すると、

「姫様っ！　こんのっ、離れろおおおおおお！」

　あわやというところで追いついたアイーシャが、大剣のフルスイングで群がっていた敵兵をまとめて吹っ飛ばした。

　リーシアの護衛役を仰せつかっていたアイーシャだったのだが、彼女の大剣は馬上で振り回すには向かず、歩か行ちだったために遅れてしまったのだ。アイーシャは大剣の斬撃と風圧とで周囲の敵を殲せん滅めつすると、涙目になりながらリーシアの馬へと駆け寄った。

「姫様ぁ、あまり無茶をしないでください！」

「……ごめん。頭に血が上ってたわ」

　リーシアは涙目で懇願するアイーシャを見て、冷静さを取り戻した。馬上にいるため、自分の腿ももくらいの位置にあるアイーシャの頭にポンと手を置いた。

「でも、多少の無茶はしないと。こんな戦……早く終わらせたいもの」

「姫様？」

　リーシアの沈痛な面持ちにアイーシャは首を傾かしげた。

　公国軍が多少の粘りを見せたものの、現状、戦はエルフリーデン側の有利に進行している。すでにアミドニア側には逃亡兵が出始めているし、あとはゆっくりと包囲していけば遠くないうちに勝利することができるはずだ。勝ちを急ぐことはない。

　しかし、リーシアは沈痛な面持ちのままアイーシャに言った。

「ねぇアイーシャ。最近のソーマをどう思う？」

「どう、と言いますと？」

「相当……無理してるように見えない？」

「それは……そうですな」

　ソーマに対して曇りない忠義を捧ささげているアイーシャの目から見ても、いまのソーマは怖い顔をしていると思う。いや……正確に言えば〝壊こわい〟だろうか。

　なんだか危うくて心配になる感じだ。

　もちろん、いまは戦の真っ最中だし、こんな場面で君主がヘラヘラしているならそちらの方が問題だが、いまのソーマは無理に国王らしく振る舞おうとしているかのように見えてならなかった。アイーシャは、ソーマに笑っていて欲しかった。

「この戦が終われば……陛下は笑ってくださるでしょうか？」

　そう尋ねたアイーシャに、リーシアは一瞬目を丸くしたあと、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「笑えるように、私たちでするのよ」

「っ！　ですな！」

　アイーシャは顔を撥ね上げると、大剣を構え直しリーシアの前に立った。

「ですが、姫様はお下がりください。もし姫様になにかあったら陛下が笑えなくなります」

「……そうね。少し自重するわ」

「武働きは私めにお任せあれ！」

「それはダメ。アイーシャになにかあってもソーマは笑えなくなると思うわよ？」

「……そうでしょうか？」

「そうよ」

「ですか」

　二人は顔を見合わせて笑い合った。そして次の瞬間には武人の顔になる。

「ならば姫様、お互い〝命を大事に〟ということでいきましょう」

「ええ。二人でこの懊おう悩のうたる戦を終わらせましょう」

　二人は揃そろって戦場へと駆けだした。
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　エルフリーデン王国軍とアミドニア公国軍との戦いは佳境を迎えていた。

　包囲されつつある公国軍の中央では、床机に腰掛けたアミドニア公王ガイウス八世が険しい表情をしていた。

　首都『ヴァン』を包囲している王国軍を急襲し、城内の兵とで挟撃しようという当初の計画は水泡に帰した。王国軍は『ヴァン』を包囲せず、この平野にて公国軍本隊の到着を待ち受けていたのだ。行軍とゴルドアの谷で受けた奇襲により疲ひ労ろう困こん憊ぱいの公国軍は、十分休息を取ったであろうほぼ倍の数の王国軍と戦闘状態に入ってしまった。

　王国軍は最初から首都『ヴァン』ではなくこの公国軍本隊を、更に言えばガイウスの首を狙っていたのだ。その事実にガイウス八世は歯は嚙がみした。

　最初は善戦していた公国軍だったが、疲弊し、民を徴兵して水増しした軍隊では長く保もつはずもなかった。すでに逃亡兵は出始めており、立て直すこともできない。

　ここに至ってガイウスは腹を決め、前線で指揮を執っていたユリウスを呼び戻した。

　本陣に戻ったユリウスは怒った様子でガイウスの前に立った。

「父上！　急に呼び出してなんなのです！　私が前線を離れたら、エルフリーデンに押し込まれるかもしれないというのに！」

「……ユリウス」

　そんなユリウスにガイウスはあくまでも平静な様子で告げた。

「お主はこの戦場より離脱せよ」

「な、なにを言っているのですか!?　戦はまだ始まったばかりで……」

「この戦は負けよ」

　困惑するユリウスにガイウスは自嘲気味に言い放った。

「我が公国軍は強い。兵の質では王国軍に遅れをとりはせん。しかし、行軍によって疲弊したいまの状態で、この戦力差を覆すことは不可能だ。我が時間を稼ぐゆえ、いまだ包囲が不完全なうちに血路を開き、お主だけでも脱出せよ」

　ガイウスが敗北を認めた。その事実に、ユリウスは足がふらつくのを感じた。しかし、ガイウスの言葉を反はん芻すうすると、ここで倒れるわけにはいかなかった。

「そんな……それならば、父上がお退ひきください！　時間ならば私が！」

「それも無理な話よ」

「なぜです！」

「エルフリーデンの狙いは我が首だからだ」

　ここを死に場所と定めたガイウス八世の頭は、かつてないほど冴さえ渡わたっていた。ソーマたちの狙いの一端を見抜くほどに。

「エルフリーデンにとっての目の上のこぶは我よ。王国内の貴族の中には、我らの息の掛かった者もいる。我を討ち取ることで、危険の芽を摘み取ろうというのだろう」

「………」

「それに、我は公国内の反王国派の旗頭だ。王国に対し強硬路線を採れるのは、強硬派が穏健派を押さえ込んでいるからだ。逆に我さえいなくなれば、今度は公国内の穏健派が勢いづくことになる」

　アミドニア公国とエルフリーデン王国の国力差は明白だ。

　国土も、人口も、兵数も、豊かさもなにもかもが負けている。

　ましてや、アミドニア公国はエルフリーデン王国の他にも、北に独自の価値観を持つ宗教国家『ルナリア正教皇国』、南に北進を国是としている『トルギス共和国』、西に報酬次第でどこにでも軍を派遣する中立国家『傭よう兵へい国家ゼム』と国境を接している。

　心弱き者がいつ保身に走り、どこかの国に接近しようと企たくらむかわかったものではない。だから、アミドニアがアミドニアであるためには、ガイウスという重おも石しが必要であり、その重石をエルフリーデンは取り去ろうとしているのだ。

　ユリウスは目を見開いた。

「まさか……ソーマは父上を討つためだけに此こ度たびのことを仕掛けたと!?　自国の領土をエサにしてまで!?」

「気をつけよ、ユリウス。今度の王はアルベルトとは比べものにならぬ」

　ガイウスはもうソーマを若輩な王と侮ってはいなかった。

「故にエルフリーデンは我を逃がさぬ。もし退却しようものならば、地獄の果てまでも追ってくるであろう。我さえ討ち取ればいいのだからな」

「………」

「だから我はこの場に留とどまり、アミドニア人としての矜きよう持じを見せる」

「！　ならば、私も」

「ならん！　お主まで失えば公国はどうなる！」

「ロロアがいます」

「ふん……あの者ではダメだ。アミドニアを率いる者は〝毒蛇〟でなければならん。いつの日か、王国を嚙かみ殺す毒蛇でなければな。ロロアには狡こう猾かつな〝蛇〟の血は流れていようが、〝毒〟を持っておらん」

　自分の娘だというのにガイウスはそう吐き捨てた。ユリウスはガイウスの狂気じみた様子に戦慄を覚えながらも、尋ねた。

「父上、その〝毒〟とはなんなのですか？」

「エルフリーデン王国に対する復ふく讐しゆう心しんよ。我がアミドニア公国が周囲を強国に囲まれながらも独立を維持し、生産力に乏しい土地を開墾し、飢えに耐え忍び、苛酷な環境下で鉱石を掘り、国家としての体を保ってきたのは偏ひとえに、王国への復讐心があったればこそなのだ。我らから肥沃な国土を奪い去った王国を憎む心が、より強く、より豊かになろうという活力の源なのだ。……残念ながらロロアには金策の才はあっても、その復讐心がない。多少なりとも毒蛇の血を継いでいるのは、ユリウス、お主だけなのだ」

　そう言ってガイウスは立ち上がると、ユリウスの両肩に手を置いた。

「なればこそお主は生き延びねばならぬ。この復讐の志を継承し、アミドニアをアミドニアとして存続させることができるのはお主だけなのだ」

「父上……」

　ユリウスは困惑していた。自分にそのような毒蛇の血が流れているのだろうか。たしかにユリウスも、王国は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だと認識している。しかし、目の前のガイウスほどにその情熱を燃やせられるだろうか。戸惑うユリウスに、ガイウスは言った。

「ことここに至っては傀かい儡らい化の心配などしておれん。お主は帝国に助力を乞うのだ。さすれば、王国によるアミドニア併へい吞どんは防げよう」

「ですが……父上の言われた通り、人類宣言の横紙破りをした我らを帝国が許しましょうか？」

「すべての責は我に被かぶせてよい。アミドニアの復讐鬼が子息の制止も聞かず、帝国の意向に逆らい王国侵攻を企てた。それだけのことよ」

　ユリウスは息を吞のんだ。ガイウスはこの場で死ぬだけでなく、全ての悪評を引き受けると言っているのだ。常に冷酷・冷静で知られるユリウスも、このときばかりは心を大きく揺さぶられた。と、同時に、その目には王国への怒りの色が見えた。

　その目を見てガイウスは満足そうに頷うなずくと、肩に置いた手でユリウスを突き放した。

「行け、ユリウス。アミドニアの魂を消してはならん」

「……御免」

　ユリウスは一礼だけすると、踵きびすを返して去っていった。その背中が見えなくなってからも、しばらくその場に佇たたずんでいたガイウスは、一息吐つくと表情を改めた。

　もはや焦りや迷いはなく、武人としての引き締まった表情で腰の剣を抜き放った。

「あとはただ一個の武人として、アミドニア人の気骨を示すのみよ」
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「……あれは少し不ま味ずいぞ」

　隣で戦場を眺めていたカルラが、不意にそんなことを言い出した。

　戦場ではすでに公国軍の敗色が決定的になっており、逃亡する兵や降服する兵が後をたたない状態となっていた。いまだに抵抗を続けている本陣付近の兵たちも完全に包囲されていて、後は殲せん滅めつされるのを待つだけのように思われた。

　どこかに不味い要素でもあるのだろうか。

「なにが問題なんだ？」

「敵総大将のガイウス八世に逃げる様子が見られない。この場で死ぬ気のようだ」

「逃がすつもりはないのだから好都合なんじゃないか？」

「……心弱き者が逃げ、体弱き者が死に、結果として、いまだ抵抗を続けるガイウスの周りには精鋭が集まっている。あの者たちが死兵となったら生半可な者では止められないぞ。ましてや、勝ちが決まった軍の将兵は命を惜しむものだ」

　そう指摘されて戦場を見れば、すでに五百を割っているであろう敵本隊をなかなか殲滅できない四万の自軍の姿があった。たとえ数万の軍勢がいようと、一人の兵士に攻撃できるのは精々三人程度だ。密集されればその数は更に少なくなる。

　ましてや、敵は死を覚悟した命知らずの者たちであり、こちらは勝者である以上、命を惜しむ傾向がある。死んだら報奨も栄光もない。だから攻め切ることができない。

　背中に悪寒が走った。俺はこういった〝歴史の事例〟を知っている。

　たとえば「大坂夏の陣」では真さな田だ幸ゆき村むら率いる兵三千の決死攻撃によって、一万三千の松まつ平だいら忠ただ直なお軍が突き破られ、総大将である徳とく川がわ家いえ康やすの首に、あと一歩のところまで迫ることになったという。また中国では「垓がい下かの戦い」ののち、勝者となった劉りゆう邦ほう軍が派遣した数千の追撃隊を、敗残兵であるはずの項こう羽う率いる旗本二十八騎が何度も打ち破ったという。

　戦意に差がありすぎると兵数の多寡が意味をなさなくなるのだ。

　戦う意思のない軍隊は、どんなに数を集めようと勝つことはできない。

（……あの部隊は真っ直すぐ俺の首を狙ってくるのだろうな）

　正直……怖い。孫子も死兵には当たるべからずと言っている。

　しかし、だからと言って、この場でガイウスを逃すわけにはいかない。そんなことになれば、ここまでに払った犠牲が無駄になってしまう。

　だけど……もしも……もしものときには……。

「なあ、カルラ」

　俺は隣のカルラに話しかけた。

「なんだ？」

「……少し話がある」
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「狙うは敵王ソーマ・カズヤの首のみぞ！」

　馬上でガイウス八世はそう声を張り上げた。

　ガイウスは自分の周りに精鋭である旗本五百騎を集め、いままさに、王国軍本陣目掛けて決死の突撃を敢行しようとしていた。周囲には数万という敵がひしめいている。敵兵で溢あふれかえるその道は決して生きて帰れぬ死出の道だ。

　仮にソーマを討ち取れたとしても他の雑兵に討たれるだけであろう。

　しかしこの五十年、親から子へと受け継がれたエルフリーデンへの恨みが骨髄にまで染み込んでいる旗本たちに怯ひるむ者はいなかった。

「アミドニア人の気骨！　武勇！　エルフリーデンの者どもに見せつけるのだ！」

「「「　おおおおおおお!!　」」」

　旗本たちの雄お叫たけびを聞き、ガイウスは剣を王国軍中央へと向けて振り降ろした。

「者どもおおおお、行くぞおおおおお!!」

　ガイウス八世率いる凡およそ五百騎の精鋭騎兵が、王国軍中央へと向かって駆け出した。

　道中の将兵を剣にかけ、敵兵も、いまだ抵抗を続けている味方兵さえも馬ば蹄ていにて踏み潰し、突き進む様子はまさに暴風のようであった。それは、炎が消える前の一瞬の輝きだったのだろう。だからこそ、その輝きはとても強かった。

「ガイウス八世!?　正気なのか!?」

　その荒れ狂う一団を、中央を守る近衛騎士団長ルドウィンは、白馬の上で苦虫を嚙み潰したような顔で見ていた。このような無謀な突撃など、自殺行為以外のなにものでもない。

（まあ、自殺行為なのだろう。もはや大勢は決したと認めた上で、死に場所を求めているのだろうさ。正直、あんなのに付き合いたくはないんだがな……）

　ルドウィンは脱いでいた兜かぶとを被ると、突撃型馬上ランスの先を天へと掲げ、背後に控えた近衛騎士団の面々に向かって言った。

「我らの後ろには陛下がおられる！　我らは王国の盾！　近衛騎士団の名にかけて、身命を擲なげうってでも必ずあの一団を止めるのだ！」

「「「　おおおおお!!　」」」

「行くぞっ！」

　ルドウィン率いる近衛騎士団凡そ二千騎が駆け出す。

　程なくしてガイウス率いる旗本五百騎と正面からぶつかった。

　その衝撃にガイウス率いる旗本勢の約半数が、一瞬にして吹き飛ばされた。

　近衛騎士団も大体同じ数が撥はね飛ばされたが、もともとの兵数で考えれば、敵よりは被害も軽微だったと言えるだろう。そのまま馬蹄の音が響く乱戦状態となった。

　敵と味方で入り乱れる中、ルドウィンはガイウスの姿を探した。

「っ！　見つけたぞ、ガイウス！」

　ルドウィンはついに、この乱戦の中を一心不乱に本陣へと突き進む数騎の中に、ガイウスらしき立派なマントを羽織った人物を見つけた。

　マントの人物はルドウィンを見ると、手にした剣をルドウィンへと向けた。

「貴様は、何者だ！」

「王国軍近衛騎士団長ルドウィン・アークス」

「ふん、王都のお飾り部隊かよ」

「抜かせ！　貴様を討ってこの戦を終える！」

　ルドウィンは愛馬を駆けさせた。するとマントの人物を囲んでいた数騎の旗本たちは、まるで示し合わせたかのようにバラバラの方角へと散っていった。

（旗本がガイウスを見捨てたのか!?）

　ルドウィンはその行動に一瞬引っ掛かりを覚えたが、いまは目の前の人物に意識を集中させた。ルドウィンが繰り出すランスを、マントの男は剣でなんとかいなすのが精一杯のようだった。

「ぐっ……お飾り部隊にしてはやるではないか」

「どこに飾られようが、我が槍やりは陛下の敵を貫くためにある！」

　そしてルドウィンは繰り出された剣を槍先で絡め取るように撥ね上げると、無防備になった胴体に向かって渾こん身しんの一撃を繰り出した。ランスは狙い過あやまたず、相手の胴へとめり込み、マントを突き抜け貫き通した。

　血を吐き、項うな垂だれる男の口は〝笑っていた〟。

「見事……だが、無意味よ……」

「なに」

　そして顔を上げた男は、空に向かって叫んだ。

「公王陛下っ……見事……本懐を……！」

　そこまで言って事切れた男を見て、ルドウィンは愕がく然ぜんとした。

　考えてみれば、国交もない国の君主の顔をルドウィンは知らない。

　たとえば、〝ただの旗本にガイウスのマントを被せただけ〟でも、ルドウィンはその人物をガイウスだと思ってしまう。もし本物のガイウスが、さきほど散り散りに分かれた旗本数騎の中に紛れていたとしたら……っ！

「っ！　陛下っ！」

　ルドウィンが振り返った先に、本陣に向かって単騎掛けする旗本の姿があった。




　◇　◇　◇




「報告！　敵騎兵が一騎、もの凄すごい勢いでこの本陣へ向かっております！」

　本陣に駆け込んできた兵士がそう報告したのは、俺のカルラへの頼み事がちょうど終わったときだった。……よかった。間に合ったようだ。しかし、頼みを聞いたカルラは目を見開いたあとで、ギリリと奥歯を嚙かみしめ、怒り満ちた目を向けた。

「それは……命令か」

「いや、命令するまでもないだろう。お前なら、言われずとも成し遂げるだろうし」

　そして彼女の首輪に手を触れようとして、その手をパシンと払われた。途端に、カルラが苦しげに呻うめいた。『隷属の首輪』をしているのに主人を叩たたいたのだから当然だ。

「ぐっ……ふざけるな……」

　苦しそうにしながらも、カルラはそう言って俺を睨にらんだ。

「カルラ!?　お前、なにを……」

「ふざけるな！　そんな頼み、聞けるわけないだろう！」

　締まる首輪など関係ないとばかりに、カルラは激げき昂こうしていた。

「いや、しかし、いざというときのために……」

「だぁーもう、しゃらくさい！　いいから私に『やつを討て』と命じろ！」

　そう言うとカルラは、敵の騎兵が向かってきている方角を指差した。

「『隷属の首輪』があるせいで、貴方あなたの許可なくそばを離れられない！　とっとと許可を出してくれ！　あいつは……私が片付ける！」

「……カルラが戦ってくれるのか？」

　信じられなかったけど、カルラは「ふんっ」と鼻を鳴らした。

「貴方のためではない。リーシアに、貴方のそんな顔を見せたくないだけだ」

　そんな顔？　俺はいま、どんな顔をしていたのだろうか？

　怖い感じだったのか。悲痛な感じだったのか。情けない感じだったのか。

　ペタペタと自分の顔を触る俺に、カルラは地団駄を踏みながら催促した。

「だから命じろ！　リーシアのためにも『やつを討て』と！」

「……許可しよう」

　リーシアのためだと言うのなら、信じてもいいだろう。

「頼む、カルラ。あの騎兵を討ち、この戦を終わらせてくれ」

「承知いたした！」

　カルラはそう言って低頭すると、近くにいた衛兵二人から、長剣を一振りずつ引ったくった。そして背中の竜翼を大きく広げ、飛び上がった。

　しばしの間、中空に漂い標的を捜し出すと、まるで獲物に襲いかかるハヤブサのような直滑降で、南のほうへと飛んでいった。




　◇　◇　◇




『カルラ……お前の奴隷としての所有権をリーシアに書き換える』




　ソーマはカルラに向かって急にそんなことを言い出した。

　たしかに『隷属の首輪』は主人の意思で、その所有権を他者に譲渡することができる。

　その場合、カルラはソーマを傷つけることもできるようになってしまう。

　だというのに、どうして急にそんなことを言い出したのだろうか。

　カルラが問い詰めると、ソーマは迫る死兵たちの方を指差した。




『あの死兵たちの狙いは俺だ。最悪でも、俺を討ち取ればヤツらは燃え尽きるだろう。そのときは殲せん滅めつも容易なはずだ。それで頼みなんだけど、もしこの戦で俺が討たれるようなことがあったら「王位を譲る」とリーシアに伝えて欲しい。まぁ……遺言だ』

『遺言？　ふざけているのか？』




　そう尋ねると、ソーマは真顔で言った。




『真面目だよ。国王だからこそ、最悪の事態を想定しなくちゃいけないんだ。中途半端な状態で押し付けることになるのは申し訳ないけど、まぁガイウスさえ討ち取れればヴァンを落とすのも容易だろう。あとはハクヤの言う通りにすれば上う手まくいくはずだ』




　そう言って、ソーマは〝笑った〟。

　その笑った顔を見て……カルラは自分の認識が間違っていたことに気が付いた。

　国王とは最高位の権力者で、国のすべてを支配できる存在だと思っていた。国王に仕える武人の目から見れば、国王とはそういうものだと思ってしまったのだ。

　だからカルラは、ソーマは王位を簒さん奪だつしたのではないかと思っていた。

　その絶大なる権力に魅せられ、人の良い前王アルベルトから王位をだまし取り、リーシアに無理矢理婚約を迫り、自身の権威付けに利用したのではないのかと。その疑いはのちに、リーシアからの手紙で誤解だとはわかったが、その疑念はなおも心の片隅に引っ掛かっていた。だから、ゲオルグとの友ゆう誼ぎに殉じるカストールに最後まで付き従った。

　本当にソーマは、権力に魅せられてはいないのだろうか？

　捕虜として傍らに立っていながら、カルラはそんなことを考えていた。

　しかし……さっきの言葉で、ハッキリとわかってしまった。




『俺は〝偽者〟かもしれない』

『王になりきらないと兵たちを戦場へ送れないんだから』




　王になりきる。それは、自分が国王でないことを自覚している証あかしだ。

（ソーマは国王になど、なりたくなかったのだ……）

　権力と同時に与えられる責務を無視できるような能天気な性格ならば、さほど気に病むことなく国王でいられただろう。しかし、その責務を理解している者にとっては、権力などただの重荷でしかない。ソーマは国王になりきることで、その重荷に耐えていたのだ。

　奪ったのではと疑ったものはすべて、他者から押し付けられたものだった。

（前王アルベルト殿から、リーシアから、配下から、この国の民から、ありとあらゆる重荷を背負わされた。自分の死を軽く語るソーマを見て、どこか〝身体からだ〟の具合が悪いのかと思ったのだが……違う。悪くなってるとすれば、それは〝心〟だったのだろう）

　ソーマの心は重圧によって、知らず知らずのうちに蝕むしばまれていたのだろう。

（それを感じとっていたからこそ……リーシアはあれほどまでに懸命に、健けな気げに、ソーマを支えようとしていたのだろう）

　カルラは、いまさらに気が付いた。

（いまさら……そう、いまさらだ……）

　すでにこの身は咎とが人にんとなり、沙汰を待つ身だ。

　いまさらソーマのために戦ったとしても、なんにもならないだろう。

　それでも、自分の命の危機を前にして、リーシアに王位と遺言を残そうとするソーマを見て、カルラは放っておけなくなった。ここでソーマが死ねば、リーシアが悲しむ。

（私は……自身の頑迷さのために、リーシアを散々に悲しませてしまった。もうこれ以上、リーシアに悲しい思いをさせたくない！）

　カルラは二つの剣を構えた。

「だから私は、貴様を討つ！」

「なにっ!?」

　カルラは本陣に単騎駆けで向かってきていた騎乗の将へと滑空すると、その勢いのまま両手の剣を振り下ろした。奇襲によって一気に終わらせるつもりだった。

　しかし、敵将は剣を両手持ちにして受け止めた。完全に不意を突けたと思っていたのだが、相当の武勇の持ち主のようだ。カルラは身体をくの字に曲げ、殺し切れていない勢いに任せて、ガラ空きになった胴体に両足を蹴りを入れた。

「うぐっ……」

　敵将はその衝撃によって馬から振り落とされ、地面に転がった。しかし、すぐに立ち上がると、剣を構えてこちらを睨んだ。

「貴様……半竜人ドラゴニユートか」

「名のある将とお見受けする。私はカストール・バルガスが娘カルラ」

「カストール？　王に反抗したのではなかったのか？」

「……ああ。おかげでこのザマだ」

　カルラは首に着けられている隷属の鎖を指差した。敵将はそれを見て吼ほえた。

「ならばそこをどけ！　我が狙いはソーマの首ただ一つよ！」

「残念ながら、いまはもう、そういうわけにもいかないんだ」

「貴様にとってもソーマは敵だったのではないのか！」

「敵だったが、親友の思い人だから殺させるわけにはいかないんだ」

「わけのわからんことを！　ならばっ、諸もろ共ともに死ぬがよいわ！」

　敵将がカルラに斬りかかってきた。

　カルラは両手の剣を交差させて受け止めたが、その重い一撃に思わず片膝を突いた。

　人よりも遥はるかに膂りよ力りよくに優れている半竜人ドラゴニユートに膝を突かせる……この敵将の力は、人間族の者とは思えなかった。

「なんだ!?　本当に人間の力なのか!?」

「貴様ら王国の民がぬるま湯に浸つかる中、我らは魔法と武を磨いてきたのだ！」

「……なるほど。土系の魔法か」

　ダークエルフの里救援のときにも述べたが、土系の魔法は重力操作の魔法だ。インパクトの瞬間に剣先を重くして、斬撃の威力を上げたのだろう。

　敵将はカルラを押し潰しながら吼えた。

「我が王家の悲願はエルフリーデンへの復ふく讐しゆうである！　そのために、我らは牙を磨き、爪を研いできたのだ！　王家三代の悲願、ここで果たしてくれん！」

「そうか……貴様がガイウスか」

　敵将の正体に気付いたカルラは、右手の剣を滑らせてその重い剣を受け流すと、左手の剣で逆ぎやく袈け裟さに斬り上げた。ガイウスはすんでの所で、後方へと跳んでかわした。

　カルラは切っ先をガイウスに向けた。

「公王ならば……復讐よりも前に国民のことを考えるべきではないのか」

「ふんっ。軟弱なエルフリーデン王家と同じに考えられては困る。アミドニア公国の王は強き力と意思で、民を牽けん引いんできる者のことを言うのだ！」

「……はあ。お前を見ていると、アルベルト殿が名君に思えてくる」

　よいところも悪いところもなかったが、アルベルト王の治世は穏やかだった。

　国民の暮らしよりも、自分の復讐心を満足させるために戦を起こしたガイウスは、到底、国王として受け入れられる人物ではなかった。

「ソーマには、お前のような国王にはなって欲しくないな……」

「ふんっ、敵に好かれようとは思わん……なっ！」

　すると、不意にガイウスが地面に手を突いた。次の瞬間、カルラの周囲で地面がスパイク状に隆起しだした。地面から生えた棘とげがカルラに襲いかかる。

　カルラは直撃こそ避けたものの、周囲の地形が針はり山やまのようになってしまったために、背中の翼が引っ掛かり、身動きがとれない状態に追い込まれてしまった。奇くしくも、リーシアがカストールを捕らえた戦法に、カルラも捕らわれてしまったのだ。

「くそっ」

「我が道を阻む報いを受けよ」

　焦るカルラに向かってガイウスが剣を突き出した。

　カルラは思わず目を瞑つぶった。ズドン……となにかが突き刺さる音が鳴った。

　……しかし、一向に痛みはやってこない。カルラが恐る恐る目を開けると、目の前にずんぐりむっくりとしたなにかがいた。丸く、でかく、白い。よくよく見れば、それは人が入れるような大きな人形だった。そのずんぐりむっくりな人形が、カルラとガイウスの間に割って入り、ガイウスの剣を身体で受け止めたのだ。

「「　なっ……　」」

　いきなり現れた人形に、カルラもガイウスも揃そろって目を丸くしていた。すると、

「脱出しろ、カルラ！」

　掛けられた声にハッとしたカルラは、自身を拘束している地面を剣で切り払い、脱出した。体勢を立て直して声の主を見ると、カルラはまたも目を見開いた。

「貴様は、ソーマ・カズヤか！」

　ガイウスも気付いたようだ。

　気が付けば、二人から二十メートルぐらい離れたところに、ソーマ・カズヤが立っていた。その周囲には、カルラを攻撃から庇かばったものと同じデザインの人形が、四体ほど宙に浮かんでいた。カルラを庇ったのが『ムサシ坊や君人形（大）』で、ソーマの周囲に展開しているのは『ムサシ坊や君人形（中）』だった。

「バカッ、なんでお前が出てきた！」

　ソーマの隣に降り立ちながら、カルラはそう叱った。ソーマは肩をすくめると、

「あともうこいつだけだ。すぐに味方の兵も集まってくるだろう。だったら、本陣で待っているよりは、カルラと一緒に戦ったほうが時間稼ぎになると判断した」

「お前が死んだらリーシアが悲しむだろ！」

「だから、生きるために来たんだって。戦力は集中させてこそだ。俺とお前が個別でぶつかるよりは、最初から協力して戦ったほうが生き残る確率はあがるだろう」

　そう言いながら、ソーマは手を前に振った。

　すると、手に弩いしゆみを持った『ムサシ坊や君（中）』二体が、ガイウスに向かって矢を放った。矢は真っ直すぐガイウスに向かって飛んでいったが、ガイウスは邪魔をしていた『ムサシ坊や君（大）』を蹴り飛ばすと、飛んできた矢を二本とも剣で切り落とした。

　今度はソーマが啞あ然ぜんとする番だった。

「あれを防げるのか」

「気をつけろ。あの男、かなりの強者だ」

　カルラに注意され、ソーマは一段と気を引き締めた。すると、

「ソーマ・カズヤ！」

　目をギラギラとさせ、ガイウスが吼えた。

「貴様を倒し、王国を滅ぼしてくれん」

「……残念だけど、俺を殺しても王国は滅びないだろうさ」

　ガイウスは怖かったが、ソーマはニヤリと笑ってみせた。

「人材は集めた。交通網を整備し、都市を整備し、繁栄の下地は築いた。俺がいなくなったとしても、あとは誰かが引き継いで上手くやるだろうさ」

「ならば、そのすべてを消し去るまでよ！」

　ガイウスが腕を伸ばした。その瞬間、地面から石いし礫つぶてが打ち出される。

「「　そんなことはさせない！　」」

　ソーマとカルラの声が重なった。

　まず、盾を持った『ムサシ坊や君（中）』二体が前に出て、その攻撃を防いだ。それと同時にカルラがガイウスの側面へと回り込み、斬りかかる。

　ガイウスはその攻撃を剣で受け止めると、蹴りを放ってカルラを引き剝がし、ソーマが再度放った矢二本は身に着けたマントで身体を覆うことで防いだ。この世界には物に付与する魔法があるため、マントといえど有効な防具となっている。

「くそっ、王様なのに強すぎるだろ……」

「貴方あなたとは鍛え方が違うのだろうさ……はあっ！」

　ソーマのぼやきにカルラがそう答えながら、ガイウスに向けて炎を放った。

「くっ」

　ガイウスはまたもマントを翻してその炎を防いだ。防ぎ終わると同時に、ガイウスは石礫を飛ばしてくる。その攻撃はソーマが人形の盾で防いだが、徐々に盾がベコベコに壊れていくのがわかった。このままでは時間稼ぎもままならない。

　……と、そこでソーマはあることを思いついた。

「動けっ」

　ソーマは倒れていた『ムサシ坊や君（大）』を起き上がらせ、ガイウスに襲いかからせた。ガイウスは「邪魔だ！」と切り伏せるが、上半分位を切ったところで、『ムサシ坊や君（大）』はガイウスの手をグッと摑つかんだ。

「なにっ!?」

「いまだ、カルラ！　あの人形を燃やせ！」

「はあ!?　なんで……」

「いいから、早く！」

「わ、わかった！」

　カルラはわけもわからないまま、『ムサシ坊や君（大）』に向かって炎を放った。すると、炎が『ムサシ坊や君（大）』に当たった瞬間、閃せん光こうが走り、次いで、

　ボンッ！

　と音が鳴り、ガイウスを巻き込みながら炎と黒煙が膨れあがった。爆発したのだ。至近距離で炎と爆風を食らったガイウスは、十メートルくらい吹き飛ばされていた。

　仰あお向むけに倒れたガイウスは、身体の所々が黒こげになっている。

「あれは、なんなのだ？」

　近寄ってきたカルラが、ソーマに尋ねた。

　ソーマは上う手まくいったことに安あん堵どしながら答えた。

「あの人形の背中の葛籠つづらには、いろんな道具が入っているんだ。その中に、投げ焙ほう烙ろくみたいなのも入れていたことを思い出したんだよ。それに引火して爆発したんだ。至近距離から爆発を食らえば、さすがのガイウスも……」

「……動いてるぞ」

　カルラの言葉に、ソーマも我が目を疑った。

　爆発を至近距離で浴びたはずのガイウスが、起き上がっている。さすがに全身に大おお怪け我がを負っているようだったが、幽鬼のような足取りで二人の方へと近づいてくる。

「我は……王国を……滅ぼし……アミドニアの気骨を……」

　ガイウスは焦点の合ってない目で、そんなことを呟つぶやいている。

　まさに執念の塊だった。

「なんてヤツだ……」

　思わずカルラの呟きに、ソーマも同意していた。ただひたすら、王国を滅ぼすためだけに歩を進めるガイウス。その執念に、ソーマは恐怖と同時に畏敬の念さえ抱いた。

　すると、

　シュタタタタッ

　ガイウスの身体からだに、無数の矢が突き立った。部隊を整え、ようやく追いついてきた弓兵隊が、ガイウスに向けて一斉射を行ったのだ。ガイウスの歩みが止まり、身体が揺れだした。倒れる……そう思った次の瞬間、ガイウスは手にしていた剣を逆手に持ち替え、残っている力を振り絞って槍やり投なげのように投げた。

　剣は弧を描きながら飛び、ソーマの足下近くへと突き立った。

「……ここまで届くのか。貴方の執念は」

　ソーマは感嘆とともにそう漏らすと、もはや聞こえているかどうかもわからないが、ガイウスに向かって言った。

「アミドニア人の気骨、しかと見た！　貴殿の武勇は長く語りぐさとなるだろう！　アミドニア公王ガイウス八世。俺は……エルフリーデン国王ソーマは、貴殿の畏おそろしさを生涯忘れない！」

　ソーマがそう言うと、ガイウスの口元が笑ったように見えた。そして、ガイウスはゆっくりと前のめりに倒れ伏し、もう二度と動くことはなかった。

　ソーマは、その最期の姿を目に焼き付けた。そして足下の剣に目をやった。

「この一いち途ずな執念だけは見習うべきか」

「貴方がこんな風になったら、リーシアが泣くぞ」

　隣に立ったカルラがそんなことを言った。

「それもそうか……」

　そう言うと、ソーマは動かないガイウスの遺体の前に膝を突き、手を合わせて拝みだした。その行為の意味がわからず、カルラは首を傾かしげた。

「なにをしているんだ？」

「どんな人間だろうと死んだら仏様……つまり神様になるっていうのが、俺のいた世界の風習なんだ。だから迷わず成仏できるように祈ってるんだよ」

「こんな復ふく讐しゆう鬼のためにか？」

「尚なお更さらだよ。無念だからって、悪霊になられて祟たたられたくないだろ？」

「随分と打算的な宗教だな」

　ソーマは笑いながら立ち上がると、自分の手を見つめてまた溜ため息いきを吐ついた。

「……人が殺あやめられるのを見たのは初めてだ」

　そんなことを言うソーマに、カルラは「はんっ」と吐き捨てた。

「なにをいまさら。いままでだって将兵には殺せと命じてきただろうに」

「相変わらず容赦ないな……」

　二人がそんなことを言い合っていると、本陣の危機を知った仲間たちがようやく駆けつけてきた。リーシア、アイーシャ、ルドウィン、ハルバート、カエデは倒れ伏しているガイウスを見て驚いた顔をしていた。リーシアはソーマに抱きついた。

「ソーマも戦ってたの!?　大丈夫？　どこも怪我してない？」

　リーシアに身体のいたるところを探られ、ソーマは苦笑いを浮かべた。

「大丈夫だよ。味方が来るまで、二人がかりでなんとか抑えられたから」

「そう。……ありがとう、カルラ。ソーマを守ってくれて」

「……ただの成り行きだ」

　さすがにリーシア本人には「リーシアのためだ」とは言えず、カルラはそっぽを向いて黙りを決め込んだ。そんな二人を見ながらソーマはパンパンと手を打った。

「さあ、ここでの大勢は決したんだ。ヴァンへと乗り込むとしよう」

　仲間とともに移動を開始すると、ガイウスの遺体が運ばれていくのが見えた。チラリとのぞき見たその顔は、やはりどこか満足げに見えた。

（武勇に秀でた貴方には……こんな道しか選べなかったのだろう。王国への復ふつ仇きゆうが公国民の幸せに繫つながると本気で信じていたんだ。そのすべてを否定する気はない）

　ソーマは戦勝ムードに水を差さないよう、密ひそやかに黙もく禱とうを捧ささげた。

（貴方のやり方が正しいとは思わない。だけど、間違っているとも思えない。それでも、俺は貴方を倒して、前へと進ませてもらう……）




　―――リーシアたちを、家族と思える人たちを守るために。




　◇　◇　◇




　その数刻後、アミドニア公国首都『ヴァン』は「守備していた将兵たちの助命及び希望者の城内からの退去を認めること（但し手荷物以上の財産の持ち出しは禁じた）」と、「ガイウスの遺体の返還」を条件に開城に応じた。ソーマは全軍を連れて『ヴァン』へと入城し、『一週間戦争』と呼ばれる一連の戦闘行為は終結することになる。

　もっとも、あくまでも戦闘行為は、だが。
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　ソーマたちがアミドニア公国との決戦に臨んでいた頃。

　エルフリーデン王国宰相ハクヤ・クオンミンは、紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうにあるカストールの城で戦後処理を行っていた。ソーマは公国との戦いへと赴くため、ろくに処理もしないまま進発したので、代わりに入ったハクヤが行っていたのだ。

　宰相とはいえ文官であるハクヤにとっては、ここが戦場だった。

　カストールの政務室では、ハクヤが筆を走らせる音だけが聞こえていた。

　城内は静かだった。この城の主であるカストールは、すでに王都『パルナム』へと移送している。バルガス家に仕えていた使用人の大半は、エクセルのところに預けられているカストールの妻アクセラを頼り、ラグーンシティへと向かった。

　そのため、城内には守備兵とわずかな文官しかいなかったのだ。

　トントン

　すると、控えめに扉を叩たたく音が聞こえてきた。

「どうぞ」

「……失礼します。書類をお持ちしました」

　そう言って入ってきたのはトモエだった。

　トモエはライノサウルスとの交渉役として、これからアミドニアへと向かうことになっている。とはいえ、子供であるトモエを戦場に連れ出すわけにもいかず、事態が落ち着くまではハクヤとともに行動することになっていた。

　ハクヤは手を止め、少しだけ頰を弛ゆるめた。

「これは義妹いもうと様さま。そのようなことをなさる必要はないのですよ？」

「いえ……私も、なにかしていたいので……」

　そう言ったトモエの尻尾はシュンと項うな垂だれ、代わりに狼おおかみ耳は落ち着きがなくピクピクと動いていた。ハクヤはそんなトモエの様子に思わず苦笑してしまった。

「陛下たちのことが気になりますか？」

「っ！……はい」

　図星を指され、トモエは耳がペタンと垂れた。

「こういうとき……私はなにもできませんから」

「それを言うなら私もですよ」

　トモエから書類を受け取ったハクヤは、そう言いながらトモエの頭を撫なでた。

「練りに練った計画です。カーマイン公の策略や、バルガス公の敵対など、不測の事態も多々ありましたが、ここまでは概おおむね順調に推移しています。心配せずとも、陛下も、姫様も、他の皆々様も無事に帰ってこれられることでしょう」

「……はい！」

　ハクヤの泰然自若とした様子に勇気づけられ、トモエが元気良く返事をした、そのときだった。政務室に一人の兵士が駆け込んできて、声を張り上げた。

「報告！　ソーマ陛下の軍がアミドニア公国軍をヴァン近郊にて迎え撃ち、これを壊走せしめたとのこと！　お味方の大勝利にございます！」

　それは戦勝の報告だった。トモエの顔に笑みが浮かんだ。

　ガタッ

　その報告を聞いたハクヤが、椅子を蹴って立ち上がった。その顔には、表情に乏しいハクヤにしては珍しく、どこか気持ちの高ぶりが見えた。

「………」

　トモエがそんなハクヤの様子をキョトンとした目で見ていると、その視線に気付いたハクヤは、バツが悪そうに小さく一つ咳せき払ばらいをした。そして、

「……参謀役というものは、たとえ自身の策の結果が気になっていたとしても、それを表には出してはならないのです。配下の不安を煽あおるわけにはいきませんから」

　そんな負け惜しみに聞こえなくもないことを言った。

　トモエは笑いを堪こらえながら、師でもある宰相殿にビシッと敬礼した。

「はい、先生。よーくわかりました」

「………」

　主君の義妹にして教え子でもあるトモエにそんな風に返されて、ハクヤは渋い顔になった。怜れい悧りで有名な黒衣の宰相も、可愛かわいい教え子の前では形無しだった。




　◇　◇　◇




　アミドニア公国首都『ヴァン』に入城する前に、俺は全軍に対して命じた。

「これより我らは『ヴァン』に入城するが、すでにこの地はエルフリーデン王国の統治下にある！　よってそこに住まう民はすでに王国民であり、これを殺し、傷つけ、犯し、奪うことは断じて許さない！　もしこれを破る者あれば身分の高低、罪の大小を問わず首を刎はねて晒さらす！　そう心せよ！」

　全軍に向かってそう命じたあとで、俺は秘ひそかにルドウィンを呼び出して、用意してあったメモを渡した。ルドウィンは首を傾かしげながら受け取ると、

「なんです、このメモは？　人の名前でしょうか？」

　そう尋ねてきた。俺は頷うなずくと、努めて冷静に聞こえるように言った。

「ルドウィン……ここに書いてある者五名を探し出し、首を刎ねて城門に晒せ。ただし理由は『ヴァンの民の家に略奪に入ろうとしたから』としろ」

「なっ！　この者たちは一体……」

「グレイヴ経由でもらったゲオルグからの土産だ。陸軍所属だけど、カーマイン領滞在中に民家に押し入り略奪・婦ふ女じよ暴ぼう行こう・殺人を犯した者たちだそうだ。どのみちあとで処刑されるのだから、この場で裁いて見せしめになってもらおう」

「……御意」

　ルドウィンは神妙な面持ちで低頭すると、下がっていった。

　しばらくしてヴァンの城門近くに首が五つ並ぶことになった。その首の横に立てられた看板には『略奪未遂』という彼らの〝罪状〟が記されていて、城門を通る将兵たちの気を引き締めさせた。結果として入城した王国軍は放火・略奪・暴行はおろか、たとえ負けを受け入れられない民に石を投げられてもやり返すことさえしなかった。

　そのことが逆に、アミドニアの民衆に畏怖の念を抱かせることになった。

　道中の安全を確保した上で、俺もヴァンへと入城した。

　今回は馬車ではなく、馬に跨またがっての入城だった。勝者である俺が、馬車の中では格好が付かないらしい。つい最近になって、ようやく乗りこなせるようになってきたものの、まだまだ腕は未熟だ。まあ、アイーシャが轡くつわをとってくれているから大丈夫だろう。

　リーシアの乗る馬と並んで進みながら、俺は『ヴァン』の町並みを眺めた。

　アミドニア公国首都『ヴァン』。

　軍事国家アミドニア公国が、エルフリーデン王国侵攻の足がかりにして、王国からの侵攻を防ぐ前線拠点として建てた軍事都市だ。さらに、なにごとにおいても王国にだけは負けたくないという独自の気質により、規模だけは王都『パルナム』に匹敵する。

　ヴァンに入城し、そんな実利と見み栄えをごちゃ混ぜにした都市構造を目にしたとき、俺はある思いを強く抱いた。

　区割りしなおしたい……。

　平民の住宅街は密集し、道も入り組んでいて、さながら『迷宮街』とでも呼べるような構造だった。王城へと向かっているというのに、右に左に振り回されてなかなか辿たどり着くことができなかった。貴族の物と思われる邸宅はそんな住宅街の中に点在している。

　土地が平民街よりも高く（値段ではなく高低差）なっているのを見て、この都市構造の意味がわかった。恐らくここでの戦の際、城門を破った兵士を、この『迷宮街』が散々に振り回し、あれらの貴族の邸宅を砦とりでとして利用し、攻撃するための区割りなのだろう。

　……なんと言うか、そこまでやるかって感じだ。

　この都市構造は敵にも厳しいが、住民にも優しくないだろう。人々が移動するのにも不便だし、こう建物が密集していると火事の際の類焼が怖い。バリアフリーの真逆を行く都市構造に、頭が痛くなってくるな。

　これはもう、都市全域にわたって整備するしかないだろう。

　なんとも整備のし甲が斐いがありそうな都市だ。これから山積するであろう内政仕事の予感に……なんとも陰鬱な気分にもなってくるな。

「ソーマ？　どうかしたの？」

「……いや、別に」

「？」

「さあ、城が見えてきたぞ」

　疑問顔のリーシアを誤魔化しながら、俺は気を引き締めた。







　ヴァンの中央にある王城へと入り、謁見の間にあるガイウス八世の物だったのだろう玉座に腰掛けた。ガイウスは威厳を気にするタイプだったのだろう。

　アミドニア公国の懐事情は苦しいと聞いていたのだが、この謁見の間の造りはなかなかに立派だった。もしかしたらパルナム城よりも、装飾に金が掛けられているのかもしれない。

　そんな金があるなら他にもっと回すべき場所があるだろう、と、もういない城主を問い詰めたくなる。

　玉座に座った俺の横にはリーシア、斜め後ろには護衛のアイーシャが控え、他の家臣たちは数段下の絨じゆう毯たんの上で傅かしずいていた。久しぶりに王様らしい光景が広がっていた。

　俺が「各々報告せよ」と命じると、ルドウィンから順に報告してきた。

「まず城内のガイウス八世の家族についてですが、確保できませんでした。戦場より逃れた長子ユリウスの他に、姫が一名いたらしいのですが、数日前より姿が見えないそうです。また財務大臣を始め重要官僚の姿も見えないことから、我らがヴァンに辿り着くよりも前にこの都市を離れていたと思われます」

「ふむ……姫はともかく、官僚がいないのは痛いな。すぐにパルナムに連絡してマルクスに官僚を送らせるんだ。ハクヤも紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうが落ち着き次第やってくるはずだ」

「御意」

　頭を下げるルドウィン。次に発言したのはポンチョだった。

「こ、国庫の状況について報告しますですハイ。予想通りと申しましょうか、資金や糧食の備蓄はほとんどありませんでした。その代わりと言ってはなんですが、武器などは豊富なようですハイ」

「糧食がなくて籠城するとき、どうする気だったんだ？」

「あ、いえ、この王城の守備兵のみで考えれば三ヶ月は持つ分がございますです。この都全体で考えれば一週間と持たない量なのですが……」

「市民は勝手にしろってことか。本当に軍事国家なんだな……余剰な武器は売り払って資金に変えよう。それと城内が落ち着くまで配給したいんだが、王国からの輸送は可能か？」

「あまり余裕はありませんが、ある程度ならば。ここは王国から近いですから、道中の安全さえ確保していただければなんとかなりそうですハイ」

「最優先で確保させよう。次、グレイヴ」

　ハルの父で現在は陸軍を率いているグレイヴ・マグナが報告した。

「陛下の〝見せしめ〟が効いたのか、兵たちは規律を守っております。しかしあまり禁欲生活を続けさせますと、暴発する者が出てくる恐れがあるかと。もし都市内の市民に手を出す者が現れたら、民衆の感情が一気に悪化することが考えられます」

「その問題があるか。この都市にも飲み屋や〝花街〟はあるだろ。代金はこちらで持つから、そこの商店主と交渉して酒や遊女を用意してもらえ」

「いいのですか？」

　グレイヴは驚いたような声を上げた。そんなに変なことを言ったか？

「市井の民に迷惑を掛けるわけにはいかないだろ」

「いえ、そうではなく。兵たちを遊ばせてよろしいので？　いまの勢いならば一気にアミドニア全土を併へい吞どんすることも可能なのではないでしょうか」

　あー、そういうことか。

「攻め落とすのは『ヴァン』までだ。これ以上は戦わない」

「そうなの？　敵は叩たたけるうちに叩いておくべきだと思うけど……」

　隣のリーシアが疑問を呈したけど、俺は「いいんだ」と首を振った。

「どんなに領土を広げても、どんなに都市を落としても、帝国が出てきたらすべてが水の泡だからな。無駄に将兵の命を散らしたという結果だけが残されることになる」

　俺がそう言うと、場の空気が凍った。リーシアが怖おず怖ずと尋ねた。

「帝国が……出てくるの？」

「まず間違いなく出てくるだろう、というのが俺とハクヤの見立てだ。『人類宣言』の加盟国であるアミドニアが、武力によって国境線を変更されたんだ。盟主である帝国が出てこないわけがない」

　大陸最強の国家『グラン・ケイオス帝国』の掲げる『対魔族人類共闘宣言（通称「人類宣言」）』の主要三箇条の一つ、『人類同士の争いによる、武力による国境線の変更を認めない』という条文に背いている以上、盟主である帝国はアミドニア公国のために動く必要がある。最初は交渉から入るだろうが、いざとなれば武力制裁も辞さないだろう。

　ちなみにエルフリーデンと帝国の戦力差は、現代の日本とアメリカぐらい差がある。

「攻めてきたのは公国軍よ？　それなのに私たちが責められるの？」

「国際条約ってのはそういうものさ。アミドニアは『加盟してないエルフリーデン側の落ち度だ』と主張するだろうな」

「うぅ……こんなことなら私たちも『人類宣言』に加盟していればよかったかな……ってあれ？　そう言えばソーマはなんで加盟しなかったの？　加盟しない状態でアミドニアと戦えば、こうなることはわかってたんでしょ？」

　そんなリーシアの指摘に、俺は頭を搔かきながら笑った。

「加盟できないからさ。あの宣言には落とし穴があるからな」

「落とし穴？」

「ああ。帝国は気付いているのかな？」

　気付いていないのか、あるいは気付いていて敢あえて目を背けているのか。

　どちらにしろ、その穴は将来、帝国を瓦解させかねない危険な代物だった。そんな欠陥のある宣言に署名することはできない。

　俺は立ち上がると、その場にいる全員に向かって言った。

「さあ、帝国が動くまで戦後処理でもしていようか」




　―――ここからが、国王おれにとっての本番だ。
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　大陸の西にある『グラン・ケイオス帝国』。

　この大陸において、魔王領を除けば最大の領土を持ち、人口・戦力・技術・人々の豊かさに至るまで、この大陸に比類する国なき大帝国だ。

　人類側では第二位の国土面積を持つエルフリーデン王国でさえ、帝国から見れば吹けば飛ぶような国力しか持っていない。もし、王国が帝国と渡り合おうと思ったら、たとえアミドニア公国全土を併吞したとしても、その二倍の国力を要求されるだろう。

　もっとも、この数字は帝国単体とやり合う場合の計算であり、その同盟国ごと敵に回したとなれば、この大陸に居場所はなくなるだろう。

　そんな帝国に王国が勝っているのは歴史の古さぐらいだろう。

　帝国は王国より若干だが若い。この大陸において多種多様な民族が争い、国の勃興が激しかったという『大混乱期』の末期、エルフリーデンが異なる種族が団結して国を造り上げたのに対して、当時の『ケイオス王国』は一人の王のもと、中央集権を行い、人間族のもとに力を結集させて造り上げた、いわゆる独裁国家だった。

　こと乱世においてはこういった中央集権国家の方が強い。

　個人が意思決定したことが即座に反映されるため、即断即決ができるからだ。『大混乱期』が終わりを迎えた頃には、ケイオス王国は大陸内で頭一つ抜けた国家となっていた。しかし当時はまだ群雄割拠する中の一勢力であり、今日のような大帝国になるとはこの時代の人々には考えられなかっただろう。

　大きな変革が起こったのはいまより凡およそ百年前、ケイオス王国に一人の英雄が誕生したことに端を発する。

　マナス＝ケイオス。

　のちに『ケイオス大帝』と称される人物だ。

　マナスは当時のケイオス国王の次男として生まれたが、大陸北西部にあった国『ユーフォリア王国』との戦争で、ケイオス国王と長子が戦死すると王位を継承する。マナスが即位すると、周囲は当然ユーフォリア王国への復ふく讐しゆう戦を期待した。

　しかし、マナスは復讐戦を挑むどころか、ユーフォリア国王の娘を妻に迎え、縁戚関係を結んだのだ。しかも自らの名前をマナス＝ユーフォリアに変える徹底ぶりで、ユーフォリア王国側の警戒を解いていった。

　このことによりケイオス国内では少なくない反発が起こったが、マナスは軍事に関しては天才的であり一つ一つ鎮圧していった。軍事の天才であるマナスはわかっていたのだ。いま、ユーフォリア王国との国力差はさほど大きくない。この状態で争ったとしても戦争は長期化し、国を疲弊させるだけだということが。

　まずはユーフォリア王国を利用し、周囲の小国を吞のみ込み、国力に圧倒的な差をつけてから、改めてユーフォリア王国を吞み込もうという計画だったのだ。

　実際、マナスは周囲の小国を吞み込み、国力に圧倒的な差がついたら、即座に妻の実家であるはずのユーフォリア王国を攻め滅ぼしている。

　ただ、その事に対して若干の後ろめたさはあったのか、ユーフォリア王国滅亡後もケイオス姓には戻さずユーフォリア姓を名乗り続けた。

　現在もグラン・ケイオス王家はユーフォリア姓を名乗っている。

　ユーフォリア王国滅亡後もマナスは侵略戦争を続け、気が付けば大陸の西側を総すべる大国となっていた。この時からケイオス王国は『グラン・ケイオス帝国』と名前を変えている。この大国の出現は帝国に隣接している以外の国にも大きな動揺を与えた。

　これより数十年後の話になるが、エルフリーデン王国でソーマから見て先々代に当たる王が拡張路線に走ったのも、この帝国の存在を危惧してのことだったようだ。

　すでに世界は協調路線へと転じていたのだが、帝国の脅威が迫る前に、自国の強化を図ろうとしたのだろう。しかし、マナスほどの才がなかった先々代王は、当時のアミドニア王国の半分を手中に収めた頃に、無理な拡張路線から来る国の疲弊を憂いた部下により刺殺されることになる。

　その後、王国では王位継承権を巡って親族同士が争い（当時の三公はこの継承権争いへの介入を嫌い領地に逼ひつ塞そくしていた）、全滅に近い様相になる。

　結局、まだ少女だったリーシアの母が難を逃れる形で生き残り、王位を継ぎ、凡庸そうなアルベルトを婿に迎えることでなんとか国を落ち着かせたのだった。

　話を帝国に戻そう。

　一大勢力となり大陸統一さえも視野に入っていた帝国だが、肝心要のマナスが五十というまだまだ働ける年齢で没してしまう。暗殺説も流れたが、病というのが真相だ。英雄も病には勝てなかったのだ。

　マナスが没すると帝国の雲行きが段々と怪しくなってきた。強烈な個性によって造られた国は、その強烈な個性を失うと分裂する、というのは地球でもよくある話だ。アレクサンドロス帝国、モンゴル帝国、始皇帝の秦しんなど、早すぎる拡大を続けた国ほど、三代と持たずに分裂状態となってしまうものだ。それはグラン・ケイオス帝国も同じだった。

　二代目皇帝はマナスの忠実な側近が生きていたこともあり、堅実に国を纏まとめ上げた。

　しかし三代目が即位するころには、そんな忠臣たちも世を去っていた。

　人間中心の国家だったこともあり、エクセルのような何世代にも渡って王家に仕える他種族の家臣などいなかったのだ。そのため、三代目皇帝は家臣の支持を獲ようとして、更なる侵略戦争を起こした。自分が初代皇帝マナスの統一事業を継承できることを、内外に示したかったのだろう。

　しかし、今より六十年前に起こったこの戦は世界規模の大戦となってしまい、多くの国を疲弊させることになった。それは帝国とて例外ではなく、予想以上にかさんだ戦費に国は荒廃し、逆に支持を損なうことになってしまった。

　帝国では内乱が頻発し、三代目皇帝は何度目かの内乱の際に、賊徒の手に掛かって死亡する。三代目皇帝が世界統一事業を継承しようと始めたこの戦争の被害が、逆に世界を協調路線へと転じさせたのだから皮肉である。

　混乱する帝国を継いだ四代目皇帝は拡張路線を放棄し、内政に力を注ぐことになる。賢明な判断だと言えようが、今度は消極的だと諸侯に侮られることになった。五代目皇帝が即位した頃にはすでに帝国の求心力は衰え、遠からず分裂するだろうと思われていた。

　しかし、いまより凡そ十年前、全くの想定外のことが起こった。『魔王領の出現』である。突如押し寄せてきた異形の軍勢の前に、帝国は旧ユーフォリア王国領を含む多くの北部領土を失った。しかし、それはどの国にとっても同じであり、この事態に人類側の団結が叫ばれることになる。

　そしてその旗頭としての役割が、最大領土・最大戦力だった帝国に求められることになった。結果として帝国は分裂の危機を回避できたのである。

　人類側の盟主となった帝国だが、最初の頃は人類側の足並みが揃そろっていなかったこともあり、魔物に対して苦戦を強いられることになった。そして魔王領の奥深くへと侵攻した際の戦闘で、人類側は大惨敗を喫することになる。

　また五代目皇帝は戦があまり得意でない文人肌の人間だった。慣れない戦場での生活に心身共に磨すり減らした結果、五年前に世を去った。

　五代目皇帝には男子がおらず、跡を継いだのは当時まだ十四歳の少女だった。

　その少女の名はマリア＝ユーフォリア。

　現在では十九歳のグラン・ケイオス帝国女皇（『皇帝』は男系の称号であったため、新設された）だ。

　当時は、年若い少女である彼女の即位を危惧する声が多かった。しかし、即位して後、彼女はすぐに天性のカリスマを発揮する。

　彼女はまず人間族優位だった帝国の方針を転換、他種族であろうとも才有る者を登用し始めた。平時なら人間族側からの反発もあっただろうが、当時は魔王領からの脅威が迫る非常事態だ。地位も名誉も命あってこそである。

　時代に即した彼女の政策は臣民に支持されたのだった。

　そんなマリアが行った政策の中で、最も偉大な政策と言われているのが、『対魔族人類共闘宣言（通称、「人類宣言」）』の提唱だ。

　迫る魔王領の脅威に対して、人類全体での共闘を呼びかけたのだ。

『人類同士の争いによる、武力による国境線の変更を認めない』、『各国内の諸民族の平等な権利と自決権を尊重する』、『魔王領から遠方の国は、防波堤となる魔王領近接国を支援すること』を主要三箇条に掲げたこの人類宣言は、『対魔王軍のための共闘』というだけでなく、『戦争停止』、『民族差別禁止』にも言及した画期的なものだった。

　また、マリアは弱者救済にも余念がなく、その美しい容姿と貧富も種族も問わず接する優しい心根で、人々の心を摑つかんでいった。

　いつの頃からか、彼女は自然と、こう呼ばれるようになっていた。




　―――『帝国の聖女』と。




　◇　◇　◇




　そんな『帝国の聖女マリア』はいま、グラン・ケイオス帝国の帝都『ヴァロア』の王城にある自室で、憂い顔に沈んでいた。

　静かな夜。月明かりが差し込む窓辺で明かりも点つけずに佇たたずむ姿は儚はかなげだ。女性らしい均整のとれたボディラインを純白のドレスで包み、ゆるフワにウェーブがかった金色の髪の美少女。彼女が大陸最強の国家のトップであると、誰が信じられるだろうか。

　マリアはガラス越しに空に輝く月を見つめながら、また一つ溜ため息いきを吐ついた。

　そのとき、彼女の部屋の扉が叩たたかれた。

　マリアが居住まいを正して「どうぞ」と言うと、一人の少女が入ってきた。

「失礼します、姉上」

　軍服を身に纏った少女の顔はマリアと瓜うり二ふたつだった。

　違いと言えば長い髪をポニーテールに結んでいることと、目元がやや凜り々りしいことぐらいだろう。それもそのはず、彼女はマリアの二歳下の妹ジャンヌ＝ユーフォリアだった。

　ジャンヌは姉の前に立ち、ビシッと敬礼すると、

「ジャンヌ＝ユーフォリア、これより陸軍総帥としてアミドニア公国首都『ヴァン』へ向かいます」

　そう報告した。

　ジャンヌは「女マナス」と呼ばれるほどの軍才を持っていて、現在皇位継承権第一位の王女でありながら陸軍全軍を指揮する総帥としての顔も持っていた。

　内政はマリアが、軍事はジャンヌがと、姉妹で役割分担をすることによって、先代王が過労で倒れた皇帝という業務を切り盛りしているのが現状だった。

　ちなみに、ジャンヌの更に一つ下に妹もいるのだが、稀き代たいの変人との噂うわさであり公の場に顔を出すことはなかった。そんなジャンヌに、マリアは申し訳なさそうな顔をした。

「そう……件くだんの勇者王に会うのですね」

「……はい。アミドニアに良いように使われるのは不本意ですが、占領中の『ヴァン』を返還するよう、交渉せねばならないでしょう」

　ジャンヌは苦虫を嚙かみ潰したような顔で言った。アミドニア〝公王〟ユリウスの使者を名乗る者が帝都『ヴァロア』へとやってきたのが、つい数日前のことだ。使者は、

『エルフリーデン王国による「ヴァン」占領は、国境線の変更を禁じた「人類宣言」加盟国への挑戦です。盟主であるマリア＝ユーフォリア女皇陛下のお力でもって、どうか彼かの国から『ヴァン』を取り返していただきたいのです』

　と、そう言上したのだった。

　無論、帝国は先に戦いを仕掛けたのがアミドニア公国側であることは摑んでいた。その点を追及すると使者は、「それは先代のガイウス様がユリウス様の制止も聞かず勝手に行ったこと。ユリウス様には関係ないことでございます」と、開き直りのような弁明をした。この言い草にはジャンヌも腰の剣を抜きかけたが、帝国軍を預かる身としてグッと我慢した。そして本当に不本意ながらもこの交渉を引き受けることにしたのだ。

　非が公国にあろうとも、『人類宣言』は守らなくてはならない。『人類宣言』は帝国の威信そのものなのだから。マリアたちにとってもこれは苦渋の選択だった。

「ごめんなさい。あなたに気苦労をかけてしまって」

「なにを言っているのです。一番心を痛めているのは姉上でしょうに。ユリウス・アミドニアには、この報いをいずれ必ず受けてもらいましょう」

　そう吐き捨てるジャンヌの心中を察してか、マリアは努めて穏やかな口調で言った。

「大丈夫でしょう。エルフリーデン王国の新王ソーマ殿は聡そう明めいな御お方かたと聞きます。我が国と争うような愚を犯すとは思いません」

「そうでしょうか？　我らは一度、彼の身柄を要求しておりますし……」

「たしかに……心証は悪いでしょうね」

　半年程前、帝国はエルフリーデン王国に対し『対魔族戦争への支援金』供出を求めた。もしそれがダメならば『エルフリーデン王国に伝わるという儀式で勇者を召喚し、その身柄と所有権を譲渡すること』でもいい、という条件を付けてだ。

　結果、財政が逼ひつ迫ぱくしていたエルフリーデン王国は勇者を召喚する方を選んだ。

　そしてその儀式によって呼び出された勇者ソーマ・カズヤが、先代王アルベルトから王位を譲られ、いまのエルフリーデン国王になっているという。

　なぜ先代王アルベルトは簡単に王位を譲渡してしまったのかなど、不明な点も多かったが、ソーマはエルフリーデン王国の財政健全化を図り、『支援金』を供出したのだった。

　新王ソーマはその後も食糧難を解決し、反抗していた三公を降くだし、その隙に侵攻してきたアミドニア公国に逆侵攻を行い、その首都『ヴァン』を占領した。

　マリアと年齢も近い若者が、短期間の間にこれだけのことをやってのけたのだ。

　勇者でなくても欲しい逸材だった。本当なら勝手を行ったユリウスよりも、ソーマ王とこそ友好を結びたい所なのだが、帝国はその身柄を要求したこともある手前、友好関係は絶望視されていた。しかし、マリアは望みを捨ててはいなかった。

「報告を聞く限り、ソーマ殿はちゃんと話せばわかってくださる御方だと思います」

「そうですか？　私は逆に、姉上とは水と油のような気がしますが……」

　対してジャンヌは、その見解に否定的だった。

　どうにもソーマに関する報告を聞く限り、マリアの対極の存在であるように思えてならないのだ。たとえばマリアが魔王領からの脅威に対して、人類が一致団結して当たろうとしているのに対し、ソーマはまずは、自国が自分の足で立たねばならないと思っているようだ。

　また、マリアがどんな辛つらいことでも法や規則を重んじ、女皇らしく理性的に振る舞おうとしているのに対して、ソーマは王権も、部下も、制度も「使えるなら使う」し、「使えないならいらない」と、感性で取捨選択してしまっているように見える。実態に即していない制度なら変え、有用ならそれまで見向きもされなかったものさえ用いる。

　理性で動くマリアと、感性で動くソーマ。

　ジャンヌには二人が分かり合えるようには到底思えなかった。

「私には、二人は正反対の方を向いているように思えるのですが……」

　ジャンヌがそう言うと、マリアは一瞬キョトンとしたあとで、くすりと笑った。

「あら、お互い違う方を向いているなら、協力すれば死角がなくなると思わない？」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑うマリアは、妹のジャンヌが見てもとても可愛かわいらしかった。







あとがき







　この本を手にとっていただいた皆様方。初めましての方は初めまして。現在『pixiv』でお付き合いいただいている方は、毎度お世話になっております。どぜう丸まるです。

　まずは前巻となる『現実主義勇者の王国再建記Ⅰ』において、あとがきでご挨拶できず申し訳ありませんでした。あの長い「富国編」を一巻に収めるには頁ページ数的にギリギリで、どうしてもあとがきを書く余裕がありませんでした。ですのでこの場を借りて、一巻でやるべきだった、この本に携わった方々への感謝の言葉を述べさせていただきます。

　まずは素敵な絵を付けていただいた冬ふゆゆき様。スケジュール的にギリギリだったのに、キッチリと枚数の絵を仕上げていただきありがとうございました。一巻中絵のトモエちゃんのイラストは、担当様と一緒に「あれ、凄すごくいいですよね」と話してました。そんな担当様も、凹みがちな自分を支えていただきありがとうございます。貴方あなた様がいたから、いまの私があるのです。そして、ネット掲載時に誤字脱字を指摘してくれる方々、校正様、デザイナー様、デビューを祝ってくれた友人ＭとＫ、そしてなにより、いろいろとやらかしたこんな自分の小説を『pixiv』まで読みに来てくださり、また、この本をご購入くださった皆々様。心から、ありがとうございます。……一巻で言えって話ですね。

　こんな私ですが、末永くお付き合いいただけましたら幸いでございます。

　実はこのあとがき、書いている段階では何頁になるかわかってません。担当さんからは「二頁でお願いします」と言われているのですが、校正段階でどうも＋一頁になりそうなんですね。もし、そうなると、こっちの頁はまるまるカットになるかもしれません。だからこそ、隣の頁は一頁で完結できるよう、大事なことを優先的に書きました。

　さて、それでは、カットされるかもしれないこの頁では、今巻のことを徒つれ然づれなるままに語りましょうか。この巻にあたる「征伐編」のネット掲載時の内容を憶おぼえておられる方々は、この巻を読んで「このキャラ、こんなだったっけ？」と首を捻ひねられるかもしれません。その変更に賛否はあるかもしれませんが、いま現在更新中の世界に繫つなげるにはここらへんが妥当なところなんじゃないかと思います。

　いろんなキャラが、いろんなことを思い悩み、いろんな行動をとって、その結果がいろんなところに影響を与えて……そして世界を形作る。未熟な腕ではありますが、そんな物語を紡いでいけたらなぁと考えております。

　さてさて、最後になりましたが、オーバーラップ様ＨＰの書籍紹介ページには『あとがきのアトガキ』というものがあり、アンケートにお答えいただけると読めるようになっています。自分はそこで「キャラ同士の掛け合いによるオーディオコメンタリーごっこ」をやっております。一巻では「ソーマとリーシア」でした。二巻では……さて誰と誰になるでしょうか。それは是非『あとがきのアトガキ』でご確認ください。

　以上、台風が来ている中、この文章を書いているどぜう丸でした。
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